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「ん……んん……もう朝？　いや、もう昼か……ふわぁぁ～。寝すぎたな、こりゃ」

　薄目を開け、部屋の様子をチラリと確認。現在の時刻をぼんやりとながらも把握した俺は、大きな欠伸あくびとともにググッと背伸びをした。

　上空に漂う瘴しよう気きのせいで、今日もこの村に差し込む日差しは相変わらず弱い。

　そのため最初の頃は今が朝なのか昼なのかさえ分からなかったものだが、今は何となく分かるようになってきていた。

「迷い込んで、もうひと月以上になるもんな。俺もそれだけ馴な染じんできたって事か……この村に」

　世間には認知すらされていない謎の秘境、『モンスティエラ』。

　立ち入った魔物をどういう訳か〝人じん化か〟させるという、何とも不思議な村。俺はひょんな事から、そんな場所に迷い込んでしまった。

「人じん化か……うーん、人じん化かか……。いや、違うな。一口にそう表現するのは、ちょっと誤解を招く言い方かもしれない」

　何な故ぜなら、この村の住人達たちは見た目も価値観も限りなく人間的だが、しかし『人間だ』とは決して言い切れないからだ。

　まず、体のどこかに魔物だった頃の特徴が何らかの形で残る。〝オリジンフォーム〟なんて呼ばれる、魔物的特徴をより強調させるような形態もとれるってんだから、そこからして人間とは大きく異なると言えるだろう。

　物の考え方にしてもそうだ。魔物とはもともと、人間を襲って喰くらう邪悪な存在。そんな彼らが人間の見た目になろうものなら、自じ分ぶん達たちで喰くい合いを始めるのが道理だ。だが実際のところそうはならず、この村の住人達たちは本能として自覚しているのだと言う。

　自じ分ぶん達たちは魔物でも人間でもない。〝異種ゼノ〟である──と。

　さて、ここで一つクエスチョンだ。

　魔物は人間を食べる。由ゆ々ゆしき事だが、それはこの世界【リヤンオリゾン】じゃあ常識だ。そしてもちろん、人間には人間を食べる習慣はない。例外がないとは言わないが、この際細かい話は抜きにしておく。じゃあ……異種ゼノはどうか。

　自身の見た目が人間になった以上、当然人間を食べる事はない。と言いたいところだが……それは少し違う。彼らは人間を食べないんじゃない。あくまで〝異種ゼノを食べない〟だけ。

　つまり正解はこうだ。進んで人間を食べる事はしないが……〝食べてみたい〟。

　どれ、早速検証してみようか。

「おいファニル、出てきやがれ。そこにいるのはお見通しだ」

　ベッドの上で半身を起こしつつ、俺は虚こ空くうに呼び掛ける。すると名を呼ばれた元・白はく竜りゆうの少女──ファニルが、家の外でガタリと物音を立てた。

　開け放たれた窓の向こう。バツが悪そうな表情を浮かべた彼女は、観念したように姿を現す。

「ちぇ～、バレたか。気配は完璧に消してたつもりだったのになぁ」

「ふふん、俺ごときが気付いちゃって悪かったな。村一番のハンターさん？」

「くっ、やめなさいルシエル。その皮肉はあたしに効くわ」

　窓の桟さんに手を掛け、「よっ」と掛け声をつけて身軽にジャンプするファニル。当然のように部屋に不法侵入してきた彼女は、眉み間けんにシワを寄せて俺に詰め寄ってきた。

「で？　何で何で？　何であんたごときがこのあたしの気配を読めたワケ？」

「チッチッチ、それは違うぞファニル。俺は別に気配なんざ読んじゃいない」

「へっ？　じゃあ、何であたしが外から見てるって気付いたのよ？」

「ヨダレを啜すする音が聞こえたからだよ。ちなみに今も聞こえてるぞ」

「じゅる……ハッ!?　い、いやっ、ここここれは違うのよ!?」

　はい検証終了。御覧の通り、こいつは俺を食いたい欲求丸出しだ。

　ったく。そんな物欲しそうな目で俺を見といて、何がどう違うってんだか。

「なぁファニル……お前そんなに俺が『おいしそう』に見えるのか？」

　人間の、それも王族ともなれば、それ即すなわち高級食材であるという。何を隠そう、今俺の目の前にいるファニルの弁だ。厄やつ介かいな事に、その弁は色濃い信しん憑ぴよう性せいをもって村中に浸透している。

　そして更に厄やつ介かいな事に……俺はその王族だったりする。驚くほどの出来損ないだが、血統だけは間違いなく本物だ。この家の家主であるコルルに忠告を受けて以来、ずっと身分を隠して生活してきた。なのに最近になって、ファニルにまでそれがバレちまったんだ。

　彼女は理性で欲望を抑えてくれているものの、ヨダレは抑えきれていない。『おいしそう』に見えるかだなんて、分かりきった質問だったな……。

「『おいしそう』？　ううん、それはホントに違うから安心して。あんたが『おいしそう』だなんて、あたしそんな事これっぽっちも思ってないから」

「ハイハイだと思った……って、は？　え、思ってないのか？　『おいしそう』だって」

「うん。言っとくけど噓うそじゃないわよ？　ホントホント」

　ば、馬鹿な……予想外の答えが返ってきたぞ。あっけらかんと答える彼女の目は、噓うそをついているようにはとても見えない。いや～驚いたな、こいつはまさかの展開だ。

「俺の思い過ごしだったのか……安心したよ。じゃあ、そのヨダレは一体何なんだ？」

「『絶対おいしい』って確信からくるヨダレね」

「尚なお更さらタチが悪いわ!!」

　何なんだよ！　いつの間にか憶測から確信にまでレベルアップしてるじゃねぇか！　何でそんな恐ろしい確信を抱いてやがるんだ、こいつは！

「だってほら、ちょっと前にほら、あんたの妹……トルチェだっけ？　が、村に襲撃してきたじゃない？　王宮の騎士団引き連れてさ」

「あ、あぁ、一週間くらい前のアレな」

　あの時は大変だったなぁ。もし争いにまで発展してたら、騎士団もこの村も互いに無事じゃ済まなかったはずだ。何とかこっちの目もく論ろ見み通りにいってくれて、本当に良かったよ。

「あの時、あんたの妹を引き下がらせるって名目でレグナがあんたを食べたでしょ？　まぁ、正確には口に含んでただけだったけど」

「そうだな。思い掛けず良識のある行動だった。レグナには本当に感謝してるよ」

「その時口に含んでみて分かったんだって。ルシエルは絶対おいしいって」

「なに余計な事言い触らしてんだあの犬コロ……っ!!」

　良識の欠片かけらも無い真ま似ねしやがって！　俺の感謝を返せ！

「だ・か・ら。本体であるコルルちゃんだって、当然その事は知ってるワケ。あの子には注意しなさいよ？　いい子ぶってるけど、陰じゃあんたの事本気で狙ってるかもしれないし」

「そ、そうなのか……なんか知らず知らずのうちに事態が悪化してたんだな。なぁファニル、もしもの時は相談に乗ってくれるか？」

「もっちろん！　だってあたしは陰じゃなく、正面から堂々と狙ってるしね！」

「すまん、今の話は聞かなかった事にしてくれ」

　駄目だ。こいつに相談なんてしたら、「ならあたしが先に食べる！」なんてアホみたいな事を言い出しかねん。いや、割とマジで。だって目の前でヨダレ垂らしてくるんだぜ？

「はぁ～……お前と二人っきりだと気が休まらねぇよ」

「あら、そう？　ムフッ、あたしが超絶可か愛わいいからって、緊張しちゃってるんだ」

「いやそういう意味じゃねぇから！　…………半分は」

　くそ……冗談でもそんな事言われちゃあ、つい意識しちまうじゃねぇか。

　目の前にいるこのファニル。こいつは俺を見てヨダレなんざ垂らしちゃうような肉食系女子だが、そこだけ頑張って目を瞑つぶれば、実際かなり可か愛わいい。自分で自分を可か愛わいいと言っても許されるレベルだ。

　そりゃあ魔物だった頃の名残で角つのや尻尾が生えちゃいるが、ソコはソレよ。あぁ～とにかくいいボディしてるんだよなぁ、おっぱいも最高！　……ゴホン、失敬。

　いやホント、ファニルだけじゃないんだって。元・ケルベロスな犬いぬ耳みみ少女コルルも、元・サイクロプス（の割に小柄な）少女リュフェも、こんな俺と親しくなってくれた奴やつらはみんな、見た目だけなら満点だ。

　そんなみんなと一緒に過ごす日々。コルルに至っては一つ屋根の下で暮らす仲なわけで、こんなシチュエーションは普通に見れば『おいしい』に決まってる。

　あぁそうだ、おいしいんだ。色んな意味で、俺はおいしい。俺を食べようとしてくる連中が美少女だらけだと言うのなら、いっその事もっとおいしい目を見たって……。

「あのさ……ファニル」

　って……おい。待て、待つんだ俺。俺は一体、これから何を言おうとしてる？

「なに？　ルシエル」

「なんつーかさ……。ちょっとだけ……ペロッとだけでいいなら、さ……」

　お、おいやめろ！　駄目だ駄目だ！　それは絶対に言っちゃ駄目なやつだぞ、ルシエル・Ｆ・ステファノス！　冷静になれ！

　その一線を越えちまったが最後、もう後には引けなくなる！　やめ……っ！

「味見……してみるか？」

　ああぁぁ言っちまったぁぁ！　何やってんだよ俺！　自分からこんな馬鹿げた事を言い出すなんて、自暴自棄もいいとこだ！

　いくら相手が可か愛わいい女の子だからって、本気で味見させるつもりか!?　ペロッとされちまうんだぞ!?　見た目だけは可か愛わいい女の子に、舌先でペロッと！

　……よし、何の問題もないな。

「!?　ま、待ってよ、味見ってそんな……ルシエルってば、気は確かなの!?」

「あぁ、もちろん正気だ。心配いらない」

「え、い、いいの!?　ほ、ホントにホントにいいの!?　男に二言はない!?」

　見開いた目を血走らせて、グッと俺の肩に摑つかみ掛かかってくるファニル。あぁ、二言はないとも。後悔もない。我が胸中にあるのは、下心のみ。

　俺は覚悟を決め、おもむろに左手を差し出す。もしもの時に備え、利きき手てじゃない方だ。

「あぁ噓うそ、ついにこの時が……！　す、するわよ？　ペロッとするわよ!?　しちゃうわよ!?」

　待ってましたと言わんばかりに俺の手を取ったファニルは、興奮気味に念を押す。紅潮した頰、恍こう惚こつとした表情の顔が近付き、指先に熱い吐息が掛かる。俺は思わず目を閉じた。

「ッ……」

　熱い。思った以上にザラッとした感触が、俺の手に絡からみつく。そう、手の平全体にだ。舐なめられるのは指先だけだと思っていたせいもあり、俺はその大胆さに少しばかり驚いた。

「はぁはぁ、こ、これじゃよく分かんないわね。もっと……もっと……っ！」

　いや、やる前から酷ひどく興奮してたのは分かるんだけどね？　でもちょっとがっつき過ぎと言うか、色気がないと言うか……いや、全然、文句とかではないんだけど。

　う～ん……それにしても豪快な舌遣いだ。これ、本当にファニルなのか？

　ひと舐なめテイスティングされるたびに、腕ごと持っていかれそうな力強さを感じる。何と言うか……まるでドラゴンみたいな巨大な生き物に舐なめられているような……。

「って、マジでドラゴンじゃねーかっっ!!」

　気になって目を開くと、俺の手を舐なめまわしていたのはファニルではなく、巨大なドラゴンヘッドだった。これはそう、ファニルお得意のオリジンフォームである。

「こらファニルッ！　お前そうじゃないだろ！　期待してたのと盛大に違うっ！」

「？　味見は味見じゃない。何がどう違うの？」

「いやその、できれば上のお口で……、……何でもないです」

　これ以上くだらないお願いをする勇気は、残念ながら俺にはありませんでした。

「ね、ねぇルシエル？　何か手だけじゃよく分かんなかったからぁ、もうちょこ～っとだけ上の方まで味見したいんだけどぉ……ダメ？」

「駄目」

　俺にはなかった勇気を振り絞って、最悪なお願いをしてくるファニルさん。そんな風に科しなを作ったって、駄目なものは駄目だ。

「ええ～っ、お願いお願い！　甘あま嚙がみしかしないからぁ！」

「せめて『嚙かまないからぁ』と言えるようになってから出直してこい！　いやいい！　むしろ俺が出ていく！　期待に応えてくれる気がないなら、お前との問答はこれまでだ！」

　俺は壁に掛けておいた上着を羽織ると、足早に部屋を出る。

「ありゃ、怒らせちゃった。折角のチャンスだったのになー……ま、いいわ。あんたが村に残ると決めた以上、チャンスならこれからいくらでも作れるし。あたしも狩りしてこよーっと」

　そんなチャンス、そうそうないと思え。と言おうと思って振り向いたら、ファニルの姿は既になかった。速はえぇ……これは確かに、チャンスなんていくらでも作られちゃうかも。

「ええい、怖い想像はやめやめ！　俺は……そうだな、コルルの様子でも見に行ってみるか」

　余計な事を言い触らしてくれたレグナにも、お灸きゆうを据えてやりたいしな。

　俺は行き先を村の東門に定めると、そこで門番をしているコルルのもとへ向かうのだった。







　コルルの家から東門までは、そう遠くない。なので道中何か事件があるはずもなく、無事に目的地へと到着した。

「おーい、コルルー」

　高い物もの見み櫓やぐらの上にコルルの姿を見つけた俺は、下から呼び掛けて手を振った。

　するとコルルはピクリと犬いぬ耳みみを動かし、すぐに声の主を見つける。そしてそのまま躊躇ためらいもせず、櫓やぐらの上から飛び降りた。

「ルシエル様っ！　私に何か御用ですかっ!?」

　華麗なる着地＆ダッシュ。持ち前の凄すさまじい身体能力を見せつけつつ、俺のすぐ隣まで駆け寄ってくるコルル。押し倒されそうなほどの勢いに仰のけ反ぞりながらも、俺は答えた。

「いや、暇潰しに来ただけだよ。だからわざわざ降りてこなくても良かったのに」

「たとえ暇潰しでも、来て下さって私は嬉うれしいです！　ルシエル様に櫓やぐらを登らせるくらいなら、私が降りますとも！」

「気を遣わせちゃって悪いな。けど、降りたら見張りが疎おろそかになるんじゃないか？」

「大丈夫です、村には例の結界がありますからね。近付いてくるのは大抵、ルシエル様みたいなザコばっかりで……あっ、いえっ、そうじゃなくて、つまりそのっ！」

「気を遣わせちゃって悪いな……」

　ほんと、呆あきれるほどのザコで申し訳ない。

「とはいえ、だ。魔王クラスのバケモノになると、普通に結界をスルーしてくるだろ？　そうやって油断してると、前の時みたいな困った事になるぞ～？」

「あははっ！　それはそうですけど、でももう魔王さんは村に住み着いてますし。そうなると後はもう、警戒すべきは聖王様か、次期聖王様候補であるルシエル様の妹さんくらいですかね」

「まぁ、言われてみれば確かにそうか。けどトルチェのヤツは前に追い返したし……となるとぶっちゃけ、この村はもう安泰な訳だ。何なら、門番なんて廃業でいいんじゃないのか？」

《えぇ、わたくしも同意見ですね。ですが……それにはまだ早いようです》

　コルルと二人、和やかに談笑していたところに突如として第三者の声が響く。コルルの右耳から聞こえてくるこの声は──レグナか。

「おうおうレグナさんよ、お前には色々と言いたい事があるが、何が早いって？」

《門番廃業が、ですよ。今すぐ見て下さい、森の方角。とてつもない人物が急接近してきます》

　相変わらずの事務的な声で言われて、俺とコルルは森の方に振り向く。

　そこで俺おれ達たちが見たものは………。

「ヒェッ!?　なっ、なっ……!?　大変ですっ！　全裸の女の子が全力疾走してきますよ!?」

「!!　…………あぁ…………。本当に大変な……変態だな」

　あぁくそ、マジかよ……夢なら早く覚めてくれ。というか、お願いだから夢であってほしい。この際、悪夢でも構わないから。

　だってそうだろ？　あいつは……あいつはどこからどう見たってさ……。

「やった！　やりましたわっ！　またこの村に辿たどり着つく事ができましたわぁっ！　って、お、お兄様がなぜ門の前にっ!?　み、見ないで下さいませっ！」

「……トルチェ……。何やってんだよ、お前……」
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　ひと月ほど前。パンイチで村に迷い込んだ王子、この俺ルシエル。

　そして今日。全裸で村に駆け込んできたその妹、トルチェ。

　──聞いた事がある。

　市し井せいの人ひと達たちの間で、その人気を専らにする名戯曲家〝ペケーニャ・チャルカ〟氏は、自身の作劇法について次のように語った。

『開幕、白昼の王都を全裸の女が走っている』。

　のっけから、それくらいのインパクトでもってオーディエンスのハートをキャッチすべしとの事だが……つまりコレは、アレだ。

　もし俺の人生が誰かの書いた戯曲であるなら……この冒頭は衝撃的すぎだろ。
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「さて……そんじゃあそろそろ話を聞かせてもらうとしようか。なぁトルチェ？」

　突如『モンスティエラ』に飛び込んできた全裸の変質者、トルチェ・Ｆ・ステファノス。

　色んな意味で捨て置けない状態の彼女をコルルの家に連行した俺おれ達たちは、当然ながらまず服を貸し与えた。でなけりゃまともに話もできやしないからな。

　そして無事に着替えが済んだ以上、俺は兄として彼女に問わねばならない。

「まず質問その一。お前…………何で素すっ裸ぱだかだったんだ？」

　ホントこれ。理由があるならぜひとも聞かせてほしい。兄として以前に、人として。

「あらお兄様。お言葉ですが最初の質問がそれでよろしいのですか？　こういう場合ですと、〝何をしに来た〟と尋ねるのがセオリーなのでは？」

「いや俺だってそう尋ねたかったよ！」

　でも全裸だったでしょアナタ！　そしたらまずそっちを尋ねたくなるでしょ！

「うーん……ルシエル様が村に来た時といい、今回の事といい……あっ！　私分かっちゃいました！」

　突然パンと手を打って、驚きよう愕がくの事実に辿たどり着ついた事を訴えるコルル。あちゃ～、分かっちゃったか。

「おいコルル。それ絶対違うから、黙っとけよ？」

「えぇっ!?　人間の王族の間では、全裸ないしそれに近い状態で村を訪問するのが今のトレンドなんじゃないんですか!?」

「だと思ったから黙っとけって言ったのに！」

　古今東西どこ見回したってそんなトレンドねぇよ！　人間の王族舐なめすぎだろ！

「えー、これがトレンドじゃないとなると……お二人は特に事情もなく裸でここに駆け込んできたって言うんですか？　やっぱり」

「待て待て待て！　やっぱりって何だよ？　トルチェはともかく、俺が半裸でこの村に来た事情は前に話しただろコルル！」

「え？　そ、そうだったっけレグナ」

《覚えていないのですか？　確か……魔王城から逃げ出すために、そうせざるを得なかったと。生き残るための致し方ない犠牲です》

　すっかり事情を忘れていたらしいコルルの質問に、レグナが手短に答えてくれる。おいおい、コルルの中では俺ってば、〝事情もなく裸で走り回る変態〟という認識だったのかよ。

　悲しすぎる誤解だが、でもむしろこの場で誤解が解けて良かった。コルルは慌てた様子で俺に向き直ると、ペコペコと何度も頭を下げて謝ってきた。

「す、すみませんルシエル様っ、私ったら変な勘違いをしてて……！」

「いや、いいんだ。分かってもらえればそれで」

「あ、ありがとうございます！　今度時間がある時に、村のみんなの誤解も解いておきますね」

　んん？　その言い方だと、アナタの妙な誤解が既に村中に広まっている事になる気がするんだけど……いや、きっと俺の考えすぎだよな。

　それよりも、今はトルチェの事だ。

「あのなトルチェ。あの場に俺がいたからいいものの、あんな痴ち女じよまがい……というか痴ち女じよそのものでしかない行為を披露されたら、普通は考えるまでもなく門前払いだぞ？　そんな事まではお兄ちゃんも流石さすがに教えなかったけど、それくらい教わらなくても分かるよな？」

「も、もちろん分かっておりますわ。あまりトルチェを子供扱いしないで下さいませ」

「おっと、悪い悪い。つい昔のままの感覚で見ちまってさ。確かにさっき見た感じからして、昔に比べると色々発育が良く」

「そこまでですわお兄様。それ以上思い返すと、目と喉のどを潰つぶした上で記憶が消えるまでブン殴りますわよ？」

「それは殺害予告と受け取ってオーケー？」

　うん、聞くまでもなく視線が肯定してきてる。妹の成長は、ひっそり心の中に留とどめておく事にしよう。

　と、俺が心のアルバムにしかと先の映像を焼き付けていると、まだトルチェに対して微妙に警戒心を残している様子のコルルがおずおずと踏み出し、一言。

「えっと、トルチェさん。服、きつくないですか？　その服、私が去年まで着てたお古なのでサイズが合うかどうか……」

　ちなみにトルチェが今着ているのは、ミントグリーンを基調とした涼やかな衣装。コルルのお古という事だが、コルルの今の衣装とは大分雰囲気が違う。

　ここ一年で趣味が変わったのか、それとも落ち着いた大人っぽさを意識するようになったのか。何にせよ、一度こっちの服を着ているコルルも見てみたいと思った。

「あぁ、確かコルルさん……でしたかしら。気にして下さりありがとうございますわ、ですが問題ありません。むしろほぼピッタリで、逆に驚いておりますの」

　ほう？　去年のコルルのスタイルは、丁度あのくらいな感じだったと。これもひっそり心の中に留とどめておく事にしよう。

「コホン。少々話が逸それてしまいましたが……最初の問いにお答えするといたしましょう」

　小さく咳せき払ばらいをしつつ、トルチェは目を閉じ胸を反らす。そして右手を胸の位置に添えるとともに、若じやつ干かんのドヤ顔がおを浮かべて言い放った。

「このトルチェが人としての尊厳を捨て、一いつ糸し纏まとわぬ全裸でいた理由……それはひとえに、もう一度この村に辿たどり着つきたかったからに他なりません」

　何だかんだ言ってはぐらかしてくるかと思いきや、存外素直に答えるトルチェ。とはいえ、納得するには今一つ説明が足りない。

「村に辿たどり着つくのに、どうして全裸になる必要があるんだよ？」

　まさかトルチェが俺のように、逃げ足を高めるために服を脱ぎ捨てたとは思えない。追いすがる魔物は指先一つで蹴け散ちらす。その実力が、トルチェには充分備わってるんだから。

「ん～、それはきっとアレじゃないですかね？　お兄さんであるルシエル様が、パンツ一枚で村にやって来たのを見習ったとか」

「いやコルル、その情報はトルチェには話してない。仮に話してたとして、見習う奴やつがいると思うか？」

　いつも通りの斜め上発言は流石さすがだと思うが、もう少し考えてから口を開こうなコルル。そして俺の黒歴史に軽々しく触れるのもＮＧだ。もう忘れたいんだよ、それは。

「まぁ、さすがはお兄様です！　この村の結界を欺あざむくのに、パンツ一枚にならなければいけないほどの強さをお持ちだなんて……やはりトルチェの目に狂いはありませんでしたわ！」

　恥ずかしい過去を思い出して項垂うなだれる俺をよそに、何な故ぜか目を輝かせて喜ぶトルチェ。

「結界を欺あざむく？　そのためにパンツ一枚？　意味が分からん。パンイチになるのは強い事なのか？　メンタル的な意味で？」

「謙けん遜そんは結構。トルチェも存じ上げておりますわ。この村には侵入者対策の結界が張られていて、村の危険となる者を遠ざける。そうでしたわよね？　コルル様」

「はっ、はい！　逆に規格外の強さがあれば結界を無視する事もできますが、大体はトルチェさんの仰おつしやる通りです」

「へぇ、なるほど……。誰にとっても危険でしかない魔王がこの村にいたのは、そういうカラクリでしたのね。となると、今のトルチェにはまだ魔王ほどの実力はないという事……」

「？　そりゃどういう意味だ？」

「簡単な事ですわ、お兄様。ですがその説明の前に、一つ話しておかなければいけない事がございますの。実はトルチェは結界の事だけでなく、この『モンスティエラ』が〝移動式〟の村である事も存じております。以前この村に迷い込んだという、行商団からお聞きしまして」

　行商団？　あぁ、前にこの村に迷い込んできて、出来心でファニルのお宝を盗もうとしたあのおっさん達たちか。

　あれからしっかり改心したみたいだけど、そのせいで逆にトルチェの怒りを買う流れになって、一時は投獄までされたって話だったが……あのおっさん達たち、今もどこかで元気にやってるのかね。

　っと、思わず感慨深くなっちまった。今はトルチェの話を聞かないと。

「何らかの力によって常に移動し続ける、不思議な村。でもその移動ルートには、一つの規則性がある……。確か、空にある月が大きく関係しているのだとか」

「あ、あぁ。月の満ち欠けに応じて、聖王と魔王の城の間を交互に行き来する……ってお前、そんな事まで知ってるのか？」

「えぇ。〝例の手紙〟に、そう書かれておりましたので」

「！　それって……まさか！」

「ふふっ、そのまさかですわ。現聖王──お父様に宛てられたお手紙です」

　くっ、やっぱりそれか！　マズイ……まさかトルチェ本人に読まれちまうなんて。

　いや、今までのトルチェの反応からして、読まれていなければおかしい点はいくつもあった。そもそもアレを読んでなければ、俺が今もこうして生きているのを目にした時点で驚いた顔をしたはずだし。

　くそっ、俺の馬鹿野郎！　どうしてこうなる事を予想できなかったんだ……！

　──およそ一週間前の事だ。

　魔王討伐の旅？　に送り出したはいいものの、一向に城へ戻らない俺の居場所を突き止めたトルチェは、この村の住人が悪であるという前提のもとに騎士団を率いて村にやって来た。

　結果トルチェが抱いていた誤解は完全には解けなかったが、俺おれ達たちは誤解を解く以外の方法を用いて、どうにか彼女を退けた。

　だけど……その作戦には一つの大きな問題があったんだ。

　作戦の性質上、俺はコルル、もといレグナに喰くわれる形となった。つまりトルチェからすれば、俺は死んだ事になった訳だ。何度思い返しても無茶苦茶な作戦だったと、自分でも思う。

　とにもかくにも、問題なのはここから先。その作戦の過程で俺への愛を失ったトルチェならまだしも、城へ帰還した彼女の口から俺が死んだという報告を受けた時、聖王──俺の親おや父じはさて、一体どんな反応をするのか。

　俺は出来の悪い息子だったから、最悪なんとも思われないかもしれない。でももしそうじゃなかったら？　きっと親おや父じは弔とむらい合がつ戦せんと称して、この村に乗り込んでくるだろう。それはそれで気持ちとしては嬉うれしいが、そうなったらトルチェを退けた意味がなくなる。

　だから俺はトルチェを退けたその直後に、一枚の手紙を書いた。宛先は、もちろん親おや父じ。

　以下、原文ママ。




〝拝啓

　麗うららかな日和が続き、花々も色づき始める今日この頃、御お父ちち上うえ様にはますますご清せい栄えいの事とお喜び申し上げます。

　さて、この度はクソ妹様に一服盛られて魔王に拉ら致ちられ、城にも帰れずご心配をお掛け致しまして誠に申し訳ございません。

　加えて、クソ妹様からは俺が死んだとの報告が上がってくるでしょうが、大丈夫。俺は元気です。故ゆえあって死んだフリをしただけですので、ご心配なさらず。

　無事なのに帰らないのにはもちろん理由がございまして、俺は今、立ち入った魔物が人じん化かするという不思議な村にいます。『モンスティエラ』と呼ばれる村です。俺はこの村の謎を独自に調査すべく、しばらく滞在するつもりです。

　また特記すべき事項として、この村は常に移動しております。月の満ち欠けに応じて聖王城と魔王城との間を行き来しているため、この機を逃せば城に戻れるのは最短でも次の満月になるでしょう。もしその時になって何の便りもないなら、ちょっと救助が必要な事態に陥っているかもしれませんので何なに卒とぞよろしくお願い致します。

　なお……どうかクソ妹様には俺が生きている事を伏せておいて頂ければ幸いです。俺が本当は生きているとあいつが知ったら、何をしでかすか分かりません。あのクソ妹様には、死んでいると思われていた方が百億倍マシです。

　末筆ながら、ステファノス家の益ます々ますのご発展とご健勝を心よりお祈り申し上げます。


敬　具〟　






　──確かこんな内容だった気がする。

　家族に宛てる割にはちょっと硬い文面だったかなと今は反省しているが、真しんに反省すべき点はそこじゃない。

　俺……『クソ妹様』って、何回書いた？

「〝四回〟。……これがなんの回数かお分かりいただけまして？　お兄様」

「えっとぉ……俺がトルチェ様に『[image: ]ＤＯＧＥＺＡ[image: ]』して謝罪する回数でしょうか？」

「あら、ストレートに答えて下さって結構ですのに。書中に『クソ妹様』と認めた数だと。ですがご安心下さいませ。このクソ妹様は、悪口の回数なんて一切気にいたしません」

　あぁ……何な故ぜだろう。すっごく優しい声だ。セリフにも温情が滲にじみ出でてるし、浮かべた笑顔も柔和そのもの。

　なのに、コルルが何かを察して凄すさまじい勢いで家を飛び出していったのは何な故ぜだろう。野生の勘か何かだろうか。

　うん、多分それが正解。俺だってそうしたい。

「お、怒ってない、のか？　ははっ、そ、そりゃ良かった。流石さすがに四回も書いたのは自分でもどうかと思うけど……その、ごめんな？」

「いえいえお気になさらず。あのような悪口、一度でも書けば後は何度書かれようと同じ事ですもの」

　か、回数は気にしないって、そういう意味でございますか！

「待って、違う！　誤解なんです！　実はあの手紙にはこっそり文字数制限があって、本当は『世界で一番クソ可か愛わいい我が麗うるわしの妹様』と書きたかったのに、泣く泣く省略する羽目になった結果でして！　悪意はないんです！」

「まあ！　そうでしたの？　トルチェはてっきり、『妹をクソ呼ばわりするようなクソ野郎は、そう発言した数だけ殺されても文句は言いません妹様』の略かと思ってましたのに、勘違いでしたのね」

　いや……それで概おおむね合ってるような……罪悪感的な意味で。

「あぁっ、この解釈がトルチェの勘違いだったと知れただけでも、こんな得体の知れない村にもう一度足を踏み入れた甲か斐いがありましたわ」

「そ、そうだな、勘違いがきちんと正されて、俺も嬉うれしいよ。で……今回のお前の目的は、俺を殺しに来たって事でオーケー？」

「残念、半分不正解ですわ」

　あぁ、ホントに残念だよ、半分も当たりで。

　じゃあ、残りの半分は一体何なのか。俺は肩を落として溜ため息いきをつくと、視線で先を促す。するとトルチェはその意味を汲くみ取とって、話の続きを切り出した。

「お兄様が、実は今も生きている。しかもこのトルチェの目を欺あざむいて。……素晴らしいですわ！　実に素晴らしい！　危うくこの愛を冷めさせてしまうところでした！　ですがあの醜態が計算尽くであったというなら話は別！　……というのは建前で、実は全てお見通しだった訳ですが」

「？　何だよゴニョゴニョと。最後の方なんて言った？」

「いえいえ、こちらの話です。さておき……狙って幻滅させるというその手腕、機転、そして自己犠牲精神……感心こそすれ、幻滅なんてあり得ません。故ゆえに、トルチェのお兄様への愛は以前にも増して燃え上がったのですわ！」

　そこで一旦言葉を止め、自分の体を強く抱きしめるトルチェ。あぁ、ここまで聞けばもう分かる。この先に待っているのは、きっと俺が最も望まなかった言葉だ。

「この狂おしいほどの愛を抑えきれなくなったトルチェは、この先自分がどうすればいいかを必死に考えました……。そして辿たどり着ついたのは、考えるまでもなかったという事実！」

　そう声こわ高だかに叫んだトルチェは、両腕を大きく広げて鼻息荒く俺に近付いてくる。その勢いに押され、近付かれた分だけ後ろに下がる俺だったが、当然限度がある訳で。

　やがて俺は壁かべ際ぎわまで追いやられ、頭と背中が壁にぶつかる。あとは右か左に逃げるしかない、そう思った瞬間、トルチェは広げた両手を壁にドンと押し付けた。

　そうして完全に俺の退路を封じたトルチェは、告げる。

「答えはこんなにもシンプルでした。会いに行けばいい。……愛だけに」

　直後──俺おれ達たちの間には一陣の風が吹いた。

　ふーん……何でも完璧なトルチェでも、ギャグの冴さえはイマイチだったりするんだな……。

「答えはこんなにもシンプルでした。会いに行けばいい。それだけだと」

「いや、何食わぬ顔でテイクツーをやられましても」

「い、いいから今の事は綺き麗れいさっぱり忘れて下さいましっ！」

　と、いつも超然とした態度のトルチェが珍しく取り乱したその時、家の外に退避していたコルルが興奮気味に戻ってくる。

「なるほどっ！　今のは〝会い〟と〝愛〟を掛けたギャグだったんですねっ！　意味が分かるととっても面白いです！」

「時間差で意味を理解した挙句に解説しないで下さいな！　しかも絶対不発だったギャグを褒められても！　やめてっ！　そんな純粋な目を向けないで下さいましっ！」

　おおう、あのトルチェがタジタジだ……。コルルの奴やつ、案外やるな。

　もしかしたらこの純粋さは、いいトルチェキラーになるかもしれない。そう思って密ひそかにニヤついていると、トルチェはパンパンと手を叩たたいて言った。

「と、とにかく、トルチェが再びこの村を訪れた理由はそんなところですわ。結局お答えする順序が逆になってしまいましたが、やはりセオリー通りの方が理解しやすいでしょう？」

「そうだな。お前が全裸で来さえしなければ、むしろここで話は終わりだっただろうさ。……で？　セオリー通りの話も済んだ事だし、全裸だった理由についての話に戻ろうか」

　確か、この『モンスティエラ』に辿たどり着つくための手段だった、的な感じの事を言ってたよな。

「先日このトルチェが騎士団──つまり大きな武力をもって村に辿たどり着つけたのは、実はちょっとした裏技を使ったからですの。ですが今回はその裏技には頼れませんでしたので、自力で村に辿たどり着つく必要がありました」

「へぇ～！　裏技って、どんなですか？」

「内緒ですわ。あるお方の沽こ券けんに関わる事ですので、ステファノス家の人間としてはお答えいたしかねます」

「そ、そうですかぁ。気になりますけど、それじゃ仕方ないですね」

「おいコルル、何でそこで俺を見る？」

　確かに俺はステファノス家の人間だけど、真っ先に疑うなんてあんまりじゃないか。

　しかし……あるお方って、誰だ？　ステファノス家としては答えられないって事は、ウチに縁のある誰かって事になると思うけど……。ま、考えても分かる訳ないよな。

「この村が移動式である事、そして聖王城と魔王城の間を行き来している村だという事は、お兄様のお手紙で知りました。ですので、今は大体どの方角に村があるのかまではトルチェにも把握できていたのです。が……ここで問題となったのが、村の結界でしたの」

《なるほど。ようやく話が見えました》

「えっ!?　レグナ、もう何か分かったの!?」

《はい》

　首だけしかないレグナは、頷うなずく代わりにパチリと両目を閉じてみせる。ほほぅ、この時点で察しが付くなんて、口調通り利口じゃないか。その利口さ、本体にもぜひ分けてやってもらいたい。そしてできれば、俺にも少し。

《つまりはこういう事でしょう。トルチェ様は、村のおおよその位置を把握していたため村の傍そばまでは辿たどり着つけた。しかし結界に阻はばまれ、それ以上近付く事ができなかった。そしてかつての魔王のように、力任せに突破する事も叶かなわなかった……ですね？》

「あら、賢いワンちゃんですわね。仰おつしやる通り、トルチェは村を囲う迷いの森までは辿たどり着つく事ができましたの。ですが今のトルチェでは、たとえフル装備の状態であってもこの村の結界を破る事はできませんでした」

《結界を抜けるのに必要なのは、圧倒的な強さか、村の害と見み做なされないだけの弱さ。強さで突破できなかった以上、トルチェ様に残された道はただ一つ。即すなわち──弱くなる事》

　そこまで言われた時、俺も遅ればせながら話を察した。コルルも同じタイミングで察したらしく声を上げて手を打ち、それを見たトルチェも含めて全員が大きく頷うなずいた。

「トルチェは迷いの森をひた走りながら、剣を捨て、装飾品を捨て、ドレスを捨て……これでもかと弱くなってみせたのです。ですが一向に森の結界を抜けられず、やがて下着まで捨て去った時……ようやく……ようやく……うぅっ、う……」

「トルチェさん、もういいです！　それ以上はもういいですから！」

　泣き崩れるトルチェの肩を抱き、必死に落ち着かせようとするコルル。

　いや～……しょうもない理由だったら笑い飛ばしてやろうと思ってたのに、しょうもなさすぎてどうリアクションしていいか逆に悩むわ～。

　少なくとも、俺はパンツまで脱がずとも充分弱いと村の結界に判断された訳だ。俺の事だから恐らくフル装備でも余裕でパスできそうではあるけど、それを喜んでいいのやら。

「まぁ何だ。最終的にはこうして辿たどり着つけたんだ、脱ぎ損じゃなくて良かったと思えばまだマシだろ。……ってな訳で、こうして俺の無事を直じかに確認できた事だし、もう帰るんだよな？」

「はぁ？」

　あれ？　きっとそうだろうと思って言ってみたら、トルチェから凄すごい目で睨にらまれたぞ。ヤバイと思ったのも束つかの間ま、トルチェはコルルに抱きつかれたまま呆あきれた声で答えた。

「折角苦労してやって来たのに、トンボ帰りするなんてあり得ませんわ。お兄様がこの村で本当に安心して過ごせるかどうかの検証も含めて、しばらくは滞在させていただくつもりです」

「な、何だって……!?」

　おいおい、そりゃないぜ！　折角クソ妹、もとい、世界で一番クソ可か愛わいい我が麗うるわしの妹様から離れて暮らせると思ってたのに！

　くそ、このままじゃ全てが台無しだ。どうにかしてここが絶対安心村だという事をいち早く伝えなければ……！

「頼むコルル、証明してくれ。お前ら異種ゼノは確かに元・魔物かもしれないが、どっちかというと人間の味方だ、そうだろ？」

「あっ、はい、もちろんです！　じゅるっ……」

「ってなにヨダレ垂らしてんのっ!?」

　俺の方に振り向いたコルルの口元は、なんとヨダレでびっしょり。これには俺だけでなく、彼女に抱きつかれていたトルチェもビックリだ。

「ひぃっ、バッチイ！　コ、コルル様っ、このヨダレは何ですの!?」

「す、すみません……やっぱり人間の王族って、美お味いしそうな匂いがするなぁって……」

　この瞬間、ここ『モンスティエラ』がトルチェにとって絶対安心できない村である事が確定した。……俺にとっても、か？

「いやっ、待ってくれトルチェ！　実はこういうやり取りは、俺が迷い込んだその日からずっと続いてるんだ！　でも俺はこうして無事だろ？　これは彼女なりの愛情表現なんだよ」

「ですです！　料理は愛情って、ルシエル様も常々言ってますし！」

「へぇ……それはつまり、我々人間はコルル様にとって料理に等しいと？」

「そ、そんなつもりで言ったんじゃないですけど、でもそういう事なのかも……？」

「そこで納得しちゃうのかよ」

　もうちょっと自分の意思を強く持とう、コルル。

「コルル様……貴女あなたが度を越して正直者だという事は、トルチェもよく理解いたしました。ですが、それはそれ。やはりここにお兄様を一人置いておくのは、あまりに危険ですわ」

　はぁ……やっぱりそう判断するよなぁ。

　この村に残る以上、いつか喰くわれてしまうかもという可能性は正直ゼロとは言い切れない。とはいえ、少なくともトルチェの魔の手からは逃れられる。そう思っていた矢先にこれじゃあ、夢も希望もありゃしない。

　せめてもの抵抗としてこれ見よがしに項垂うなだれてみるも、トルチェは全く意に介していないご様子。涼しい顔で顎あごに指を添えると、彼女は今後の予定を何の気なしに呟つぶやいた。

「そうですわね。まずはこの村の魔物モドキが、人間をエサと認識しなくなるまで徹底的に調教する事にいたしましょう。それと並行して、お兄様には魔物モドキを凌りよう駕ができるだけの力を身に付けていただきます。腕立て、腹筋、背筋を、それぞれ一万回からスタートで」

「任せろ。一年もあれば余裕でこなせるメニューだ」

「何を言ってますの？　これは十分以内にこなすメニューですわよ」

「いやそれハチドリが羽ばたくスピードでやらなきゃ無理だから！」

　ほら見ろ、これがトルチェだ。無茶振りのレベルが異次元まで振り切れてやがるんだよ。

「な、なぁトルチェ。特訓は追い追いやるとしてさ、その前に決めておくべき事があるんじゃないか？」

「決めておくべき事？　それは何ですの？」

　よし、いい話題転換だルシエル。見事に食いついてくれたぞ。

　俺はこのチャンスを活いかすべく、続く一手を頭の中で吟味する。その間、僅わずか一秒。

　僅わずか一秒で俺は気付いたのだ。そんな都合よくいいアイディアが出てくる訳がないと。

「えーっと……村に滞在するならさ。ほら、ホームステイ先を確保しないと。だろ？」

　くそう、こんな言葉しか出てこないなんて苦し紛れもいいとこだ。これじゃいくらでも反論できちまう。案の定、トルチェは肩を竦すくませて溜ため息いきをつく。

「何を言い出すかと思えば……そんなもの、お兄様と同じところに決まっているではありませんの」

「えっ？　という事は……ウチですか？」

「あらコルル様、そうなのですか？　それでしたらご面倒をお掛けしますが、トルチェもご厄やつ介かいになりますわ」

「そ、それはダメです!!」

「「なっ……」」

　コルルの口から言い放たれる、きっぱりとした拒絶の言葉。これにはトルチェだけでなく、俺も驚かずにはいられなかった。

　コルルは優しく、思いやりがあり、素直で正義感も強い。ちょっと天然でルーズなところもあるけど、それでも来るもの拒まずというか……そんな包容力を持った女の子だと、俺は勝手に思っていた。多分、まともに話したのは今日が初めてであるトルチェも同じように感じていたはずだ。

　そんな彼女がここまで強く拒絶するなんて……これはある意味、村に来て一番の衝撃かもしれない。

「ど、どうして？　お兄様は良くて、どうしてトルチェは駄目なんですの？　謝礼であれば、後日お城から望むだけ差し上げますわよ？」

「そういう問題じゃありません。ダメったらダメなんです」

「そ、そんな……。ト、トルチェはそこまで嫌われるような事を言ってしまいまして？」

　いや、バッチリ言っただろう。魔物モドキは調教するとかなんとか。でもまぁ、トルチェもそれなりにショックを受けてるみたいだし、声に出しては突っ込むまい。

「違います。トルチェさんが嫌いになったから言ってる訳じゃありません。それでも……絶対にダメなんです」

「コルル……。だったら何がそんなに駄目なのか、理由を聞かせてもらえるか？」

　とか言いつつ、駄目なら駄目で好都合なんだ。これは願ったり叶かなったりな展開だ。けど、俺としても理由だけは聞いておきたい。

　尋ねられたコルルはペタリと犬いぬ耳みみを垂れ、辛つらそうに顔をしかめながらも正直に答えた。

「だって……人間の王族を二人も一緒に泊めたりしたら、食べたい気持ちが抑えきれなくなるかもしれないじゃないですか！」

「どうせそんなこったろーと思ったよコンチクショウ！」

　ほら見ろ、これがコルルだ。食欲のレベルが異次元まで振り切れてやがるんだよ。

「ふ、ふふ……そういう事ですの。思った以上にユーモラスな子みたいで、逆に気に入りましたわ……」

　口元に半笑いを浮かべつつ、眉み間けんを押さえて呟つぶやくトルチェ。こいつがここまで翻ほん弄ろうされるのも珍しいが、残念ながらこの村でユーモラスなのはコルルだけじゃないんだよな。

　ひょっとしたら他の住人達たちのペースに耐え切れなくなって、そのうち勝手に村を出て行ってくれるかもしれない。あぁ、ちなみに俺なら大丈夫だ。『無才の王子』のメンタルを舐なめないでいただきたい。

　と、淡い期待を未来に抱くのもいいが、まずは目先の問題だ。

　コルルがトルチェの宿泊を拒否ったとなると、本気で宿泊先を考える必要がある。さて、どうしたものか……と思案し掛けた、まさにその時だった。

「姉さん！　いつまで櫓やぐらを無人にしておくつもりだよ！　しばらく戻らないならそう言ってくれって、いつも言ってるだろ！」

　入り口の扉を蹴破る勢いで家に飛び込んできて、コルルを[image: ]しかりつける男の子。

　ややボサついた濃い紫の髪に、コルルと同じ琥こ珀はく色の瞳。同じというなら、犬いぬ耳みみや尻尾もだ。でも何より目を引いたのは、右側頭部に付けた犬の顔を模もしたお面だろう。デザイン的にはレグナやエルバイドのように、かなりファンシーにデフォルメされている。

「ひぇぇっ!?　ご、ごめんオルドス、すぐ戻るから……」

　コルルがオルドスと呼んだ事で、俺は彼の正体にピンときた。間違いない、彼こそこれまで何度か名前が挙がっていた、コルルの弟さん──オルドス君だ。

「あ、来客中……お見苦しいところをお見せしてしまいすみませんでした。姉はこれでも仕事中の身でしたので、つい」

「いや、いいんだ。それよりあんまりお姉さんを怒らないであげてくれると助かるよ。俺おれ達たちが引き留めちゃってたせいだからさ」

「そうなんですか？　それならまぁ……って、あなたはひょっとして、ルシエルさんですか？」

「ん？　あ、コルルから話聞いてる？　そうそう俺がルシエル。初めまして」

「事情もなく裸で走り回る変態って噂うわさの？」

「だとしたら人違いです」

　コルルめ、後で覚えてろよ。

「姉さん、まだ話続きそうなの？　立て込んでるならまたオレが代わりに番するけど」

　姉の状況を察してか、穏やかな口調に戻って提案を持ち掛けるオルドス君。俺おれ達たちにも丁寧に接してくれるし、かなり良識のある人物とみた。

　こんな事を言うのも何だが、この村では結構貴重なタイプだ。ぜひ誤解を解いて友達になりたいと思った。

「え～っとぉ……話はまだ続くような、もうすぐ終わるような……。あのね、ここにいるトルチェさんの居い候そうろう先さきを探してて」

「……。人間？」

　コルルに言われて、オルドス君は若じやつ干かん警戒した面持ちでトルチェを見る。トルチェは一歩前に歩み出ると、スカートの裾を摘んで恭うやうやしくお辞儀をした。

「初めまして。トルチェ・Ｆ・ステファノスと申します。オルドス様、どうぞ良よしなに」

「わぁ、凄すごく気品のある方ですね。ははっ、まさか王族だなんて事は……」

「ご名と、うっ!?　な、何をなさいますのお二人とも！　痛いではありませんの！」

　俺とコルルに両腕を引っ張られ、悲鳴を上げるトルチェ。ちょっと痛いくらい我慢しろ。こちとら今後を大きく左右する過あやまちから身を守ってやったんだ。

　コルルはバランスを崩したテイでトルチェに密着すると、小声で耳打ちする。

「トルチェさん、この村で王族と名乗るのは危険です」

「何な故ぜですの？」

「食べたくなっちゃうからです」

「……なるほど。それでさっきもあんなにヨダレを……」

　かなり端折はしよった説明だったが、事前にコルルの態度を目まの当あたりにしていたせいか瞬時に理解を示すトルチェ。良くも悪くも話が早くて助かるぜ。

「オルドス。この人はルシエル様の妹さんなの。お兄さんに会いたい一心で、この村まで遥はる々ばるやって来たんだよ」

「へぇ～、よく辿たどり着つけましたね。この村、何でか動き回ってるのに」

「そこは愛のなせる業わざですわ。運命の糸は、どんな障害にも屈せず二人を引き寄せるのです」

「兄きよう妹だいで仲がいいんですね。オレ達たちも見習いたいです。ねぇ姉さん」

「私わたし達たちだって仲良しだよ。オルドスがもっと優しければ」

「優しくしたら姉さんが怠けるからだろ！　全く、一言多いんだから姉さんは……」

　オルドス君はそんな事を言ってるけど、俺にはコルル達たち姉弟は充分仲良しに見える。というか、キミらの方が断然理想的だ。運命の糸とか言っちゃってる時点で、こっちの兄きよう妹だいは何かがおかしいと察してほしい。

「で、何を悩んでるのさ姉さん。トルチェさんも一緒に居い候そうろうさせてあげればいいじゃないか」

「うっ……それはちょっと……あ、オルドスのとこじゃダメ？」

「別に構わないけど、それだったら逆じゃない？　男のオレがルシエルさんを受け持つべきだ。彼を受け入れて介抱したのは姉さんだし、今まではこれも責任問題かなって思ってたけど……こうして妹さんが来たなら話は別でしょ」

「え、それは……私がトルチェさんを泊めて、ルシエル様がオルドスのところに行くって事？」

「そう言ってるじゃないか」

「それは嫌っ！」

　…………。

　……………………えっ？

「あっ、あれ？　あ、その、嫌っていうか、別に今までなんの問題もなかったのに、急に変わるのってなんか違うっていうか……違くない？　です？　あれ？」

　何やら酷ひどく混乱した様子のコルル。いや……俺も混乱してると言えばしてるけど。

　コルルは……好きで俺を泊めてくれてたんだろうか。流れ的なものじゃなく。

「倫理的問題はそりゃあるけど、まぁ確かに今まで何事もなかったし、姉さんが嫌だって言うなら別に」

「い、嫌じゃないよ？　でもこう、何かモヤッとする感じで」

「分かってるよ。姉さんは責任感が強いんだ。最後まで面倒を見たいって言うんだろ？」

　俺はペットか何かかよ。まぁ、この状況じゃ似たようなもんか……。

「じゃあトルチェさん。オレは全然構いませんので、もしウチで良ければ使って下さい。ルシエルさんも、それでいいですか？」

「あ、あぁ、俺もそれで構わない。今日が初対面で言うのも何だけど、キミの事は全面的に信頼できると思うし。トルチェもそれでいいだろ？」

「えぇ……なーんかトルチェもモヤッとしますが、それで構いませんわ……」

「ではご案内しますのでついてきて下さい。あ、姉さんはすぐに仕事に戻ってよ？」

　若じやつ干かんキツい目つきでこちらを睨にらむトルチェを引き連れ、コルルの家を出ていくオルドス君。この場には、何とも微妙な空気だけが残された。

「……あ～あ～、結局トルチェも来ちまったかぁ。ようやく離れられると思ってたのに、何でこうなっちまうのかねぇ」

「そ、そんな事言ったらトルチェさんが可哀かわい想そうですよ。心配してきてくれたんですから」

「心配……ね……」

　果たして本当にそうか？　本当にそうだとして、それだけか？

　何しろ相手はあのトルチェなんだ。何か……思いも寄らない何かを、密ひそかに企たくらんでいても不思議じゃない。

　仮に取り越し苦労に終わるとして、警戒しておいて損はないだろう。と言っても、俺ごときにできる事なんてたかが知れてるだろうけどな。

「あ、それじゃルシエル様、私そろそろ門番の仕事に戻りますね。早くしないとまたオルドスに怒られちゃう」

　俺が考え事をしている間も何やらソワソワしていたコルルは、ペコリと頭を下げて部屋を出ていこうとする。俺は咄とつ嗟さに、

「コルル、ちょっと待った」

　咄とつ嗟さに彼女を、呼び止めていた。

「は、はいっ!?　何でしょうか！」

　ピンと耳と尻尾を立て、ぎこちない動きで振り向くコルル。

　俺は……何で呼び止めたんだ？　これといって、話なんか無いってのに。

「いや～……なんかオルドス君って、いい奴やつそうだよな」

「オルドスですか？　はい、あの子はいい子ですよ。私以外には」

「そんな事ないだろ。あいつが一番気に掛けてるのはお前だよ。俺にはそう見えたぞ」

「え～？　どの辺がですか～？」

　俺の言い分を受け、コルルは不服そうに唇を尖とがらせる。その顔がちょっとおかしくて笑いそうになりつつ、俺は言った。

「今日の第一声を思い出してみろ。あいつはさ、『何かあったなら相談しろ』って言ったんだ。『サボってんじゃねぇ』とか、そういう変な決め付けじゃなくて」

「う……そ、そう言えばそうですね」

「それってさ……お前の普段の頑張りを認めてくれてる証拠なんだよ。そういうヒトが身近にいるのって、幸せな事だと思うぜ？」

「それを言うなら、トルチェさんだってそうじゃないですか？」

「確かに、俺に期待してくれてるのは今じゃトルチェだけかもな。けどあいつの『ここまで頑張れ』っていう水準が拷問レベルなのが、一番の問題でな……」

　でもだからこそ、俺はあいつの期待に今まで一度も応えられてないんだけど……よく俺を見限らずにいられるよな、あいつ。

「ところで、オルドスが頭に付けてたお面……ひょっとしてあれも喋しやべるのか？」

「喋しやべりますよ。でもレグナ達たちみたいに変に個性的じゃないから、大抵は相あい槌づちを打つくらいですけど」

《変に個性的とは心外ですね、コルル。貴女あなたが無個性なだけだというのに》

「こういう事は絶対に言ってきません」

「いや、今のってお前の本音でもあるんだよな？」

　コルルの奴やつ、何気に自分が無個性だって気にしてるのか？　確かに、ファニルみたいに馬鹿強くもなく、リュフェみたいに理知的（？）でもなく、魔王みたいなスケベ野郎でもない訳だが……逆に言って、その個性欲しいか？

「おっと、話が長くなっちまったな。いい加減戻らないとマズイか。じゃあ最後に一つだけ」

　俺はそう前置きした後で、気付く。話なんか無いなんて、噓うそだったと。

　適当な雑談でお茶を濁してただけで、俺が話したいのは初めから一つだった。

「あのさ……何で嫌だったんだ？」

「べ、別に嫌だった訳じゃないですよ。それ以外の言葉が思い付かなかっただけで」

　この話題が出てくる事を予期していたらしく、コルルは俺の出し抜けな質問にも素早く対応した。

「なら言い方を変えよう。何で俺はルシエル〝様〟で、トルチェはトルチェ〝さん〟なんだ？」

「そ、それは……」

《わたくしは、どちらも様付けで呼んでいますが。お二人とも、同じ王族の方ですので》

　レグナがそう言うって事は、つまりコルルも本音では様付けで呼ぶべきと思ってるって事だ。なのに実際は俺しかそう呼ばない。それに何か意味はあるのか？

「わ、私にも分かりません。何となく？　違う呼び方がいいかなぁと」

《全く……仕方がありませんね。コルルの潜在的本心であるところのわたくしが、一つヒントを出しましょう》

「おぉ、頼む」

《ルシエル様とトルチェ様。どちらも同じ人間の王族ですが……コルルがより『食べたい』と思っているのは、ルシエル様だという事です》

「そ、そんな事全然思ってないよっ!?　むしろ最近は前に比べてそういう気持ちが減ってるっていうか……！」

「ほぉ？　減ってるって事は、あるにはある訳だ」

「え、えっとぉ……お、お仕事行ってきまーすっ！」

　文字通り脱だつ兎とのごとく家を飛び出していくコルル。犬なのに兎うさぎとはこれ如い何かに。

　でもまぁ、そうか。くくく……コルルめ、まさかトルチェより俺を食べたいと思ってくれてるとはな。こいつは嬉うれしい事を言ってくれる……、……って、あれ？

「待てよ？　それって嬉うれしくはないような……」

　いや、むしろ駄目だろ。俺は喰くってもいいって思ってるって事だよな？　トルチェは残して。

　ヤバイ。一刻も早くコルルの意識改革を進めなければ。このままだと俺は、あいつにとってただ美お味いしそうなだけの料理に等しい。

　こうなったら、世の中には人間の王族なんかよりよっぽど美う味まい物があるって事を教え込むしかない。大丈夫、俺ならできる。これでも料理の腕だけは自信があって、この村じゃそれで生計を立ててるくらいだしな。

「見てろ。俺の持つ料理スキルと対魔物知識を総動員して、元・ケルベロスの胃袋を鷲わし摑づかみにしてやるぜ！」

　ったく……トルチェの件だけでも頭が痛いってのに、これから忙しくなりそうだ。
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　トルチェ来訪から一夜が明け、翌朝。

「ご馳ち走そう様さまでした！　はぁ～、今日も最っ高に美お味いしかったです！」

　朝食を食べ終え、これぞ至福といった様子で膨れた腹を撫なでるコルル。満足そうなその顔を見ていると、何だかこっちまで幸せな気持ちになってくる。

「おう、そりゃ良かった。ファニルの料理の腕も中々上達しただろ？　まっ、全ては俺の手ほどきの賜たま物ものだけどな」

「あははっ、本当にそうですね！」

「いやそこは否定してあげようよ、少しでいいから」

　満面の笑みで言い切りましたよこの子。

　そりゃ確かに、俺が教え始めた頃のファニルの料理は酷ひどいもんだったけどさ。何て言うか、色々と加減を知らないんだよな。火力はいつでも全開で、調味料もあるだけブチ込み、味見をさせれば全部食うなどなど。

　しかしそんなファニルも、今ではこうして腕を上げた。それは彼女自身の努力の成果に他ならない。カマドの火力は俺が手ずから調節し、調味料は俺が計って小皿に分け、味見は俺が責任を持って行うなど、料理の師匠としてしっかりサポートを……、……ん？　待った、それってつまり……料理してるのほとんど俺じゃね？

「それじゃルシエル様、いってきまーす！」

　コルルは元気にそう言い残すと、門番の仕事に戻っていく。あぁ、いい笑顔だ。衝撃の事実に気付いて項うな垂だれる俺とは、まるで正反対。

「教えるの下手だなぁ俺……今度から気を付けよう……」

　過保護な師匠は弟子の成長の妨げにしかならない。俺は改めてそう肝に銘じると、『ハクリュー食材店』──もとい『ハクリュー食堂』へと向かった。その目的はもちろん、対ケルベロス最終兵器を用意するためだ。

「おーいファニルー、厨ちゆう房ぼう貸してもらうぞー」

『CLOSED』と書かれた木札がぶら下がる入り口を横目に見つつ、俺は合鍵を使って堂々と裏口から店に侵入。二階の居住スペースで寝ているであろう店主に向かって断りを入れる。

「何なのよー朝っぱらから……。閉店時間になった途端にさっさと帰ったあんたと違って、こっちは遅くまで清掃して大変だったんだからねー」

　俺の声を聞きつけ、律りち義ぎに厨ちゆう房ぼうまで下りてきたファニル。そこまで眠そうにするくらいなら無視して寝てても良かったのに。

「そいつは悪かったな。けど昨日は俺も早く帰ってする事があったからさ」

「何よ、する事って。内緒でコルルちゃんのベッドに潜り込んでクンカクンカするとか？」

「アホか。んな事したらただの変態だろうが」

「悪かったわね！　昔の話よ！」

「ってお前がしてたのかよ！」

　こ、こいつ完全に寝ぼけてやがる。寝ぼけて過去の罪を自ら暴露してやがりますよ。しかもそこまで罪が重いとなると、流石さすがの俺もドン引きです。

　そりゃあ可か愛わいがってるなとは前から思ってたけど、何事にも限度ってもんがあってだな……。

「昔の話だって言うけどさ、それって具体的にどれくらい昔なんだ？　返答次第で大分話が変わってくるぞ？」

「心配しないで。純粋に妹として見てた頃の話だから」

「何だ、そうなのか。なら良かった」

　まるで今は純粋に妹としては見てないみたいに聞こえるが、深くは突っ込まないでおこう。

「んで？　する事って結局何だったのよ？」

「レシピ作りだよ、料理の。いや、料理ってか、お菓子かな」

「お菓子……？」

　ファニルは俺の言葉をオウム返しに呟つぶやくと、小首を傾かしげて腕を組む。

「何だよ知らないのか？　そういやこの村、ちょっと前まで料理の概念すらなかったもんな」

「バカにしないでくれる？　お菓子くらいは知ってるわよ。サブレとか、マフィンとかでしょ」

「そうだけど……何だ、お菓子は知ってるのか。その割に何で料理は知らなかったんだ？」

「お菓子は常温でも持ち歩けるし日持ちもするから、迷い込んできた人間の商人が持ってる事も多かったのよ。だから目にする機会があったの。でもステーキやサラダじゃそうはいかないでしょ？」

　あー、確かに。出来合いの料理を持ち歩いてる商人なんて俺も見た事がない。建国祭の時に並ぶ屋台とかでなら見掛けたりもしたけど。

「お菓子なんか作ってどうするつもりなの？　あんた食べるの？」

「いや、俺じゃない。コルルに食わせてやろうと思ってな」

　と、何の気なしに答えた瞬間、それまで眠そうだった目を見開いてファニルが叫ぶ。

「何それズルイ！　あたしだってあんたのために色々してあげてるのに！」

「そんな言うほどしてくれてるかぁ？　例えば？」

「……手の骨折ったり、首絞めたり？」

「それで俺が少しでも喜んでたか？　あぁ？」

　どんなドＭだよ、それ。俺を喜ばせたいなら、せめてその大ボリュームのパイオツを揉も～み揉も～みさせてくれるとかさぁ……待てよ？　そういや触った事あったわ。

「あ、今喜んだ顔した」

「し、してませんよぉ？」

　いかんいかん、このままでは俺がとんでもないドＭに認定されてしまう。ここは一度冷静にならなければ。

「ゴホン。勘違いするなファニル。別に日頃のお礼にプレゼントしようってんじゃない。俺自身が喰くわれないようにするために必要ってだけだ」

「ん？　それってどういう事？」

「昨日レグナが言ったんだよ。コルルが俺を食べたがってるって」

「ついに来たわね、宣戦布告が！　あたしも負けないわよ！」

「オイそこっ！　張り合おうとすんな！」

　ちくしょう二十秒も冷静でいられなかったぞ、どうなってんだ俺の人生。

「そうじゃなくてさ……昔に城の図書館で読んだ本によると、ケルベロスは甘いもの……特にクッキーみたいな小麦を使った焼き菓子が大好物なんだとか。だから用意しとくんだよ」

「へぇ～、そういうものなんだ。話は分かったわ。つまり〝大好物を貢みつぐ代わりに俺を食べないでくれ～〟って、そういう交換条件を出そうって魂胆なワケね？」

「情けない言い方をすれば、そうなるな」

「情けなくない言い方をすると？」

「〝そら、こいつが欲しいんだろ？　なら三回まわってワンと言ってみろ〟」

「本番が楽しみね」

「いや冗談だから！」

　まるで生ゴミにたかるハエを見るような目を向けられ、俺は慌てて顔の前で手を振った。

「あ、今喜んだ顔した」

「マジで？」

　とんだドＭだったよ、俺。

　とまぁ茶番はこのくらいにしておいて、そろそろ試作に取り掛かろう。クッキーのレシピなら昨晩バッチリ書き出しておいたから、問題なく進行できるはずだ。

　一発目から失敗はしたくない。まずはシンプルにプレーンで。えーっと、材料は小麦粉、卵、バター、ついでに砂糖……よし、オッケー。ものの見事に全部無い。

「ファニル店長。今更ですが、ウチの厨ちゆう房ぼうの品しな揃ぞろえに致命的な問題を発見いたしました」

「ほう？　言ってみたまえルシエル君」

「肉料理を作る用の材料しかないようです」

「ふんふん、それに何の問題が？」

　うん駄目だ。ファニルとは方向性の不一致を感じる。

　あれ～、おっかしいな～、前まではちゃんと色々揃そろってたはずなのに。それを使って朝飯用のパンとか結構作ってた記憶だって……あ、だから無いのか？　俺が使い切っただけ？

「くっ、不覚！　小麦粉が無いんじゃどうする事もできねぇ……まさかもう手詰まりとはな」

「あははっ、残念だったわね。ま、次に行商人が迷い込んできたら仕入れてあげるから、それまで我慢しなさいよ」

　一応励ます気はあるらしく、消沈する俺の背中をバシッと叩たたいてくるファニル。いや、俺は我慢できるけど、それまでコルルが我慢してくれるかが重要なんだよな……。

　とはいえ無いものねだりをしてても始まらない。俺はファニルの店を出ると、当てもなくブラブラ。今日は一日クッキーを作るつもりでいたから、一気にやる事がなくなってしまった。

「また図書館にでも行って時間潰すか？　でもあそこには魔王がいるんだよなぁ」

「ふむ、奇遇だなルシエル。今まさに余の名を呼ぶとは」

「！　そ、その声は……！」

　中央広場に向かう途中にある、大きな木。その太い枝の上から、何者かが降り立った。

　その男こそ、何な故ぜかこの『モンスティエラ』に住み着いてしまった邪悪の化身──魔王だ。

「魔王、お前どうして木の上なんかに？」

「見て分かろう。読書を嗜たしなんでいた」

　魔王はフードの下に不敵な笑みを浮かべると、右手に持っていた本をゆらゆらと揺らす。

「何それ、エロ本？」

「ほう？　余を侮辱するか」

「だって、本なら図書館で読めばいいだろ？　なのにそうしないでわざわざ外に出てきたって事は、リュフェの目を嫌ったって事だ。ほら、つまりエロ本じゃないか」

「存外まともな推理だが、違う。これはただの禁呪書グリモワールだ。……まぁ、リュフェの目を嫌ったというのはあながち外れではないがな」

　ただの禁呪書グリモワールって、それ自体が結構なパワーワードな気がするんですけど。

　いや、それはさておき気になるのは、魔王のセリフの後半部分。リュフェの目を嫌ったのは外れじゃないとか言ったけど、それは一体どういう意味だ？

　気になってその事を尋ねると、魔王は特に気にするでもなく答えてくれた。

「既に周知の通り、余は読書を好む。故に図書館を仮かり初そめの根ね城じろに選んだ。しかしそうなると、司書であるリュフェとは常に二人きりという事になる」

「まぁそうなるな。それで？」

「すると……まるで余が、リュフェと二人きりになりたいがために図書館を選んだみたいにならないか？　それで向こうに気があると思われたら、何やら恥ずかしいではないか」

「ガキかよあんた」

　しっぶい声して言ってる事がもぉ～。

　まぁ何だ、つまり〝そんなんじゃねぇから！〟的なアピールのために、たまには外で読書をするようにしている、と。

「ちなみに、気がない訳ではない」

「んな告白を俺にされても。じゃあ魔王は今日一日図書館には寄り付かないんだな？　だったら俺は安心して図書館に行けるよ」

「リュフェに気があるのだな？」

「読書が好きなの！　俺も！」

　ちなみに、気がない訳ではない。

「お兄様！　お待ちになって！」

　とその時、背後から俺を呼ぶ声がした。

　俺をお兄様と呼ぶ人物は、残念ながらこの世に一人しかいない。そして声を掛けられただけでここまでブルーな気持ちになる人物も、今のところ一人しかいない。

　本当なら全速力でこの場を逃げ出したかったが、本当にそうしてしまっては後が怖すぎる。なので俺は潔いさぎよく観念して、声のした方にゆっくりと振り返った。

「トルチェ……だよな、やっぱり。俺に何か用か？」

「あら、用が無ければ話し掛けてはいけませんの？　……まあ！　そちらのお方は魔王様ではありませんの！　お久し振りですわ」

「……。何な故ぜ王女がこの村に？」

　当然のようにそこにいるトルチェを見て、魔王はほんの少しだけ目を細めた。

　質問に答えてやる義理はなかったが、かと言って答えないでいる意味もない。俺は昨日起こった出来事を、魔王にかいつまんで説明した。

「なるほどな。兄の息災を知り、堪たまらず会いに来たと。そのように聞けば何ともいじらしいが、はて。貴様はそうも殊勝な女だったかな？」

「ふふっ、内面を批評されるほど深い仲でしたかしら。お腹なかが真っ黒なのはお互い様ではなくて？」

「ククッ、相も変わらず食えぬ女よ。いずれ殺し合うのが楽しみだ」

「あら魔王様。残念ながら一方的な虐殺は、殺し合いとは言いませんのよ？」

「無論、手加減は心得ているとも。敗者の命乞いを聞くのが、余の趣味なのでな」

「それは良よいご趣味で。ところで……聞くのがお好きなら、するのもさぞお上手なのでしょうね？」
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　あの～……何か『魔王[image: ]魔王』みたいな応酬に聞こえてしまうのは、俺だけでしょうか？　しかも、どっちかというとトルチェの方がより魔王っぽく見えるような……次期聖王候補のはずですよね、アナタ。

「ぐぬぅ……本当に口が減らぬ小娘よ。おいルシエル。王女がこの村に戻った事を光の精霊アルマサンクは知っているのか？」

「いんや。てか、あいつはトルチェ襲撃の一件以来、姿を消したよ。長い事この世に顕現してるのは疲れるみたいでさ、どうしようもないピンチの時にだけ駆けつけるって」

「そうか。まぁ我が闇の精霊アルマカイドもそうなのだから、そうなのだろうな」

　へぇ、やっぱり魔王側にもそういう精霊がいるもんなんだな。ちょっと見せてもらいたい気もするけど、サンクがあんなだしそれも無理そうか……。

「ところでお二人とも、何やら随分と親しげにお話しなさっていたご様子ですが……一体何のお話でしたの？」

「何だ、見てたのか。別に……お互い暇だったから普通に雑談してただけだよ」

「まあ、お暇ですの？　それでしたら、トルチェから一つ提案があるのですが」

　嬉うれしそうにニッコリ笑い、胸の前で手を組んで言うトルチェさん。あぁ……これほどまでに嫌な予感がビンビンする笑顔が、他にあるだろうか。

　経験上、この邪悪な笑顔から逃れる術は存在しない。早くも観念した俺は、笑顔のトルチェに無言で先を促した。

「オルドス様からお聞きしたのですが……以前までのお兄様は、満月になる、つまりお城に帰れるまでの腰掛けとして村に留とどまっていらしたそうですね。ですが今は本格的にこの村の住人として留とどまり、村の調査をなさろうと考えている」

「まぁな。と言っても、村に残ろうと思ったのは調査のためってだけじゃなくて、色々あるんだけど」

　例えば、城に帰ってお前と生活するのが嫌だったから、とかな。

「それはそうでしょう。ですが理由がなんであれ、今のお兄様はもう腰掛けではない訳です。であれば、一度村の隅々までをきちんとご覧になっておくべきではなくて？」

「隅々まで……？」

　言われてみれば確かに、今までの俺は〝どうせ一か月後には出ていく村〟だと思って、狭い範囲しか見てこなかった。見ていない場所、会ってすらいない異種ゼノが、まだまだ山ほどいるはずだ。現に、オルドス君と対面したのも昨日が初なくらいだったし。

　見も知らぬ事ばかりじゃ、いざ何かを調査しようにも手の付けどころが分からなくなる。まずは浅く広く知り、そこから突き詰めていけって訳か。

　何だよトルチェの奴やつ、普通にいい提案じゃねーか！

「そのお顔、異論は無いようですわね。よろしければ魔王様もいかがでしょう？　何かと閑静なこの村では、無ぶ聊りようも慰めきれないでしょうしね」

「は？　おいおいトルチェ、お前いきなり何を言って」

「ふむ……この『モンスティエラ』を探訪しろという訳か。なるほど実に面白そうではないか。小娘の案に乗るのは聊いささか癪しやくだが、付き合ってやっても良いぞ」

　はぁぁぁぁ？　魔王も魔王で何言ってんだ。これでも俺は現聖王の息子だぞ？　そんな男と散策デートをしようなんざ、いくら何でも正気の沙汰とは思えない。

「そう嫌そうな顔をするなルシエル。貴様らステファノス家の者とは浅くない因縁があれど、我らの間には誓約がある事を忘れたか？　〝鬼神ころし〟の名に懸けて、この村の中で事を構えるような真ま似ねはせぬ」

　あぁ……前に譲ってやったあの酒、そんなに気に入ったんだな……。

「……分かったよ。こっちだけ一方的に避けてたら、何か俺の方が酷ひどい奴やつみたいになっちまうしな。ここは一つ魔王サマの気まぐれに甘えて、ボディーガードでもしてもらいますかねぇ」

「ふっ、期待には応えよう。気まぐれゆえ、確約はできぬがな」

　こうして、俺と魔王は仲良く村を見て回る羽目になるのだった。







「さてルシエル、まずはどこから攻める気だ？」

「いや別に攻めないから。まずは東門だな。コルルを道連れにしよう」

『モンスティエラ』探訪をすると言っても、もうすぐ昼になろうかという時間。俺はファニルの店から拝借した燻くん製せい肉にくを持って、村の東端を目指していた。

「コルル……あの犬いぬ耳みみ娘むすめか。道連れなど不要ではないか？　二人きりになった途端に余が闇討ちすると考えているなら、それは杞き憂ゆうというものだ」

　魔王が言うように、俺おれ達たちは今二人きり。言い出しっぺのトルチェはどうしたと言いたくなるが、そもそもあいつは同行するなんて一言も言ってなかった。何でも他にする事があるらしく、あの後すぐに別れたのだ。

「別にお前を信用してない訳じゃないさ。俺を高級食材扱いしてこない時点で、お前はこの村じゃリュフェに次いで安全な奴やつだと思ってるくらいだ」

「戸惑うばかりの高評価だな……この村の闇が窺うかがえる。では何な故ぜ、犬いぬ耳みみ娘むすめのもとへ？」

「村を回るつもりならガイドが要るだろ？　あいつなら通訳も頼めるし、適任だ」

「通訳？　現地語でも話すような輩やからがこの村にいたか？」

「現地語って訳じゃないけど、いただろ西門に。盟約者だのバベルの混こん沌とんだの言ってた奴やつが」

「あー……そう言えばいたな、そんな輩やからも」

　という訳で、やって来た東門。コルルは今日も見張り櫓やぐらの上で暇を持て余しているようだ。

「コルルー、今日も来たぞー」

　下からそう呼び掛けると、コルルは昨日と同じように櫓やぐらから飛び降りてくる。

「こんにちはルシエル様！　今日は魔王さんもお揃そろいなんですね。あの、もし良かったら一緒にしりとりしませんか？　レグナと二人じゃいまいち盛り上がらなくて」

「いや盛り上がる必要ないでしょ？　見張りの仕事はどうした」

「私くらいになると、見張りなんてしりとりしながらでもできるんです！　プロですから！」

　えっへん、と大きく胸を反らして見せるプロの見張り番。いや～流石さすがは元・ケルベロス、言う事が違うねぇ。足元すくわれなきゃいいけど。

「悪いなコルル、しりとりはまた今度だ。それよりお前に頼みたい事がある」

「頼みたい事、ですか？　わぁ、嬉うれしいです！　何でも言って下さい！　プロの技が見せられないのは残念ですけど、しりとりなんていつでもできますし」

「お前の言うプロってしりとりの方かよ！」

　それでいいのかケルベロス。ていうか、そもそもしりとりにプロとかアマってあるのか？

　気を取り直してコルルを見ると、彼女は目をキラキラと輝かせて俺を見つめ返してきた。俺に頼られたのがよっぽど嬉うれしいらしい。

　このまま放っておくと回る尻尾が嵐を起こしそうだし、さっさと要件を伝えよう。

「実は俺おれ達たち、今更だけどこの村を探検してみたいと思ってさ。で、コルルにその案内役を頼みたいんだ。引き受けてくれるか？」

「探検！　もちろんお引き受けしますとも！　じゃあオルドスに門番を代わってもらえるように小鳥便を出してっと……これで良し！　ささっ、行きましょう！　まずはどこへ？」

「お、おお……じゃあそうだな、まずは南門から頼むよ」

　やたらと手て際ぎわのいいコルルに圧倒されつつ、俺が指定したのは南門。それは言い換えるなら、この村の南端という事だ。そう……俺はこの村を、外周から時計回りに制覇していこうと考えている。

「南門という事は、ファリアルお兄ちゃんのところですね！　了解しました！」

　おっと、早くも聞き覚えのない名前が飛び出してきたじゃないか。この散策、中々有意義なものになりそうだ。

「ほらほらお二人とも、早くついてきて下さーい！」

「なるほど……賑にぎやかしには丁度良よい道連れだな。行くぞ、ルシエル」

　呆あきれたように笑う魔王だったが、まんざらでもない様子。

　俺はそこはかとなくワクワクしている自分がいるのを感じながら、昼飯代わりの燻くん製せい肉にくを二人に配るのだった。







　ここ『モンスティエラ』は、意外と広い。

　分かっていた事だが、それを再確認するには充分な距離を歩いた頃、俺おれ達たちはようやく目的の場所へ辿たどり着ついた。

「ここがこの村の南端になる場所か？　やはりと言うか、代り映えはせぬな」

　ここまで横目に見てきた景色も含め、森一色。迷いの森に囲まれた村なんだから当然と言えば当然だが、魔王には少し退屈だったらしい。

「分かってませんねぇ魔王さんは。同じように見えて、実は違いがあるんですよ？」

「何だと？」

　へぇ、それは俺も気付かなかったな。一体どんな違いが？

「私が担当する村の東側と、ここ南側。その二つに存在する違いとは……ズバリ、木の数です！」

「木の……数？」

「はい！　丁度この位置、櫓やぐらの足元に立ったところから視認できる木の本数がですね、なんと十本も多いんですよ！　東側の方が！」

「ほ、ほう、十本もか。それは凄すごいな。何と言うか……凄すごいどうでもいい」

　コルル……お前今までよっぽど暇してたんだな……そりゃしりとりのプロにもなるよ。レグナやエルバイドという話し相手がいなかったら、発狂するレベルかもしれない。

「あと違いと言ったら、櫓やぐらの下のところに建てられてる石碑の内容くらいでしょうか」

「「それを先に言え！」」

　思わず魔王とシンクロして、俺と魔王は揃そろって物もの見み櫓やぐらへ駆け寄る。櫓やぐらの下にはコルルが言った通り、小さな石碑が土に埋もれ掛けていた。

「おぉ……確かに石碑だ。え、何？　コルルのとこにある櫓やぐらの下にも、こういうのがあるのか？」

「はい！　北にも西にも、村の端っこには全部ありますよ」

　マジかよ……。まぁコルルのとこの石碑はいつでも見られるとして、今はこっちが優先か。一体何て書いてあるんだ？　さっきから熱心に調べている魔王に、俺は尋ねる。

「どうだ魔王、何か分かったか？」

「ふむ……どうやら古代精霊文字のようだ。完全な言語化は難しいが、文脈を辿たどれば意味くらいは読み解けるだろう。だが……」

　そこで魔王は言葉を濁し、石碑に触れる。触れた部分に目をやると、どうも何かで引ひっ搔かいたような傷ができていた。

「文字が潰つぶれてしまっているな。これでは読めるものも読めぬ。そう古くない傷のようだが」

「あ、その傷……多分、櫓やぐらを建てる時に何かをぶつけちゃったんだと思います」

「なっ！　……貴重な文化遺産になんという事を……」

　ぞんざいな扱われ方をした石碑を憐あわれむように撫なで、ちょっぴり悔し涙を浮かべる魔王。そこまでいくとオーバーな気もするが、気持ちは分からんでもない。

「あのぉ、写しでいいならあると思いますよ？　建設工事で壊しちゃうかもしれないからって、念のため紙に書き写してたんです」

「それは今どこにある!?　吐けっ！　今すぐに！」

「ひぇぇ!?　わ、私のは家にっ！　他の門番も、家にあるか自分で持ってると思います～！」

　魔王の剣幕に押され、盛大に怯おびえながら答えるコルル。可哀かわい想そうだが、尻尾を丸めて震えている姿はちょっと可か愛わいい。

「こら魔王。興奮するのはいいけどあんまり怖がらせるなよ」

「ふん、余は魔王だぞ？　恐れられるのが普通であろう」

　うっ、そう言えばそうか。まさか正論で返されるとは……というより、こいつにも一応魔王の自覚はあったんだな……。

「なぁコルル。例の何とかお兄ちゃんって門番はどこだ？　会って話をしたいんだが」

　そう尋ねておいて、俺は自分の言葉に首を傾かしげた。そう言えば……仮にも門番なら、俺おれ達たちの接近にだって当然気付いたはず。なのに未いまだに姿を見せないなんて一体どういう了見だ？

「あー……ファリアルお兄ちゃんだったら、多分ここには来ないと思います。ううん……来れない、と言うべきかも」

　何か事情を知っているらしいコルルは、若じやつ干かん言い難にくそうにして俺の質問に答えた。とはいえそんな説明じゃ、さっぱり意味が分からない。

「来れないってどういう事だ？　休暇中とか？」

「いえ、そういう事じゃなくて。あの……驚かないで聞いてもらえますか？」

「その前振りは絶対驚くやつだけど、驚かない努力はする」

「ファリアルお兄ちゃんは、その……今は〝石化〟してるかと」

「……？」

　良かった、ギリギリ驚いてない。驚きすぎて絶句する程度で済んだよ。

「えーっと……石化？　それってつまり、あの石化か？」

「そ、そうですね。その石化だと思います」

「あのやらそのやらややこしいわ！　石化だと……？　何なのだそれは、魔王の呪いか何かか？」

　もしそうなら、あんたが一番詳しいはずだけどな。

「そのファリアルさんは、何で石化なんかしてるんだ？　門番なのにさ」

「それは……すっご[image: ][image: ][image: ][image: ]く奥手なヒトなので、女性を見ると緊張して石化しちゃうんだそうです。私を見てもそうなるので、今頃はきっと……」

　緊張どころの騒ぎじゃないな、それは。ていうか、そうなると知ってたらコルルには最初から離れといてもらったんだが……。

　ま、こうなっちまった以上は仕方ない。石碑の写しがどこにあるのか聞き出さなきゃいけないし、どうにかして話をしないとな。俺個人としても、この微妙に無能そうな感じが何だか親近感湧くし。

「よっ……と。あぁ、いたいた。マジで石化してるのな」

　あまり丈夫そうには見えない梯はし子ごを登り、辿たどり着ついた櫓やぐらの頂上。そこには思った通り、今にも動き出しそうな石像が一つ。というかコレ、ちょっと前まで動いてたヤツだ。

「う～ん……これが噂うわさの奥手さんねぇ……」

　見たところ全体的に髪は短めで、一八〇センチはありそうな高身長。まさにスポーツマンといった爽さわやかな印象だ。ノースリーブの服から伸びた細マッチョな腕も、その印象に一役買っているのかもしれない。

　コルルと同じ元・犬系魔物のようで、レトリーバーを思わせる垂れ耳、先の尖とがったスリムな尻尾が特徴的。足元に転がっている細身の槍やりは、彼の武器だろうか。

「正直言ってモテオーラが半はん端ぱないんだが……このルックスで女性が苦手とか嫌味にもほどがあるぞ。おーい、ファリアルさん？　もしもーし。……駄目だこりゃ、全然反応がねぇ」

　いくら女性の接近に緊張したからって、こうして客を前にしても石化したままってのはどうなんだろう。これじゃ融通が利きかなすぎて、自分の意思で石化してるとは思えない。

　さっきの魔王の発言を真に受けた訳じゃないが、この石化は彼の能力ではなく、呪いや病気の類たぐいなんじゃないのか？　もしそうなら、思い当たる魔物がいないでもないが……。

　ともあれ、今の時点で断定はできない。やっぱりまずは話をしないと。

「悪いコルル。案内頼んどいて何だけど、一旦離れてもらえるか？　そうすりゃ石化も解けるだろ」

「あ、それもそうですよね。じゃあ私、見えないところで待ってます」

　一緒になって梯はし子ごを登ってきてしまったコルルに向かって俺が言うと、彼女はすぐさま櫓やぐらを飛び降りようとする。が、そこで魔王が首を横に振った。

「待て。ただ原因を遠ざければ良いというものでもなかろう。余は納得がいかぬ……女を前にすると石化するなど言語道断、人生の九割を損しているに等しい」

「え、九割も？」

　それは流石さすがに……いや、そこは人それぞれか。少なくともこの魔王はそういう奴やつだ。

「犬いぬ耳みみ娘むすめが消えれば話もできよう。が、この甲か斐い性しよう無しが女を前に裸踊りの一つも披露できぬうちは、余はこやつと対話する気になど到底なれんな」

「それだとお前、もう俺とも会話できないぞ？」

　ていうか多分、世の大半の男が無理だ。

　ったく……仕方ないな。魔王の言い分は無茶苦茶だが、一理ない事もない。やがて来るかもしれない侵入者が女性だった時、まともに仕事ができないようじゃ困る。

　いや待て、そもそも直近の侵入者が〝女性〟かつ〝全裸〟という悪夢のような現実があったじゃねぇか！　しかもそれが俺の実の妹という、直視し難がたいオマケ付きだ。

　人生の損はともかく門番として、克服できるならしといた方がいい。責任持って、俺も全力で協力するから。

「いいか、こういうのは慣れだ、慣れ。よしコルル、ファリアルさんにちょっとハグしてみろ」

「えっ、ハグですか？　わ、分かりました……ハグッ！」

「いや嚙かみ付つくんじゃなくて！　抱きしめろって意味だよ」

「えぇぇ、それはちょっと恥ずかしいです……」

　迷わず嚙かみ付ついたのに？　難易度の違いがよく分からん。

　しかし参ったな、嫌がるコルルにこれ以上無理強いする訳にもいかない。さて、どうしたものか……。

「ふ、浅慮だなルシエル。こういう時はまず情報だ。こやつが女のどういうところに緊張しているのかを知れば、対処など自おのずと浮かぶであろう」

　た、確かに……！　けど、具体的にはどうするつもりだ？

　俺は狭い櫓やぐらの上で一歩下がると、魔王のお手並みを拝見する。

「来い犬いぬ耳みみ娘むすめ。今から余が、謎の光魔法で貴様の体の部位を少しずつ隠していく。そうすればやがて石化が解け、そのタイミング次第でこやつが女のどこに反応しているかが分かるはずだ」

「な、なるほどぉ。分かりました！　いつでもどうぞ！」

　やや緊張した面持ちで、ピンと姿勢を良くして立つコルル。どう見ても闇属性の魔王が光の魔法を使うのは釈然としないが、些さ細さいな事だ。

「はあッ！　まずは胸！　これでどうだ！」

　横一線に伸びた謎の光が、コルルの胸部を覆い隠す。と同時に石像を振り返るも、まだ何の変化も起こってはいなかった。どうやら胸を隠した程度じゃ足りないらしい。

「ほう？　そう来たか。では続いて尻っ！　さぁどうだ!?」

　俺おれ達たちは再度石像を注目する。しかし、依然として何の変化も起こらなかった。

「馬鹿なっ！　他のどの部分に反応しているというのだ！」

「お前が女の胸と尻にしか興味がないのは分かった」

　やれやれ……魔王が何のフェチだとか、クソどうでもいい情報が真っ先に手に入っちまったよ。

「あのなぁ、女性的な魅力がある部分なんて他にいくらでもあるだろ？　まず唇、綺き麗れいな髪、腰の括くびれに太ももとか。あぁ、鎖骨もいいな。うなじもいいし、何ならワキとか、そうだ指も」

「ル、ルシエル様って結構マニアックなんですね……」

　ってしまった、俺のフェチまで暴露しちまったじゃねぇか！　くそっ、魔王め、なんて恐ろしい罠わなを……！

　俺の盛大すぎる自爆行為により、結局コルルは全身に不自然な光を纏まとう事となった。さて、ここまでくれば流石さすがに石化も解けるだろう。いよいよご対面といこうじゃないか。

「……あれ？　何だよくそっ、まだ石化したままなのか!?」

　おいおい、これだと俺おれ達たちの醜態、じゃない、頑張りが無駄に……いや、無駄じゃない。無駄にしてたまるか。分かった事ならあるはずなんだ。よし、一度冷静に考えてみよう。

　謎の光によってコルルの姿が完全に見えなくなっても、石化が解けない。それはつまり、視覚的な面で女性に緊張している訳じゃないという事。

　視覚じゃないとすると……そうか！

「嗅きゆう覚かく……そうだ嗅きゆう覚かくだ！　間違いない！　このヒトが反応してるのは、〝匂い〟だ！」

　元は犬系魔物だったみたいだし、そういう意味でも説得力がある。良かった……多大な犠牲のもと、俺おれ達たちはよくやく彼の緊張の原因を突き止めたんだ。

「うむ、匂いか！　その線があったな、見事だルシエル。では……こやつの鼻を圧へし折おるか」

「あぁ、頼む魔王」

「ちょちょちょちょちょっ、待って下さいっ！　もう少し穏便に解決できないんですか!?」

　石像の鼻に指を掛ける魔王に、慌てて縋すがりつくコルル。魔王は氷のような瞳で彼女を見下ろすと、それより更に冷たい声で言い放つ。

「では匂いを断ってみせよ。……無理であろう？　匂いを消すなど不可能だ。たとえ他の匂いで誤魔化そうとも、それは消えた事にはならぬ。何より……もはや退のっ引ぴきならぬのだ。ここまで我らのフェチを晒さらした以上、そのツケは払ってもらわねば」

　まぁ、勝手に自爆したんだけどな。とはいえここまでやった以上、何か成果が欲しい訳で。

「あーあ。今すぐ石化を解いて、自分で鼻を塞ふさいでくれたらそれでもいいんだけどなぁ」

　と、そう俺が誰にともなく呟つぶやいた瞬間、石像が強烈な光を発する。それは確認するまでもなく、ファリアルさんが石化を解いた合図だった。

「わ、分かりバした！　はラを塞ふさげばいいんでしょ!?」

　おっ、やっと声が聞けた。けど、鼻をつまんでるせいで〝ま〟と〝な〟が発音しづらそうだ。第一声から間抜けな感じにさせちゃったけど、そこは痛み分けって事で一つ。

「よくやく話せたな、ファリアルとやら。余の名はノクス、魔王だ。貴様には色々と聞きたい事がある」

「は、はぁ……って、バ王？　ラリを言ってるんレすか？　このヒト」

「ファリアルお兄ちゃんの方が何言ってるのか分からないよ……。ねぇ、ホントに鼻つまんでなきゃ駄目なの？　何だか私が臭がられてるみたいですっごく嫌なんだけど……」

「あ、ご、ごめんコルルちゃん、そういうつもりじゃないんだ。ちょっとくらいなら耐えられると思うから、何とか頑張るよ」

　コルルから向けられる抗議の目を受け、罪悪感に負けたファリアルさんは鼻から手を放す。頑張ればどうにかなる問題なら、初めから頑張ってくれよ。

「ご迷惑をお掛けしてすみません皆さん。改めて、僕はファリアルって言います。ここ南門の守護を担当する、異種獣族ゼノ・ビーストです」

　その場に正座し、折り目正しくお辞儀をするファリアルさん。初しよっ端ぱなからアレだったけど、話し方から察するに実際はかなりまともな人物のようだ。

「いや～、お恥ずかしながら、僕って昔から女の子と、あとキツネが大の苦手でして。近付かれるとつい石化してしまうんです」

「!!　女の子と……キツネ!?　すみません、今キツネって言いました!?」

「え、えぇまぁ。あの、それが何か……？」

　キツネという単語に超反応を示した俺を見て、ファリアルさんは怪け訝げんそうに眉を顰ひそめる。

　魔物の生態に詳しい俺には分かる。〝女の子〟と〝キツネ〟、一見なんの繫つながりも無さそうなこの二つは、実はとてつもなく深い因果で結ばれているんだ。

「ファリアルさんは、〝テウメッサ〟という魔物を知っていますか？　〝メス〟だけしか存在しないとされる、〝キツネ〟系魔物の一種です」

「いや……多分、今初めて知りました」

「そうですか……。そのテウメッサは、誰にも捕まらないという特性を持った強力な魔物なんです。そしてその魔物には、ある意味天敵となる魔物がいます。どんな獲物も捕らえるという特性を持った魔物──〝ライラプス〟と呼ばれる、犬系魔物が」

　ずばり、ファリアルさんの正体はそのライラプスであると俺は睨にらんでいる。

　何な故ぜなら、相反する特性を持った二匹が出会ってしまうと、特性が反発し合った結果互いが石化してしまうというお粗末な有り様になるからだ。

　だから異種ゼノとなってもその特性を引き継いでしまったファリアルさんは、女性およびキツネの匂いを嗅かぎ付けると石化してしまう体質になった。……どうよ？　この名推理。

「すみません、実は僕、人化前の事は何な故ぜだかあまり覚えてなくて……。でも君の話を聞いたら、そうなんじゃないかって気がしてきました。これなら今後僕が石化してしまっても、仕方ないんだって許してもらえますね」

「いやそこは仕事しましょうよ。〝匂い〟が石化のトリガーになってるって分かったんだから、対処のしようはありますよね？」

「うっ……！　そ、それじゃあこれからは、鼻をつまむか息を止めて切り抜けようと思います。今回は色々協力してもらって、本当にありがとうございました」

　最後の締めくくりとして、深々と頭を下げるファリアルさん。いや～良かった。克服とはいかないまでも、一歩くらいは前進できたみたいでめでたしめでたしだ。

「何、礼には及ばぬ。それより一つ尋ねたいのだが、貴様は石碑の写しを持っているそうだな」

　話に一区切りついたところで、魔王がこちらの要件を単刀直入に切り出す。おっと、すっかり忘れてたけど、そう言えばこっちの用事がまだ済んでなかったっけ。

　尋ねられたファリアルさんは一瞬なんの事かと戸惑った顔をしたが、すぐに答えに思い当たったようでポンと手を打った。

「石碑と言うと……あぁ、はい、この下にあるやつの事ですね。写しでしたらもちろん持ってます。もしお求めであれば、今回のお礼も兼ねてお譲りしますが」

「是非貰もらい受うけよう。話が早くて助かるぞ」

　おお、これぞとんとん拍子だ。恥ずかしいところまで腹を割った甲か斐いがあったよ。

「これがその写しです。どうぞ」

　コルルと違って懐ふところに持ち歩いていたらしく、ファリアルさんは四つ折りにした紙を魔王に差し出す。受け取った魔王は早速紙を広げて胡坐あぐらを搔かくが、俺には何が書かれているのかさっぱりだ。俺に負ぶさるようにしてコルルも紙を覗のぞき込こんだものの、やっぱり首を捻ひねっていた。

「ふーむ……これは……」

　しばらく写しを黙読していた魔王は、目を閉じて大きく息を吐く。一体何が書かれてたって言うんだ？

「どうだ魔王、何て書いてあった？」

「正直……良く分からぬ。犬いぬ耳みみ娘むすめよ。石碑は全部で四つあると貴様は言ったな？」

「は、はいっ。少なくとも各門の櫓やぐらに一個ずつ……それで全部かは分かりませんけど」

「ふむ。では加えて問う。石碑の内容は、全て違うとも言っていたな？」

「た、多分……。昔、みんなで写しを作った時に一度だけ見比べてみた事があって、そしたら見た目が少しずつ違って見えたんです。文字は読めませんでしたけど、それって書いてある事が違うって事ですよね？」

「そうだな……では、余の見立て通りという事か」

　コルルの返事を聞くと、魔王は写しを懐ふところに仕舞って立ち上がる。

　いつもは濁ったその瞳が、今は少しだけ生気を宿したように俺には見えた。

「結論から言おう。この石碑の文章は、最低でも四つに分割されているようだ。だからこれだけ見ても理解できぬのであろう。ただし……現時点で一つだけ分かる事がある」

「一つだけ、分かる事……？　それは一体……」

　オウム返しに尋ねた俺の横を通り過ぎ、魔王は村が一望できる側へと櫓やぐらを歩く。そして広げた右手をゆっくりと伸ばすと、手の平を返すようにして強く握りしめた。

「『祭壇を目指せ』と。どうやらこの碑文は……村の謎を暴こうとする者を、謎の深部へと導こうとしている。それだけは確かなようだ」

　この村が秘める、謎──。それは、魔物の異種ゼノ化についてか？　それとも、この村が移動式である意味か？　もしくは……そもそも何な故ぜ、こんな村が存在しているのか、とか。

　知りたい謎は、いくつもある。

　各門にある石碑を巡り、その写しを手にできれば……全ての謎が解き明かされる？

「……なぁルシエルよ。貴様は今後もこの村の探訪を続けるのだろう？」

「あぁ、もちろんそうするつもりだ」

「であれば、やはり余もそれに付き合う事にする。最後までな。……余は邪魔だろうか？」

「ははっ！　何だよそれ、邪悪な魔王様の言う事か？」

　俺は思わず吹き出し、魔王はそんな俺を見て肩を竦すくめた。

「はいはいっ！　探検するなら私もご一緒します！」

　バッと元気よく手を挙げて飛び跳ねるコルル。決まりだな。こうなったらとことんやってやろうじゃねぇか。

「なら明日からもガンガン探検だ！　『モンスティエラ』は広いぞ、覚悟しろ！」

「お～っ！」

「うむ」

　それぞれがそれぞれのテンションで応え、いつの間にか夜が近付いた空に向かって拳こぶしを突き上げる。

　よし、明日は村の西端、リルネフさんのいる場所を目指そう。そしていつか、この『モンスティエラ』の謎を白はく日じつの下もとに……くぅ、今からワクワクが止まらねぇ！

　でもその前に──。

「ここ、さっさと退散した方が良さそうだな」

　だってファリアルさんが、耐え切れなくなってまた石化してるんだもん。

　やれやれ……この匂いフェチの変態には、困ったもんだ。
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「さぁさぁルシエル様、起きて下さい！　冒険の始まりですよっ！」

　朝の訪れとともに、騒がしいコルルの声が俺の眠気を強引に攫さらって行く。いつでも元気なのはこいつの取り柄かもしれないが、こっちにもその時のテンションというのがあってだな……。

「あー、分かった分かった。けどあと五分だけ……」

　何て言うのかな、このウトウト～ってしてる時間。これが最高に気持ちいいんだよ。起きなきゃいけないのに起きないという贅ぜい沢たく、背徳感。実に素晴らしいじゃないか。

《これはチャンスですよコルル。あと五分はテコでも起きない、そうルシエル様は宣言しています》

「おうレグナ、一体何のチャンスだって？　おぉん？」

　全く油断も隙すきもない。これ以上コルルに変な事を吹き込むんじゃねぇよ。

《おや、起きてしまいましたか。目覚めのキスという、万国共通の魔法を試すチャンスだったのですが……残念です》

「う、うーん、あと五分だけ……」

《コルル。あと五分で起床するそうですので、朝食の用意を》

「チャンス活いかしてよ！」

　俺、ひょっとしてレグナに遊ばれてる？　いやもう絶対遊ばれてるだろ。

　何とか仕返ししてやりたいところだが、レグナは本体と違って相当に賢い。それなりの計画を練らなければ返り討ちに遭うだけだろう。くそ、今に見てろよ……。

　密ひそかに復ふく讐しゆうを誓いつつ、俺は部屋を出てリビングへ。

　コルルがせっせとテーブルに並べているのは、昨夜ファニルが作ったローストチキンの余りだ。一応、一から十までファニル自身に作らせたものだが、思った以上に上手にできていた。まぁ料理なんて、レシピ通りにやりさえすればそうそう失敗なんかしないんだけど。

「あ、そう言えばルシエル様って、朝からお肉は胃がもたれるんでしたっけ？」

「いや、平気だ。ウサギをナマで丸ごと出されさえしなければな」

　ホント、一か月前の食卓と今の食卓を見比べてみてほしい。文明レベルがまるで違う。村の調査を進めるのもいいけど、こうした成長もドンドン促していきたいところだ。

「ところで、今日はどこを見に行くんでしたっけ？」

「あぁ、西の方を見に行こうと思ってる。前にトルチェが襲撃してきた時に一度行ってるけど、周りなんてほとんど見られなかったしな」

　コルルの質問に答えつつ、俺は当時の記憶に想おもいを馳はせる。

　西門の門番をしていたのは確か、リルネフという名前のお姉さんだ。

　一見すると美人なんだけど、何となくカッコ良さげな模様が描いてある目隠しをして、両手両足を鎖でグルグル巻きにした変態。

　オマケに何とも言えない独特な話し方をするヒトで、話し相手を勝手に自分の盟約者という事にしてしまうくらいだ。並の感性じゃ手に負えないため、ぶっちゃけコルルのガイドはそのヒトのためにあると言っても過言ではない。

「なぁコルル。リルネフさんってあまり見ないタイプのヒトだけどさ……何か注意事項ってあったりするか？　ファリアルさんみたいに突然石化するとかないよな？」

「あははっ、石化しちゃうのはファリアルお兄ちゃんだけですよ。あ、でも……」

「？　でも？」

　おい、どうしてそこで言葉を区切る？　頼む、意味深なタメを作らないでくれ。

「凄すごく思い込みが激しいヒトと言うか、自分の世界を持ってるヒトなので、あまりヒートアップさせちゃうと怖い、かも」

「ヒートアップって、例えば？」

「例えば……リルネフさんって両手両足に鎖を巻き付けてますけど、あれが全部解けたりするとかなり危険です。最強の獣を封印しているという設定なので」

　なにその設定、怖い。というより恥ずかしい。俺も小さい頃、似たような設定作って遊んでた記憶が……。

「〝我が魂こん魄ぱくに宿りし内うちなる獣よ！　血に刻まれし盟約に従いて、今ここに顕けん現げんせよ！〟みたいな？」

「そんなっ！　ルシエル様の中にも最強の獣が!?」

　どうやらかなりの再現度だったらしい。

　よし、彼女の扱い方は何となく分かった。気を付けなきゃいけないのは、彼女に同調しすぎない事。そして絶対に鎖を解かない事。その二点さえ守れれば、何の問題もない訳だ。

「予習もバッチリ済んだ事だし、とっとと飯食って図書館に行こう。そこで魔王と合流して、西門に出発だ！」

「はーい！」

　コルルのいい返事に満足した俺は、豪快な仕草でチキンに齧かぶり付つく。あぁ、今回は労せず事が進みそうだ。

　もしかしたら、ついでに北門にだって寄れちゃうかもな。







　早々に朝食を食べ終え、やって来たのは村の中心、大図書館。

　読書好きな俺の憩いの場だったが、最近は魔王が住み着いてしまったせいで中々足を運べずにいた。

　が、今日は違う。何しろその魔王に用があるんだからな。

「おーい魔王サマー、迎えに来てやったぞー」

　俺は木製の大扉を押し開けると、遠慮なく図書館の中へ。するとそのすぐ正面、古書がいくつも積み上げられたカウンターテーブルに、小さな司書の姿を見つけた。

　食には関心がないと豪語する読書家にして、隠れ怪力。そんな珍妙な属性を併せ持った元・サイクロプス少女、リュフェだ。

「ん、ルシさん。お久し振りですます。コルさんも、どうも」

　訪問者が俺おれ達たちだと知ったリュフェは、軽く会え釈しやくをしてボソリと一言。後はお好きにとでも言いたげに、さっさと手元の本へ視線を戻してしまった。

「えへへ、ご無沙汰ですリュフェさん！　今日はどんな本を読んでるんですか？」

《それにはわたくしも興味がありますね。お勧めなら是非教えて下さい》

　コルルは単純に好奇心、レグナは知的探求心と、まるで正反対の動機でリュフェの本を覗のぞき込こむ二人。いや二人っていうか、今更だけどレグナはどう数えたらいいんだ？　一匹？　一個？

　どうでもいい事で悩み出した俺をよそに、リュフェは読んでいた本を閉じると表紙が見えるように掲げてみせる。コルルが読み上げたそのタイトルは──。

「『突然魔王が押し掛けてきたけど、私に気があるワケじゃないよね？』」

　なぁ魔王よ、お前の予感的中してるかもしれないぞ。

　てか何だ、この妙にモダンな空気を醸かもし出だしたタイトルは。最近はこんな本もあるのか……。

「どんな内容なんですか？」

「ラブコメというジャンルの読み物ですます。とある国のお姫様のもとに、ある日突然魔王がやって来て〝何も言わずに花嫁のフリをしてくれないか？〟とお願いしてくるのですます」

　なるほどな。そうして偽りの結婚生活を続けるうちに、やがて本当の愛が芽生えていくみたいな、そんな感じのストーリーか。

「ところがお姫様は、魔王が好みのタイプではなかったので何も言わずに他人のフリをしたのですます。そしたら魔王は〝結婚三年目の倦けん怠たい期きからスタートなのだな！　分かった！〟と、あらぬ誤解をしてしまい……という感じで、ひたすら魔王が誤解していくストーリー」

　予想と全然違う展開だったよ。しかもこの誤解、俺の知ってる魔王がめっちゃやらかしそうなんだけど偶然って怖いな。

　さて、これ以上この話を広げていくと現実の魔王が危き惧ぐする展開に突入しかねないので、そろそろ俺も会話に加わるとしよう。

「元気そうだな、リュフェ。相変わらずヘンテコな話し方だけど」

　あえてちょっとした憎まれ口を叩たたく事で、話の軌道を強引に修正。俺の目もく論ろ見み通り食いついてきたリュフェは、やる気のない半目を一段と細めて抗議の声を上げる。

「ヘンテコではないですます。これは洗練された最上級の言葉遣いなのですます」

「そりゃ凄すごいな。でも洗練されすぎてるのか、お前以外は使ってないみたいだぞ？　もう少し流は行やりだしたら俺も使う事にするよ」

「むぅ……わたし以外もちゃんと使ってるですます」

　またまたご冗談を。俺だって一か月以上この村で暮らしてるが、そんな奴やつ見た事もないぞ。

　と、高たかを括くくったその時だった。

「リュフェよ。この古代言語辞典の下巻はどこですます？　あっ……ゴホン！　早いなルシエル、もう来ていたのか」

「……」

　魔王……俺はどこから突っ込めばいいですます？　まさかこの図書館ではこれが共通言語ですます？
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「か、勘違いするな。戯たわむれに使う時もあるだけだ。普段から言っている訳ではない」

「その弁明を待ってたよ」

　ふぅ、危うく俺も〝ですます調〟にならなきゃいけなくなるところだったぜ。

　魔王サマの呆あきれるくらいユーモラスでフレキシブルな一面を垣かい間ま見みたところで、早速本題だ。

「西門までは少し距離があるから、早めに迎えに来たんだ。準備はできてるか？　何か調べ物してたみたいだけど」

「問題ない。石碑に書かれていた古代精霊文字を復習していただけだ」

「石碑？　何の話ですます？」

　石碑という単語に興味を惹ひかれたのか、俺おれ達たちの会話に横から割り込んでくるリュフェ。まさか、石碑の事を知らないのか？　この村の住人だったらすぐにピンと来そうなもんだけど……。

「リュフェさん、覚えてませんか？　村に門と櫓やぐらを建てる時に目印にした、小さな石の板があったじゃないですか。見た事もない文字が彫られてたやつです」

「え……わたし知らないですます」

　全く心当たりがないようで、リュフェは目を丸くして首を振る。

「どうして……どうしてそんな重要な事、わたしにだけ伏せられていたですます？」

　他の異種ゼノ達たちは当然のように知っているのに、自分だけ知らされていなかったという事実。釈然としない気持ちが湧き上がり、リュフェの左目にみるみる涙が溜たまっていく。

「ご、ごめんなさいリュフェさん！　悪気はなかったんです！　自然と誰かの口から耳に入るだろうって、多分みんなそう思い込んで……！」

「あ、思い出したですます。関わったら櫓やぐら建てるの手伝わされそうだったから、ずっと逃げ回ってたですます」

「って自じ業ごう自じ得とくかよ！」

　心配して損したわ！　てっきりリュフェだけ仲間外れにされてたんだとばっかり……。

「そんな面白そうな物が櫓やぐらのところにあるなら、わたしもついて行っていいですます？」

「もちろん！　いいですよね？　ルシエル様。魔王さんも」

　コルルに確認されるまでもなく、異論はない。あのトルチェでさえなければ、同行者は誰であろうと大歓迎だ。

「じゃあ〝メギンギョルズ〟を持って……と」

「それは置いていきなさい」

　メギンギョルズ──別名〝雷神の力帯〟とも呼ばれる、伝説級の装備品。ちょっと前に図書館の司書継続を賭けた戦いに向けてリュフェが作った、切り札にして最高傑作だ。

　折角作ったのに一度も有効活用されず残念なのは分かるが、スーパーパワーを得られる腰帯なんか持って一体何をするつもりだ。リルネフさんを叩たたきのめしにいく訳じゃないんだぞ？

「おやつくらいは持って行っていいですます？」

「あぁ、それなら好きなだけいいぞ」

　俺がそう許可すると、リュフェはカウンターテーブルの下に潜り込んでゴソゴソ。数秒後、立ち上がったリュフェが手にしていたのは、黒光りする謎の球体だった。

「んっ!?　それって……例のスーパーヤシの実じゃねぇか！」

　出会ったばかりのファニルが握にぎり潰つぶし、俺をビビらせるつもりでケイルさんが握にぎり潰つぶそうとしたけど駄目だった、あのヤケに硬そうな魔界原産の果物！

　あれっておやつだったの!?　だからケイルさんも持ち歩いてたのか！　力自慢が握力を見せつけるための物だと思ってた……。

　突如明かされた衝撃の事実に戦せん慄りつを覚えつつ、俺、コルル、リュフェ、魔王の四人はいよいよ村の西門へと向かうのだった。







『モンスティエラ』の最西端、西門。

　その地にそびえる櫓やぐらの頂上には、村の脅威を嗅きゆう覚かくだけで嗅かぎ分ける一ひと角かどの門番がいるという。

「……いらっしゃい。ここに来るのは分かっていたわ」

　その者の名は、リルネフ。彼女は銀灰色の髪と尻尾を風になびかせ、櫓やぐらを降りて俺おれ達たちの到着を待っていた。

「よく分かりましたねリルネフさん。それも自慢の鼻が教えてくれたんですか？」

　俺は腕を組み、あえて強気な笑みを浮かべて問う。問われたリルネフさんは静かに笑いながら俯うつむくと、鎖まみれの右手を口元に寄せた。

「無ぶ粋すいな言い方をするのね、坊や。私が感じていたのはもっと根源的なモノよ……。そう、もしソレに名を与えるとしたら……──〝運命〟」

「普通に櫓やぐらの上から目隠しずらして見てましたよね？」

「そうとも言うかしら」

　はい接待終了。これ以上真面目に付き合ってたら、彼女の中の獣がエキサイティングしてしまいかねない。

「リルネフさん、おはようございます！」

「リルさん、何気に初めましてですます」

「おはよう盟約者コルル。そしてリュフェ、会えて嬉うれしいわ。でも御免なさい、この両手は那な由ゆ他たの刻ときを経た今も、底知れない邪悪を孕はらんでいるの。貴女あなた達たちに触れる事はできないわ」

「大丈夫です。むしろその手で撫なでられると、鎖の繫つなぎ目に髪の毛が引っ掛かって痛いので」

　本当に邪悪な手だった。というか、過去に撫なでられた事がある言い方だよな、それ。

「ところで……今日は何をしにこんな辺境の地へ？　ここには何も無いわ。あるとすれば……孤独と空虚、寂せき寞ばくと憂ゆう鬱うつ。そして……絶望」

「結構色々揃そろってるような……」

　しかも、寂しさとか退屈さを感じさせるラインナップ。どうやらリルネフさんもコルルと同じく、相当暇してるっぽい。

　何だかこうして寂しがってるのを見せられちゃうと、さっさと本題に移ってパッとお別れってのも気が引けるなぁ。かと言って、何か盛り上がるような話題も咄とつ嗟さには思い付かない。

　そうして俺が話の種を探していると、痺しびれを切らした魔王が口火を切った。

「単刀直入に聞く。ここの櫓やぐらの下にも太古の石碑があるのだろう？　無事なのか？」

「どストレートに言ったなぁ魔王。空気が読めない訳じゃないだろ」

「生あい憎にくとつまらん御ご託たくを並べる趣味はないのでな。どうなんだ鎖女」

　魔王に強い調子で問われ、リルネフさんはくすりと笑う。そして石碑へ導くように左手を翳かざすと、慎つつましくも妖よう艶えんな所しよ作さで頭を下げた。

「ふふっ、その目で確かめてみるといいわ、せっかちさん。ただし二つだけ教えてあげる。この世に始まりが生まれた時、終わりもまた生まれ落ちる。そして石碑にとっての〝黄たそ昏がれ〟は、私がもたらしたものではないという事よ」

「要するに、もう壊れてるけど私がやったんじゃないから許してね、って言ってます」

　リルネフさんの言葉を即座に翻訳してくれるコルル。気が利きくじゃないか、この翻訳が確かなら石碑を見に行くまでもなさそうだ。

「別に怒ったりはせぬ。写しさえあるのであればな」

「リルネフさん、怒ってないから写しを寄越せって言ってます」

「余の言葉まで翻訳する必要あるか？」

　気が利ききすぎるのも困りものだな……。ともあれ、リルネフさんは俺おれ達たちが何を求めてここに来たのか理解したようだ。

「なるほどね……貴方あなた達たちの目的は、この私が持つ英知の欠片かけら〝ウィズダム・ノンブル〟。そういう事ね？」

「そうです！」

　なんかコルルが元気一杯に答えちゃったけど、そういう事なのか？

「それであれば肌身離さず持っているわ、厳重にね。盟約者コルル、私の右手を解放してちょうだい」

「ほう？　手に写しを持ち、腕ごと鎖で封印したというのか。確かに厳重な事だ」

「意味を繙ひもとかれれば、瞬またたく間まに世界を滅する文字だもの。慎重にならざるを得ないわ」

　え、そうなの？　何か勝手に不穏な設定生やしてない？

　俺が首を捻ひねっている間にも、コルルはせっせと鎖を解いていく。幾いく重えにも巻かれていた鎖はジャラジャラと音を立てて地に伸び、やがてその全てが取り払われた。

　だが……。

「おい、無いではないか！　右手に持っているのではなかったのか？」

　露あらわになったリルネフさんの右手は、なんと空っぽ。これは一体どういう事なのか。魔王が声を荒らげてリルネフさんに詰め寄るが、彼女は思い出したように顔を上げた。

「御ご免めんなさい、定期的に隠し場所を変えていた事を忘れていたわ。今は左手にあるの。盟約者コルル、さぁ左手の解放を」

「え～、もう指が痛いよ～」

「ん。ではわたしがやるのですます」

　悲鳴を上げるコルルに代わって役目を引き受けたのは、それまで静観していたリュフェだ。

　彼女はリルネフさんの左腕を両手でガッチリ摑つかむと、足を肩幅まで開いて目を閉じる。そして大きく息を吸い込み──。

「どっせぇぇぇぇいっ!!　ですますっ!!」

　ブチブチブチッ!!

　鉄製の鎖が、まるで庭に生えた雑草を毟むしるかのような勢いで取り払われていく。厳重に巻かれていたはずの鎖は、あっという間にただの鉄てつ屑くずと化してしまった。

「あぁ、この鎖結構高かったのに……いいえ、これも運命ね。さぁ受け取ってちょうだい、これが大いなる遺産〝ウィズダム・ノンブル〟よ」

「……いや、そう言われても……」

　差し出された左手もまた、空っぽ。この流れはもしかして……。

「ふっ、そういう事。どうやら写しがあるのは、左右の足のどちらかのようね」

「何となく思ってたけど、管理雑すぎない？」

　結局右か左かも分からないというね。こうなったらもう、両方取っ払うしかない。

「リュフェ、頼む」

「了解ですます」

　さて、右足は……くそ、無い。ついてないな、賭けはものの見事に全部外れってか。けど、後はもう外しようがない。リュフェは全く勢いを衰えさせず、最後の鎖を引ひき千ち切ぎった。

「ん、あった」

　解放された左足、そのブーツの紐ひもに挟まるようにして隠されていた紙切れを、リュフェが手に取る。広げて中を改めると、それは確かに石碑の写しのようだった。

　良かった……ひょっとしたらここにも無くて、『あ、やっぱ家だったぴょん、てへ！』なんて可か愛わいく言われてたら、流石さすがの俺でも許すまでに五秒は掛かる。

「……ん？　どうしたんだ？　コルル」

　ようやく写しが手に入って、みんなで一息ついたところなのに……何でそんなにガタガタ震えてるんだ？

「あわわわ……まっ、まずいですよルシエル様！　鎖が……リルネフさんの鎖が……！」

「鎖がどうしたって？　壊しちゃったのは悪かったけど買い直せば……、……ああっ!?」

　や、やばい！　鎖が全部解かれちまってる！　これじゃあ……！

「くっ……!?　あぁ、あ……ふ、封印がっ……力が……暴走する！　いけないっ、みんな逃げなさい！　今すぐ逃げっ、ああぁぁぁぁッ!!」

　突如右腕を押さえて苦しみ出すリルネフさん。え、どういう設定？　何で右腕だけ押さえてるの？　両手足全部の鎖が解けたからこうなったんじゃないの？

「ど、どういう事だルシエル！　一体あやつの身に何が!?」

「お、落ち着け魔王！　えっと、あれは内なる獣の封印が解けた……演技？」

　そ、そうだ、演技だ。これはそういう設定ってだけで、本当にリルネフさんの中に最強の獣が封じられている訳じゃない。怖がる事なんて何も……。

「甘く見ちゃいけませんルシエル様！　彼女の正体は元・〝フェンリル〟！　数いる獣系魔物の中でも、最強の存在です！」

「厄やつ介かいすぎるだろこのヒト！」

　最強の獣って、このヒト自身の事だったのかよ！

　俺は背中を見せてしまわないように注意しつつ、思い切り距離を取る。もしこのまま戦闘になるようなら、悔しいが俺にできる事はない。けど、ここには魔王がいる。何ならリュフェや、コルルだって。元・フェンリルの一人や二人、どうって事ないはずだ。

「グルルルル……」

　いつの間にか目隠しが弾はじけ飛び、露あらわになったリルネフさんの金の瞳。それは獰どう猛もうな輝きを放ち、獲物を求めてこちらに狙いを定めてくる。魔王はどこからともなく漆黒の愛剣を召喚し、既にやる気満々だ。

「ククッ、面白い！　この魔王に牙を剝むくか。良かろう、ルシエルとの誓約はあれど、降ふり掛かる火の粉こは払わねばなぁ！」

「お、おい魔王、怪け我がはさせるなよ？　彼女はその、ちょっと特殊な性癖の持ち主ってだけで、本当に自我を失なくしてる訳じゃないはずなんだ。……多分」

「ふん、それは剣を交えてみれば分かる事よ。来い鎖女！　余が調教してやろう！」

「グルァッ!!」

　魔王の煽あおり文句を合図に、内うちなる獣を解き放ったリルネフさんが咆ほう哮こうとともに地を駆ける。

　それは目を疑うようなスピードだった。瞬時に間合いを詰めたリルネフさんは、その右腕を巨大な狼おおかみの前足に変えて振り被かぶる。これが彼女のオリジンフォームなのか。

「見え透いた手だな、メス犬！　はぁぁぁぁッ!!」

　正面から力任せに打ち込まれた一撃を、いとも容易たやすく受け止める魔王。火花を散らす刀身をそのままクルリと回して爪をいなすと、間髪を容いれず反撃の剣が閃ひらめく。

「ガウッ！」

　短い咆ほう哮こうを置き去りにし、リルネフさんは急加速。弧を描く魔王の剣は空くうを切り、攻守交替。地を舐なめるほどに前傾したリルネフさんが魔王の背後を取っていた。

　振り返っている時間はない。まさか……魔王が負ける？

「ふむ……速さは申し分無し。だがそれだけに、惜しい」

　完全に虚きよを突いたはずのリルネフさん。しかし彼女の爪は、未いまだ背を向けたままの魔王の剣によって軽々と阻はばまれていた。

「視界から外れたなら、それは死角に移ったという事。死角からしか来ぬと分かる攻撃など、わざわざ見ずとも受けられるというものよ」

「ガルルルル……ガウッ！　ガウッ！　グガウッ！」

　決め手となる一撃が入らない事に業ごうを煮やしたのか、リルネフさんは左腕までをも獣に変えて強烈な連打を見舞う。が、魔王はいつしか剣で受けるのをやめ、全ての攻撃を紙一重で避よける作業を繰り返した。

「分からぬか犬よ、単調だと言っている。これも、これも、この攻撃もだ。これも……いや？　違うな。おい貴様、まさか……そういう事なのか？」

　ついには避よける事さえやめた魔王の脇腹を、巨大な獣の爪が掠かすめていく。直撃したかに思えたが、どうやらギリギリで逸それたようだ。魔王ともなると運もいいらしい。

　その応酬を最後に魔王は大きな溜ため息いきをつくと、剣を地面に突き立てた。

「やれやれ……しばらく振りに本気を出せるかと思いきや、余の独り相撲であったな」

「え？　そ、そりゃどういう事だ？　魔王」

「後は任せるという事だ、ルシエル」

　つまらなそうに目を伏せた魔王からの、突然のバトンタッチ。まるでその意を汲くみ取とったかのように、リルネフさんの目は自然と俺に向けられていた。

　何だ？　何で突然俺に標的が変わった？　動かなければ逆に襲ってこないのか？　それとも敵意を見せなければ……って、考えてる間にこっち来てるっ！

「ちょまっ……！」

　あまりの展開に狼狽うろたえ、半歩退がった刹せつ那な──それまで俺の足が置かれていた地面に巨大な爪つめ痕あとが刻まれる。それは運良く掠かすりさえしなかったものの、俺の腰を抜かすには充分すぎる威力だった。

「待て待て待て待てっ！　死んじゃうから！　今度こそ絶対に死んじゃうから、それ！」

「臆するな。仮契約とはいえ、今の貴様には〝光の加護〟があるであろう」

「加護による蘇そ生せいは一度きりの奇跡なんだよ！　こんな状況じゃ、俺は何度だって殺されちまう！　コ、コルル頼む、助けてくれ！」

　情けないのは百も承知で、俺は救援を要請する道を選んだ。指名されたコルルは顔を真っ青にしつつも、尻尾を丸めて俺の前に立つ。

「こ、このっ、あぁぁあっち行けっ！　シッシッ！」

《え、援護を求めますリュフェ様！　早くっ！　一刻も早くわたくし達たちの援護をっ！》

　見せ掛けだけ勇猛な本体と、ダダ洩もれな本音が奏かなでる不協和音。要望を受けたリュフェは俯うつむき加減に首を振ると、渋々といった様子でコルルの横に並んだ。

「メギンギョルズは置いていけと言ったルシさんですますが、今言うべき言葉は？」

「ごめんなさい」

　いや、本当にごめんと言う以外にない。予習までしておいてこんな事になるなんて、思いもしなかったんだ。

　でもどうか安心してほしい。俺だって、ただ女の子の後ろに隠れて震えているだけで終わるつもりはない。この状況を打破するため、俺に考える時間を作ってくれればそれでいいんだ。

「二人とも、頼む。時間を稼いでくれ。ほんの少しでいい」

「すすすす少しってどのくらいですか!?　一秒ですか!?　それとも一，コンマ一秒ですか!?」

「もう少し気前のいい単位でお願いできる？」

「一分。それ以上は自信がないですます」

「分かった、じゃあ一分で。でも本当に危ないと思ったら、迷わず逃げろよ」

　有無を言わせぬ厳しい口調で言うリュフェに、俺も同じ口調で返す。

　さぁ──考えろルシエル。戦えない俺にもできる、最善の一手を。

「グッ……！　コ、コル、ル……我が盟約者。逃げな、さい、早くっ……！　貴女あなたを、傷付けたく、ない……ハッ、ア……！」

「！　リルネフさん、まだ意識が残って……!?」

　付き合いが長いコルルには特別な思い入れがあるのか、息を荒らげながらも警告を発するリルネフさん。意識が残っていた……というより、そもそも今まで本当に意識が無かったのか？

　そこからして怪しいが、素直なコルルは場の空気にすっかり吞のまれていた。

「だ、大丈夫ですリルネフさん！　あなたの暴走は、私わたし達たちが絶対に止めてみせます！」

「う、嬉うれしい、わ……そう言ってもらえて。でも……うぐっ、もう駄目、これ以上は意識が持たない……！　がっ、ああぁぁぁあアアアアアアアアッッ!!」

　ほら……なんか今のリルネフさん、コルルのリアクションにすっごい嬉うれしそうな顔したように見えたんだけど、俺の気のせいか？

　封印なんてリルネフさんが用意した設定でしかないんだし、これってやっぱり演技じゃないの？　どうせ暴走なんてしてないんでしょ？

「グガァッ!!」

「うおっ!?」

　微妙に締まらないやり取りを見て一瞬気が抜けた俺だったが、直後に繰り出された彼女の攻撃を見て考えが変わる。今のはガチでヤバイ……紛れもなく全力だった。

　容赦なく振り抜かれた腕。そこに込められた剝むき出だしの殺気。演技なんかには到底見えない本物の狂気が、俺の心に恐怖という名の爪つめ痕あとを残す。

　希望的観測に甘えてたら終わりだ。現に今の一撃も、コルルが咄とつ嗟さに避よけなければアウトだったじゃないか。

「ふひぃっ!?　や、やっぱり無理ですっ、私はリタイアですぅ！」

　ほら、もう心が折れてる。獣の直感は俺の目なんかよりよっぽど敏感で、正確だ。リルネフさんが本気で殺しに掛かってきてるって事は、コルルの涙目が如によ実じつに物語っていた。

「コルさん、無理しないで。次はわたしの番ですます」

　グルグルと肩を回しながら割って入ったのは、珍しくやる気のあるリュフェ。

　そんな彼女を見たリルネフさんは、それまでの勢いを潜めて冷静な目で彼女を観察する。

　多分、彼女の本能的な部分が警鐘を鳴らしているんだろう。……その慎重さは正解だ、リュフェはこと腕力において、あのファニルに勝るとも劣らないのだから。

「グルル……ルガァッ!!」

　しばらく左右にステップを刻んで様子を見ていたリルネフさんだったが、いよいよ分析を終えたのかリュフェに襲い掛かる。

　対するリュフェは──動かない。真正面からぶつかるつもりだ。

「ぐぬぬぬぬぬぬ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　鈍い衝突音を響かせ、二人はがっぷり四よつに組む。岩のように一歩も引かない両者のパワーはほぼ互角。微かすかに大気が震えているのは、筋肉の振動によるものか。

「ふぬぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]！　っはぁ、はぁ……もう……限界……」

　顔を赤らめ、苦く悶もんの表情を浮かべて密着する美女と美少女。この押し合い、色んな意味で少しも目が離せない！

「なにガッツリ観戦してるですますルシさんっ！　もう一分経たったはずですますがっ!?」

「すみませんついっ！」

　くっ、俺とした事が我を忘れて興奮しちまったぜ。これじゃ何のための時間稼ぎか分からん。リュフェももう限界みたいだし、そろそろ……。

「待てルシエル、今良よいところなのだ」

「ってお前も普通に観戦してんじゃねぇよ魔王！」

　気持ちは分かるが、俺はこれ以上観戦してられないんで一応アクションは起こすぞ？

「さて……と。やるか」

　自分を鼓舞するようにそっと呟つぶやき、一歩前へ。首、手首、足首と、関節を順にほぐして闘志を燃え上がらせていく。

　そんな俺の様子を見て血相を変えたのは、俺の隣に退避していたコルルだ。

「え、ど、どうしたんですか？　ルシエル様。急にやる気出したりして……」

「どうもこうも、お前が感じてる通りだぜ？　次は俺がやる」

「えぇっ!?　そ、そんな無茶ですよ！　だってルシエル様は激弱なんですから……って、自分で言ってたじゃないですか！　わ、私はそうは思いませんけど」

「そうだね、確かに自分で言ってたね」

　言い逃れるのが段々上う手まくなってきたな、コルル……。

「心配すんなコルル。お前が稼いでくれた五秒と、リュフェが稼いでくれた一分で、俺はこの状況を打破する方法を思い付いた」

「ほ、本当ですか！　す、凄すごいですルシエル様！　ちなみにどんな方法ですか？」

「それは実践してみせた方が早いな。……リュフェ！　よく頑張った！　時間稼ぎはもう充分だ！」

　俺がそう呼び掛けると、リュフェは最後の力を振り絞ってリルネフさんを押おし退のける。長らく続いていた摑つかみ合あいが解けた事で、膝ひざからその場にくずおれるリュフェ。俺は咄とつ嗟さに駆け寄ると、彼女の体を優しく抱き留めた。

「はぁ、はぁ……作戦、思い付いたですます？」

「あぁ、お陰様でバッチリだ。後は俺に任せてゆっくり休んでくれ」

　力強い笑みとともにそう答えると、俺はリュフェの体をコルルに預ける。

「ルシエル様……本気なんですね。私、もう心配で心配で……あのっ！　最後に一つだけいいですか？」

　どうしても不安が拭い去れないのか、コルルは震える声を投げ掛けてくる。自分の信用の無さに苦笑いしそうになるのを堪こらえつつ、俺は穏やかに聞き返した。

「何だ？」

「もしルシエル様の身に万が一の事があったら、食べてもいいですか？」

「好きなだけ食えよもう！」

　一体何を心配してるのかと思えば、こいつは～！

《冗談ですよ、ルシエル様。こう言っておけば、貴方あなたは意地でも生きて帰ろうとするでしょう？　今の発言は、そういった効果を望んでのものです》

「ちょ、ちょっとレグナってば……！」

　う、うん……そういう本音が隠されてたとなると、急にこそばゆいな……。

「安心してくれよコルル、大丈夫だから。俺は死んだりなんてしない。絶対に勝つ」

　そして予言しよう。ここから先の展開は、一方的なものになると。俺がボコボコにされるっていういつものお約束じゃないぞ？　本当に俺が勝つんだ、それも……無傷でな。

　俺は大きく足を開き、息を吐きながらゆっくりと腰を落とす。更に全身の〝気〟を練るように腕を動かし、僅かに右足を引いて斜に構えた。

　こんなもの、はっきり言って即興だ。でもそれで充分。何な故ぜなら俺は……今この場に限り、最強になるからだ。

　相手に向けて伸ばした左腕、その手の平を上向きに返し、俺は挑発的に言い放つ。

「さぁ、遊ぼうぜリルネフさん。このルシエル・Ｆ・ステファノスが、最後まで本気で付き合ってやるよ！」

　指先を手前に曲げて『来い』とアピール。その瞬間、リルネフさんは動いた。

　それは今まで何度も見せた神速の踏み込み。俺なんかには到底見切れるはずもない。が……俺はその踏み込みに続く一撃を難なく躱かわす。

　言っておくが、これは俺の聖王としての血が覚醒しただとか、そういうご都合主義的なものなんかじゃない。とはいえ大掛かりなトリックがある訳でもない。

　ただ純粋に当たらないんだ。そう俺自身が、信じる限り。

「グガッ!?」

　思わず驚きよう愕がくの声を上げるリルネフさん。そりゃ驚きもするだろう。彼女ほどの実力者なら、俺がどれだけの雑ざ魚こかは分かっていたはずだ。それがこうして鮮やかに、最小限の動きで躱かわしたってんだから、驚かずにはいられまい。

「どうした？　それで終わりじゃないんだろ？」

「グッ……ルアァッ！」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよを見せたあと、流れるような連撃が俺を襲う。しかし今の俺にとってはそんなもの、止まっているも同然だ。ステップ、スウェー、ダッキング、様々な回避行動を駆使して、俺は全ての攻撃を軽やかに捌さばいていく。その余裕たるや、鼻歌を歌う事さえ可能なほどだ。

「す、凄すごい、ルシエル様……どうしてあれだけの動きが？　弱かったはずじゃ……？」

「素晴らしい……実に素晴らしいぞ！　やはり余の目に狂いはなかった！」

「えっ、やっぱり魔王さんの目から見ても凄すごいんですか？　あれ」

「ふ、無論だ。あれだけの芸当を見せつけられてはな」

「そっかぁ、ルシエル様ってやっぱり凄すごい人だったんだ……ルシエル様、頑張って下さい！」

　コルルからの熱い声援を受け、俺のテンションは最高潮に達した。

　いいぜ、完全回避にはもう飽きた。ここらで幕を引こうじゃねぇか。

　俺は逃げに徹していた足を止め、オフェンシブな体勢にシフト。そんな俺の自分勝手な動きにまで即座に対応してくるってんだから、リルネフさんの強さは間違いなく本物だ。けど残念かな、相手が俺だったのが運の尽きだぜ。

　さぁ、流れは変わった。完全勝利の時まで……秒読み開始だ。

「逢おう魔まが時ときに狂いし獣の王。その遺恨、我が名において今一度鎮しずめよ！」

「ギャウッ!?　ソ、ソノ技ハ、マサカ……貴様ァァァァ!!」

　奥おう義ぎの発動に気付いたリルネフさんが咄とつ嗟さに飛び掛かろうとするが、もう遅い。これで……この一撃で終わらせる！

「浄化の双拳──『セイクリッド・パーム』!!」

「ガアアアアアアアアーーーーッッ!!」

　両手首を合わせるようにして押し出した俺の掌しよう底ていが、リルネフさんの腹部に直撃する。彼女は凄すさまじい悲鳴を上げてのたうち回った末、ピクリとも動かなくなった。

「か、勝った……？　ルシエル様が、本当に……？」

「何だよコルル。信じてなかったのか？　勝つって言ったぜ、俺は」

　力が抜けてへたり込んだコルルの頭を、俺はガシガシと撫なでてやる。すると実感が湧いてきたのか、コルルは目を輝かせて飛びついてきた。

「凄すごい、凄すごい凄すごい凄すごいですっ！　まさかあのリルネフさんに勝っちゃうなんて！　一体どんな作戦だったんですか？　そんなの要らなかったじゃないですか！」

「いや、要らないって事はなかったぞ。ああ見えて最初から最後までずっと、忠実に作戦を実行してたんだから」

「え、そ、そうだったんですか？　一体どんな作戦を……？」

「ふふん、それはな？」

　と、俺が種明かしをしようとしたその時、リュフェが小さく手を挙げて言った。

「あの、二人とも。喜ぶのはいいですますが、リルさんは？　死んじゃったですます？」

　そう言えば……。これは話し掛けないと起きないフラグか？　この徹底っぷり、このヒトには本当に困ったもんだ。

「リルネフさん、リルネフさん、起きて下さい。もう内うちなる獣は再封印されましたよ」

　無造作に近付く俺にコルル達たちは何か言いたげだったが、怖がる必要はない。彼女の暴走は、俺が止めた。そういう事になったんだから。

　何度か肩を叩たたいたところで、リルネフさんはパッと瞼まぶたを開く。そして何事もなかったかのように立ち上がると、服に付いた汚れを払った。

　啞あ然ぜんとするコルルとリュフェを一いち瞥べつし、くすりと笑うリルネフさん。俺も釣られて笑うと、どちらからともなく握手を求めていた。

「感謝するわ、盟約者ルシエル。いえ、〝同志〟ルシエル。ここまで堪たん能のうしたのは本当に久し振りよ」

「いえいえ、どう致しまして。俺も案外楽しかったですよ」

　確かに最初はどうなる事かと思ったが、終わってみればどうという事はない。

「えっと、あの……？　何がどうなって……？」

　疑問だらけで今にもパンクしそうなコルルとリュフェ。いい加減可哀かわい想そうだし、さっさと説明するか。

「初めから分かってた事だろ？　演技だ、演技。まぁ、俺も途中までは気付けてなかったから偉そうな事は言えないけど」

「演技って……、そんな！　あれが演技だったって言うんですか!?　あり得ないです！　だってあの殺気は本物でした！　そうでしょリルネフさん！」

「ええそうね。確かにあれは、本物の殺気だったわ」

「ほ、ほらやっぱりっ！」

　あっけらかんと返されるリルネフさんの言葉に、コルルは頰ほおを膨らませる。

「つまりリルネフさんは、私わたし達たちを本気で殺すつもりだったと？」

「それは違うわ。私が見せたのは殺気であって、殺意じゃない。殺す気どころか、怪け我がをさせるつもりもなかったわ」

「え、でも……避よけなかったら大惨事でしたよね？　あれ」

「避けなかったらそうでしょうね。でも、貴女あなたは避よけていた。でしょ？」

　リルネフさんの言い分に、コルルはいよいよ絶句する。そうなった彼女の後を継いで、今度はリュフェから質問が飛んだ。

「避よけなかったらどうするつもりだったですます？　結果オーライで済まされる問題ではないと思うのですますが」

「もちろん。だからもし避よけてくれなかったら、私が外すだけよ？　というか……必ず避よけられる攻撃をしていたつもり。魔王さんには手加減が過ぎたのか、すぐに愛あい想そを尽かされちゃったけれど」

　そう。魔王がいきなり戦意を喪失したのは、それが原因だったんだ。俺もその時にはそれに気付けてなかったけど。

　でもその後、俺への最初の攻撃を避よけた時、何かがおかしいと感じた。

　次元が違うとさえ思った、リルネフさんと魔王の攻防。あれだけの強さを持つヒトを相手にこの俺ごときが、たとえまぐれでも攻撃を避よけられるだろうか？　と。

　そしてその次、コルルへの攻撃を見た時……俺は心の底から恐怖を覚えた。ここまで明確に殺気と殺意を使い分けられるバケモノがいるのかと。

　彼女はコルルの実力を熟知していたから、〝これならギリギリ避よけてくれる〟というレベルに調整した攻撃を、驚くほど精密に実行していたんだ。

　更に極め付きだったのが、リュフェと対たい峙じした時。あの時、リルネフさんは少しの間動きを止めていた。当然だろう。リルネフさんとリュフェは、今日が初対面だったんだから。

　初めて会ったリュフェの実力を見極めるため、リルネフさんはしばらく彼女を観察した。そしてたった数秒で完璧に見極め、互角の押し合いを演じてみせたんだ。

「コルルとリュフェとの戦闘データが取れたお陰で、俺は確信したよ。リルネフさんは暴走なんてしていない。本物の殺気を織り交ぜた上で相手を絶対に傷付けないという条件を課した、超高度な決闘ごっこがしたいだけなんだってな」

「ごっこ……？　そんな、あれがごっこ遊びだったって言うのですます？」

「あぁ。俺がリルネフさんに挑む時に言ったろ？　『遊ぼうぜ』って。当たれば即死の攻撃がビュンビュン飛んでくるようなごっこ遊びなんて、そうそうできないぜ？」

「クククッ、そうだな。だからこそ余も驚嘆したのだ。ルシエルのお粗末な回避動作全てに、ギリギリ避よけられる攻撃を合わせ続けるなど至難。まさに神かみ業わざとも呼べる芸当よ」

「あ、あの時魔王さんが素晴らしいって褒めてたの、リルネフさんの方だったんですか!?」

　あぁそうだよ、悲しい事にな。

　ちなみにノリノリでやった最後の技もただの即興。間違いなく人生の汚点になるヤツなんで、このまま誰にも突っ込まれずに終わってほしい。

　というところで、種明かしは以上。

　無事に写しも入手できたし、リルネフさんも大満足という事で、まさに花丸な成果だ。

　最後までまんまと騙だまされたコルルとリュフェは相変わらず苦い顔をしていたが……まぁ、そこは犬に嚙かまれたと思って諦めるんだな。相手がフェンリルだけに。







　労せず事が進みそうどころか、南門の一件以上に長引く事になってしまった西門。

　そろそろ瘴しよう気きにぼやけた夕日が落ちようかというところで、俺おれ達たちは大図書館まで戻ってきた。

「肩透かしこそ食わされたものの、今日は存外楽しめたな。明日はいよいよ、北門か？」

　普段より若じやつ干かん活いき活いきとした口調で言って、俺の方を流し見てくる魔王。

「そうだな。残すところは後一つ。村を隅々まで見るにはまだまだ程遠いけど、それでとりあえず石碑の写しだけは回収完了になる訳だ。東門の石碑の写しはコルルの家にあるもんな？」

「はい！　今夜のうちに引っ張り出しておきますので、明日には全部揃そろうはずです！」

　北門には一度、コルルと一緒に行った事がある。用事があったのはそこに居合わせたファニルだったから、門番と話をした事はまだないんだけどな。

　確か、名前は〝ルガム〟とか言ったっけ。オルドス君の友達で、結構小生意気……じゃない、ヤンチャそうな子供だったと記憶している。

　コルルの事を舐なめてるような発言もしてたし、実際コルルも彼には苦手意識がある感じだし、一筋縄では行かなそうな気がしなくもないが……まぁ、何とかなるだろう。我が探検隊には、魔王という規格外の助すけっ人とがいるんだから。

　……今日は途中から頼りにできなくなったけどな。今日だけだよな？

「あ。折角寄ってもらったので、お茶を淹いれるですます」

「あぁいや、お構いなく。通り道だから寄らせてもらっただけだし」

「お湯なら一瞬で沸くのですます」

　言って、右目につけた眼帯をずらすリュフェ。赤々と燃え盛る炎の瞳が、薄暗い図書館を明るく照らした。

「あっ……あれ？　噓うそ……」

　と、その時……リュフェの右目に灯ともる炎が、一ひと際きわ火力を増した。その様子から、彼女の感情の高ぶりが窺うかがえる。何かあったのだろうか。

「何事だ、リュフェ」

　同居人の変化をいち早く察した魔王は、ローブの裾を払って早足気味に彼女に近付く。リュフェはそんな魔王の声には答えず、ひたすらカウンターテーブルの下をゴソゴソ。やがて浮上してきた彼女の顔は、まるで背が低い事を指摘された時のように暗く沈んでいた。

「無い」

「無い？　無いだと？　何が無い？　ヤカンか？　貴様とは寝食を共にする程度には懇意な仲だ、最新式の魔導湯沸かし器ぐらいは買ってやっても良いぞ」

　心なしかオロオロとした魔王が、何とかリュフェを元気づけようとする。しかしリュフェは悲しげな表情のまま、力なく首を横に振った。

「ほう？　それでは足りぬと。ならば城だ。城をくれてやろう。余の城に勝るとも劣らぬ城だ。それで文句は無かろう？」

「要らないですます」

「なっ……！　で、では世界の半分を貴様にやろう！　どうだ今度こそ文句あるまい!?」

「ちょっと落ち着け魔王っ！」

　お前にそう言われると、何な故ぜだか罠わなのように思えるから困る。

「で？　何が無いって？」

　俺は意地になった魔王を押おし退のけ、穏やかな口調でリュフェに問う。リュフェは眼帯をつけ直して俺の顔を見上げると、泣きそうな声で言った。

「メギンギョルズが無くなってるですます……」

「!?」

　はっ、え……？　マジで？　噓うそじゃなくて？

「え、ちょっと待って、良く見て？　ほら奥の方とか。あれ意外と収納しやすいタイプだし、狭いとこ入っちゃっただけじゃない？　何なら呼べば出てくるかも」

「見落としじゃないですます。そもそも出掛ける前はテーブルの上に置いといたですます」

　そもそもの時点で管理が甘かったかぁ。盗んでくれって言ってるようなもんだよな、それ。

「この図書館って……常時一般開放されてるんだよな？」

「はいですます」

「となると、誰にでも犯行は可能な訳か……」

　密室だった訳でもなく、ましてやどこかに隠していた訳でもない。入った目の前にあるテーブルに堂々と置いてあって、しかも司書が不在となればいくらでも盗める。

　ただしそう考えると、不審な点もいくつかある。

　まず、〝どうして今日なのか〟という点。

　リュフェがメギンギョルズを作製してから、もう何日も経たっている。その中で図書館を無人状態にしてしまった事なんて何度もあったのに、今まで何事もなかったんだ。それが、今日になって唐突に盗まれた……何な故ぜだ？

　そして、〝どうして盗んだのか〟という点。

　装着すれば神域の腕力を得られる破格の神器だ、当然盗み出す価値はある。自分で使ってもいいし、人間の商人にこっそり売り払ってもいい。が、それはそのものの価値を知っている事が前提になってくる。

　メギンギョルズはとてつもない効力を持つものの、見た目は完全にただの腰帯。もし隣に女性用下着が落ちていたとしたら、俺なら迷わずそっちを選ぶだろう。

　……待てよ？　効力を知っていても俺は下着を取るだろうから喩たとえが悪かったな。つまり、そこらの雑草と大差ないという事だ。

「可能性があるとすれば……少なくとも、メギンギョルズの効力を知っている人物だな」

「な、なるほどぉ。つまり犯人は……私わたし達たち？」

「冗談だよな、コルル？」

　確かに、この場にいる連中は全員メギンギョルズの効力を知っている。今いない中だと後はファニルくらいだが、でも俺おれ達たちにはわざわざ盗む動機がない。売って金にするほど生活に困ってはいないし、使いたければ一言断って借りれば済むんだから。

「そっか。考えてみれば、私わたし達たちみんな腕力にも困ってませんしね。あっ……」

「おい。何だその察し顔は」

　俺だけ腕力ないけど、みんなの仲間に入れてくれるよな？

「ったく……。そうじゃなくてだな、効力を知ってるかもしれない奴やつなら、他にもいるだろって話だ」

　俺がそう言うと、途端にリュフェが顔を上げる。どうやら何か思い当たったらしい。

「……ケイル、ですます？」

　そう。かつてリュフェと腕相撲勝負をして腕を圧へし折おられた、あのケイルさんだ。

　あの時のリュフェはメギンギョルズに頼るつもりでいたが、実際には装備に失敗して自力で勝つ事になった。とはいえ、リュフェは彼の目の前で意味ありげにメギンギョルズを巻いてみせたんだ。『あの腰帯には何かある』と目をつけられていても不思議じゃない。

「更に言うと彼は、〝どうして今日なのか〟という点にも合致する可能性がある。〝折られた腕が完治したのが、今日だったとしたら〟──そう考えれば、辻つじ褄つまが合うだろ？」

「おぉ～、その通りですます！　じゃ、早速様子を見てくるですます！」

「待った！　今日はやめといて、明日みんなで行こう。もしケイルさんが犯人だったとしたらメギンギョルズを持ってるんだ、不用意に向かうのは危ないだろ？」

　ようやく元気を取り戻したリュフェだったが、その元気が勇み足になりそうになったところを俺が止める。リュフェは少し不満そうにしたものの、何とか受け入れてくれた。

　さて……明日は北門に行く前に、一仕事だな。

　すんなりいってくれるといいが……ま、なるようになるよな。







[image: 四　～門番の試練を越えて～]




　翌朝。いつものように朝食をとり、出掛ける準備は万全だ。

　今回俺おれ達たちが目指すのは、北門。つまりこの村の最北端。コルルの証言によるとそこにも石碑があるのは間違いないが、それが無事に保存されている可能性は例のごとく低いという。まぁ、北以外の三方の石碑があの有り様だった訳だから、無事を期待する方がおかしいよな。

　とはいえ今回も写しが用意されているのは確かなので、碑文が揃そろわなくなる心配はナシ。

　だからもし問題があるとすれば、それは別のところにあると俺は見ている。

「なぁコルル。北門の門番……ルガムについてちょっと聞きておきたいんだけど、いいか？」

「ルガムについてですか？　もちろん！　私に答えられる事なら何でもお答えしますよ！」

　俺が声を掛けると、いつも通りの元気な声が返ってくる。いつも通りなのはいい事で、別に気にする事でもないんだが……今回に関しては、その反応が意外に思えた。

「お前ってさ、ルガムの事どう思ってるんだ？」

「？　どうって……えーと、特別な感情は何も。弟の友達で、幼おさな馴な染じみで、私より背が低くて。後はそうですね、生意気だけど優秀な門番……って感じでしょうか」

　問われたコルルは一瞬だけ小さく唸うなった後、指折り数えてルガムの印象を羅列していく。

「あ、一応生意気だとは思ってるんだな。他には？　例えば……ライバル視してるとか」

「えぇっ!?　ラ、ライバル視だなんてとんでもない！　だってルガムはちょっと気性が荒い事以外に欠点らしい欠点が見当たらないくらい、凄すごく優秀な門番なんですよ？」

　ほほう？　つまり未熟な自分なんかじゃ到底釣り合わないと思っていると？

「それに比べて私は欠点なんて一つもない、超・優・秀！　な門番ですから、ルガムなんかをライバルだなんて思った事は一度もありません！」

「そう来たかー」

　危き惧ぐしてた通りの展開になった……。多分だけど、ルガムも同じ事思ってるぞ？

「分かった。つまりお前とルガムは犬猿の仲なんだな？」

「それは違います。ルガムの正体は〝ガルム〟という犬系魔物なので、犬けん犬けんの仲です」

「そう来たかー」

　危き惧ぐしてた以上の展開になった……。多分だけど、ルガムは同じ事言わないぞ？

「しかしあれだな、何となく察してはいたけど、門番全員が犬系の異種ゼノなんだな」

「えへへ。何しろ番犬という言葉があるくらいですからね。辞書を引いても番猫や番鳥なんて言葉は出てきませんし」

「俺はお前が辞書を引いた事があるという事実に驚きだよ」

《すみませんルシエル様。辞書を引いたのはコルルではなく、わたくしです》

　あぁレグナか。うん、どうせそんな事だろうと思った。

　さて……それにしても厄介だな。下手にコルルとルガムを鉢合わせれば、十じつ中ちゆう八はつ九く面倒な事が起こる。今回ばかりはコルルを置いていくのも一つの手だが、いよいよ写しが全て揃そろうという記念すべき日に仲間外れってのは、個人的に嫌だ。

　ここは穏便に事が運ぶのを精霊様に祈りつつ、飛び込んでいくしかないな。

「じゃあそろそろ行くかぁ。と、言いたいところだが……」

　実はそうもいかない事案が発生してしまった事を、俺は忘れてないぞ。

　昨日の夕方、リュフェの大図書館からあのメギンギョルズが消えた。正確には、消えた事に気付いたのが夕方だったと言うべきか。

　いくらとんでもない力を秘めた腰帯だからって、自分で動ける特性は付いていない。消えたからには当然持ち出した奴やつがいるし、犯人の目星は既に付いている。

「先にケイルさんのところですよね？」

「……あぁ。みんなで行けば怖くない、と思いたいけどな……」

　生あい憎にくリュフェに鮮烈な敗北を喫した印象しかないが、彼は元・巨人族だけあって体格も良く、道場で鍛えてもいるという。元々それなりの力を持った異種ゼノがメギンギョルズを手にしてしまったら、どれほどの脅威になるかは想像もつかない。

　なんて、ついネガティブな思考に陥りつつも、俺はリュフェ達たちと合流するため家を出る。

　すると……。

「む。これは良よいタイミングだな、ルシエル。今日はこちらから迎えに来てやったぞ」

　開けた扉の向こうには、なんと魔王とリュフェがいた。

「何だよ、早いな二人とも。ハハッ、そんなに殴り込みに行くのが待ち遠しかったのか？」

「ククッ、まぁそんなところだ。行儀良く貴様の提案に従うつもりはなかったのでな、昨夜のうちに余が単独で強襲しておいた」

「…………うん？」

　あれ？　会話が微妙に食い違ってるな。今の魔王の言い方からすると……もうケイルさんのところに行ってきたって事になるんだけど、俺の気のせいか？

　乾いた笑みを張り付けたまま俺が首を傾かしげていると、今度はリュフェが口を開く。

「マオさんが一晩でやってくれたですます。結論から言って、ケイルはシロだったですます」

「あー……え、そうなの？　じゃあメギンギョルズは持ってなかったって事？　腕の骨折も治ってなかった？」

「骨折はまだ治ってなかったそうですます。で、身ぐるみを剝はいだところメギンギョルズはなくて、他に隠し場所がないか問い詰めても最後まで吐かなかったそうですます」

　そうなんだ、最後まで……。最後ってつまり何？　気になるけど怖くて聞けない。

「余の拷ごうも……んっんん！　尋問を受けた者はみな、血ち反吐へどと共に真実を吐く。あやつがメギンギョルズを持ち出した犯人でない事は、この魔王が保証しよう」

　わざわざ言い直してくれたところ悪いけど、結局不穏な単語をポロリさせてる自覚はナシか。

　うーん、こうなっちゃったのってやっぱり、ケイルさんが犯人である可能性を示し唆さした俺の責任だよな……。後で見舞いの品しな持って謝りに行こう、絶対。

「じゃあその……北門に向かっちゃっていいのか？　どちらにしてもメギンギョルズの行方は分からないままなになるけど」

「いい。迷子の貼り紙作ったから、それ貼りながら行くですます」

　リュフェはそう言って、抱えていた紙の束から一枚抜き取り俺に差し出してきた。えーと、どれどれ……。




　──〝探しています！　最近大図書館からいなくなりました。年齢は０歳、名前はメギンギョルズです。体長は１メートル50センチくらい、体重は１００グラムくらい。去勢済みのオスで、とても人ひと懐なつこく腰に巻き付いてきます。お心当たりのある方は大図書館まで〟──。




「ちょっといいかリュフェ。これ、肝心の品種が書いてないぞ」

「あ、うっかりしてたですます。品種は、雑種の腰帯……と」

「見つかるといいな」

　多分明日には、タチの悪いビラ扱いされて全部剝はがされてるだろうけどな。だって突っ込みどころが無数にあるんだもん。アレがオスでしかも去勢済みとか、俺だって今知ったわ。

　ていうかそういうレベルの話じゃなくて、あの文もん言ごんって迷子犬のビラか何かをほぼそのままパクった結果だよな……。

「よーし！　それじゃあ最後の北門目指して出発だ！」

「おぉーっ！」

　俺のノリを合わせてくれたのはコルルだけだったが、予想はしていたので胸が痛む事はない。

　さぁ、石碑の謎が解けるまであと少し。なんだけど……メギンギョルズの扱い、本当にこんなんで良かったのか？







「いやー……まさか本気であのビラを貼って回る羽目になるとはな……」

　北門までの道中、俺おれ達たちは本当にリュフェお手製のビラを貼りながら進んだ。はぁ……こんな事になるなら真面目に突っ込んでおけば良かった……。

　いや、だって流石さすがに誰かが突っ込むって思うだろ。コルルはともかく、魔王とかさ。

「ふむ、こんなものか。リュフェ、最後のビラの設置が完了したぞ」

「ありがとですます。完璧ですます」

　かと思いきや、結構乗り気で作業してるんだもんなぁ。互いに親指立て合っちゃったりして、仲良しかよ。

「なぁ魔王。最近特にそう思うんだけどさ……お前って案外いい奴やつだよな」

「突然どうしたルシエル、喧けん嘩かを売っているのか？」

「いやいやどうしてそうなる！　褒めてるのに！」

「言葉を慎め。余にはそぐわぬ褒め言葉だ。それに、貴様に褒められるなど虫むし唾ずが走る」

　とか何とか言ってるが、その表情はどこか柔らかい。これって気のせいじゃないよなぁ。

「お前絶対変わったって。最近活いき活いきしてるし、マジでとっつきやすくなったよ。自分じゃ気付いてないのかもしれないけど」

「余が……変わっただと？」

　ふと、魔王は顎あごに指を当てて何やらブツブツと呟つぶやき出す。俺、何か変な事言ったか？

「異種ゼノ化が進んでいるという事か？　確かに村を出るタイミングを逸してはいるが……」

「おい、どうした魔王。大丈夫か？」

「ん？　あ、あぁ、問題ない。そうだ問題などない。今のところはな。さぁ、さっさと石碑の謎を解き明かしてしまおうではないか。それさえ済めば、余も憂い無く城へ帰れる」

　へぇ。いつまで村に居座るつもりなのかと思ってたけど、こいつ城に帰る気はあったのか。気になる事があるうちは帰りたくありませんってか？　ま、その気持ちは分からんでもない。

「魔王さん、石碑の件が片付いたらお城に帰っちゃうんですか？」

「少しガッカリですます……」

　見るからに落ち込む二人。相手はあの魔王だってのに、変われば変わるもんだな……コルルなんて最初はあんなに怖がってたくせに。

「なに、一時的なものに過ぎぬ。何かと滞在が長引いているのでな、数日は村を出て瘴しよう気きの補給を……いや、城の様子を確認せねば」

「そう言えば長らくほったらかしてるよな。こんだけ長いこと王様が不在なんだ、今頃は相当な無法地帯になってるんじゃないか？　へへ、お前の居場所なんか無くなってたりして」

　多分に皮肉を込めて言ったものの、案外これは俺の願望かもしれない。魔王ノクスは歴代でも最強クラスの魔王だ。こいつが自動的に代替わりしてくれるんなら、それに越した事はない。

　何より、これだけ馴なれ合あいが続いちゃうと正直戦いづらいってのもある。まぁ、将来的に戦う事になるのは俺じゃないが……。

「期待に添えぬようで悪いが、余の玉ぎよく座ざが有う象ぞう無む象ぞうに脅おびやかされる事はない。当然ながら、出しゆつ立たつ前に手は打ってあるのでな」

「ちぇ、余計な事しやがって。ちなみにどんな手だ？」

「身代わりを立てておいた。たかがスライム風ふ情ぜいだが、あやつの変身能力は折り紙付きでな。特別に直属として引き立ててやっているほどだ」

「〝スライム〟ってお前……言わずと知れた最弱魔物じゃねぇか！　そんなの魔王城に置くなよ、格が低すぎる。いくら同じ魔物でも、正体がバレたら多分殺されるぞ？」

「見くびるなと言っている。が、仮にバレてしまったとしても問題はなかろう。貴様ですら逃げ切れたのだ、ならばあやつとてどうにかするさ」

　おいおい、この俺がスライムと同列だって？　ハハッ、まさか。……何も言い返せねぇ。

　と、心温まるオチがついたところで、いよいよ目的地に到着だ。さぁ、もちろん見てるんだろ？　門番さん。ここは一つ、最後らしい派手な登場を期待するぜ。

　そう俺が心の中で念じた時──そいつは文句無しに俺の期待に応えてくれた。

「よぉ、そこで止まりな！　聞いてるぜ、あんたらが噂うわさの石碑ハンターどもだな？」

　遠目にも見えていた北門。そこに建つ物もの見み櫓やぐらの上から、威勢のいい子供の声が降ってくる。

　言われた通りに立ち止まって視線を上げると、手て摺すりに座る影が一つ。それは反動をつけると同時に、迷いなく飛び降りた。もういい加減理解したが、どうやらそれくらいは門番として当然備えるべき身しん体たい能力らしい。

　少年は空中で華麗に身を翻ひるがえすと、軽やかに着地を決める。片かた手て片かた膝ひざを突くそのポーズはカッコイイ反面、ちょっと膝ひざに悪そうだ。

　そんな俺の心配をよそに、少年は前髪を搔かき上あげながら立ち上がる。

「まずはお互い自己紹介といこうか。オレの名はルガム。見りゃ分かるだろーが、ここで門番をやってるモンだ。チビだからって甘く見んじゃねーぜ？」

　ビシッと親指で自分の胸の辺りを指し、不ふ遜そんな笑みを浮かべてみせるルガム。

　ワイルドにボサついたラフな黒髪に、狂気じみた金こん色じきの三さん白ぱく眼がん。真紅の長いマフラーも印象的だ。自分でチビと認めるだけあって身長はリュフェ並みに低いが、コルルよりも年下な事を考えると年相応かもしれない。

「初めましてルガム。俺はルシエル、人間だ。よろしくな」

　できるだけ爽さわやかに言って、俺は笑顔で右手を差し出す。だがしかし、ルガムは俺の右手を訝いぶかしそうに見つめると、何やら不満げに呟つぶやいた。

「あんたさぁ……会って早々にお手を要求してくるとか、なんか偉そーじゃね？」

「いやコレお手じゃねぇから！　握手だ握手っ！」

「あっ、あー！　そっちか！　悪ぃ悪ぃ」

　う～ん、なんかこの子、想像以上に犬だった。まさか握手をお手と勘違いされる日が来ようとはな……。

「ふっ、貴様も中々ユニークな番犬のようだな……。我が名はノクス。魔王だ。どれ、折角だ。余にはちんちんを見せてもらおうか」

「はぁ!?　ざ、ざっけんなテメー！　そんなのが見てーとか、お、お前ひょっとしてアレか？　アッチ系のアレなんだろ！」

「何な故ぜそこだけまともな反応をする？」

　予想と違ったみたいだな、魔王。ちんちんってのはあれだろ？　犬の芸のやつ。まさか自分がゲイ扱いされるとは夢にも思わなかったろうに。

「もう、ルガムったら何考えてるの？　その点私はちゃんと分かってますよ？　ちんちんって、立つ方のちんちんですよね？　……あっ、待ってそれって両方」

　得意げに言ったコルルも顔を真っ赤にして目を泳がせている辺り、ちゃんと分かっているらしいな。二つの意味を。

「……おぉ。どうしていきなりちんちんの話題が出たのかと思ったら、犬の芸ですますか。そう考えると、コルさんもルガさんも常に立派なちんちんを披露しているのですます」

　おいリュフェ。いかに犬の芸の方だろうと、発音的に危険なのは察してくれ。

「ったくもぉ……魔王のせいでとんでもない流れになっちまったじゃねぇか」

「なっ！　聞き捨てならん、余の所せ為いだと言うのか？　元はと言えばこの小僧が勘違いした所せ為いであろう。余はその流れに乗ったまで」

「わ、悪かったよ！　もうオレが全部悪かったから、とにかくこの話はここまでだ！」

　よほど話題を変えたいらしく、潔いさぎよく全ての罪を被かぶるルガム。いや、何かごめん、折角キメキメで登場してくれたのにこんな事になって……。

「えーっと、ところでルガム、石碑ハンターってのは一体何なんだ？　俺おれ達たち、自分でそんな風に名乗った覚えはないんだが。誰からそんな呼び名を？」

　さっさと石碑の話題に移っても良かったんだが、何となく気になったので聞いてみる。するとルガムは犬歯を見せつけるように口角を吊つり上あげると、下から覗のぞき込こむ形で俺を睨にらみつけてきた。

「誰から聞いたかだって？　ケッ！　それにオレが答えてやる義務はあんのか？　誰から聞こうがオレの勝手じゃねーか」

「ちょっとルガム、秘密にするにしても言い方ってものがあるでしょ？　ルシエル様は普通に聞いただけなのに」

　おっと、やっぱり余計な質問はまずかったか？　コルルが早速嚙かみ付つきに行っちまった。俺のためを想おもってくれる気持ちは嬉うれしいが、この二人を無闇に衝突させるのは得策じゃない。

「待て、いいんだコルル。俺は気にしてない」

「でも……」

「大丈夫。……ルガム、つまらない質問をして悪かったな。じゃあもう本題に行くが、お前が持ってる石碑の写しを俺おれ達たちに譲ってくれないか？」

「石碑の写し？　へっ、そいつはひょっとして……コレの事か？」

　待ってましたと言わんばかりに、ルガムはマフラーを巻いた首元から一枚の紙切れを取り出す。四つ折りにされているため中身は確認できないが、疑うまでもないだろう。

「良かった、しっかり持ってるな。じゃあそれをこっちに」

「おいおい待ちなよ人間の兄さん。オレはくれてやるなんざ一ひとっ言ことも言ってねーぜ？　何の見返りもなしに渡すお人ひと好よしがどこにいるってんだ」

「いや……お前以外の門番全員、普通に譲ってくれたけど……」

　コルルからもらうのはこれからだけど、別に見返りなんか求められてないしな。

「えっ!?　いやっ、違うだろ!?　ファリアル兄にいからは石化の原因究明、リルネフの姉御からは趣味の暴走劇場に付き合うっていう試練を、それぞれ受けたって……!!」

「だからそれは誰からの情報だよ」

　間違ってるとは言わないが、全面的に曲解してる。写しをもらう条件がそうなっていた訳では、断じてない。

「と、とにかくっ、オレはこの日が来るのをずっと楽しみにしてたんだ！　折角試練も考えたんだから、大人しく受けてもらうぜ！」

　そうか……つまりルガムも他の連中と同様、暇してたんだな。

　俺は後ろに振り向くと、魔王、コルル、リュフェのそれぞれにアイコンタクトを送る。個人的には試練に付き合ってやりたいところだが、三人の意見も無視はできない。

「下らぬ。試練とやらが戦闘であれば話は別だが、そうでなければ勝手にしろ。ただしあまり手間取るようなら、殺してでも奪い取る」

　というのは魔王の意見。いくら念願の写しが懸かってるからって、その発言は久々に魔王的すぎるだろ。

「試練の内容を聞いてからでも遅くはないですます。もし内容的に無理があるようなら、お互いに譲歩できるところまで話を煮詰めていけばいいですます」

　リュフェの意見は、何というか普通に現実的かつ合理的だった。もうこの案を採用でいいんじゃないか？

「私は、ルシエル様のやりたいようにやるのがいいと思います！　ルガムが出してくる試練なんて、私わたし達たちが力を合わせれば簡単に突破できるはずです！」

　コルルはコルルで、彼女らしい前向きな意見だ。結局のところ、世の中の全てはその人の受け取り方次第。何でも前向きにやっていくのが一番なんだよな。

「よっしゃ、話は決まったぜルガム！　試練とやらは受けてやる！　早速内容を聞かせてもらおうか！」

「おう、そうこなくっちゃ面白くねーぜ！　けど詳細を説明する前に、まずは挑戦者を限定させてもらうぜ。オレの試練に挑戦するのは……コルル姉、あんた一人だ」

「望むところです！　……って、えぇっ!?」

　おい、早くも力を合わせる予定が狂わされたぞ。

「そんなっ、もうお仕舞いですっ！　試練なんて天地がひっくり返ってもクリアできません！」

「い、いきなり全力で後ろ向きになったな……。そんな事言わずに、やるだけやってみたらいいじゃないか」

「うぅぅぅ……。じゃ、一応頑張ってみます……」

　うーむ、どうにか口ではやる気を見せてくれたけど、めちゃくちゃ不安そうだな。耳と尻尾がこれでもかってくらいに垂れ下がってる。せめて意地の悪い試練内容じゃない事を願いたいところだが、さて……。

「試練の内容はこうだ！　コルル姉……このオレと〝門番勝負〟をしろ！」

「門番、勝負……？」

　強気な表情とともに言い放たれた試練は、門番勝負。字じ面づらで何となく分かるような気がしなくもないが、ここは詳細を聞こうじゃないか。

「この勝負は聞いての通り、オレとコルル姉のどちらが門番として優れているかを競うもんだ。コルル姉、門番が果たすべき義務は何だ！　言ってみな！」

「果たすべき義務……。まず、〝村に近付いてくる者がいないかを常に警戒する〟。そして、〝実際に何者かが近付いてきたら、勝手な侵入を許さない〟。あとは……〝もし侵入されてしまったら、隠さず速やかに報告する〟。……ですよね！　ルシエル様！」

「あぁ、バッチリだコルル。これまでの経験と反省が活いかせてるな」

「……。ケッ！　あめーよバーカ！　〝敵意がない相手には笑顔で挨拶〟が抜けてるぜ！」

「それ一番どうでも良くない!?」

　しかもお前実践できてなかったじゃねぇか！　ったく、何かにつけて文句が言いたいだけなんじゃねぇのか？　こいつは。こうなると、ここから先を聞くのが怖くなってくるな……。

　とはいえ、聞かずには始まらない。俺おれ達たちは仕方なく説明の続きを待った。

「今自分で答えてみて分かっただろーが、オレ達たち門番には決して欠く事ができねーいくつかの要素がある。一つ、遠方の敵を素早く的確に捉とらえる索敵能力。二つ、非常時に立ち回れるだけの戦闘力。三つ、村の危機を速やかに伝達するための走力。この三つだ」

「あれ、笑顔で挨拶は？」

「と、とにかく今言った三つの力の優劣を、実際に門番をしてみて決定する。それが門番勝負ってワケよ！　どうだ分かったか？」

「分かったは分かったけど……でも、都合良く侵入者なんて来るかなぁ」

「分かってねーな。いつ来るか分からねーのが醍だい醐ご味みなんじゃねーか、釣りと一緒だぜ。門番に大事なのは忍耐力、集中力、そして反射神経の三つだ」

「さっき言ってた三つと違うような……」

　オーケー、こいつの門番論は分かった。真面目に聞いてたら埒らちが明かないってな。

　しかし……このままだと、不真面目に聞いたとしても埒らちが明かないぞ。この勝負、門番の出番となるような事件が起きてくれなければ決着がつく事はなく、ひょっとしたらそんな日は永遠にやって来ない可能性すらある。

　今日で石碑の謎が解けると思っていただけに、そんな展開は御免だ。それこそ魔王が本気で黙っちゃいないだろう。ルガムの命を守る意味でも、何とかしなきゃならない。

　……ったく、仕方ねぇな。こうなったら俺が一肌脱いでやるか。

「よし。この勝負、俺が侵入者役をやってやるよ。どっちが先に俺を見つけ、どっちが先に俺を倒し、どっちが先に櫓やぐらの半はん鐘しようを鳴らすか。それでどうだ？」

「あんたが侵入者役？　……それだとコルル姉に有利な立ち回りをされちまう可能性が……いや、むしろ丁度いいハンデか。オレは別に構わねーぜ？　それで」

「私も賛成です！　でも一応聞いておきますけど、最後の半はん鐘しようだけは鳴らすフリですよね？」

「いや待って、二つ目の俺を倒すってのも当然フリだからな？」

「はっ！　そ、そうですよね、当たり前ですよね」

　お前絶対気に留めてなかっただろ、その当たり前の事を。

「ったく、事前に注意できて良かったぜ……。じゃ、俺は一旦迷いの森に隠れる。そしたらこっそり村に侵入しようとするから、お前らは、そうだな……今から十五分くらい経たったところで、勝負を開始してくれ」

「ラジャーです！　負けないからね、ルガム！」

「そのセリフそっくり返すぜ、コルル姉！」

　やる気充分な二人の姿を目に焼き付けたところで、俺の方も早速行動を開始する。

「くっくっく……馬鹿どもめ。思い知らせてやる」

　さて──ここで一つ宣言しておこう。この勝負、『勝つのはこの俺だ』と。

　あいつらは二人だけの勝負だと思っているのかもしれないが、そんなんじゃあつまらない。

　十五分経たったら勝負開始だぁ？　ふっ、甘い、甘すぎる。本物の侵入者はそんな約束なんて交わしちゃくれない。勝負は既に始まっているのさ。

　俺は俺の持てる全てを使って、どちらにも捕まらずに村に侵入してみせる！

「よしっ、配置完了」

　俺は全速力で森の中に飛び込み、ある程度走ったところで身を潜める。

　ここまでの所要時間は、およそ五分。門番の二人が本腰入れて動き出すまでの時間は、あと十分。いいな？　この十分間が、俺に許された勝利への準備期間だ。

「えー、まず服を脱ぎます」

　またそれか、と思われるかもしれないが、うん、「また」なんだ。済まない。

　とはいえこの行為だって、俺が勝つための立派な作戦の一つ。我がステファノス家の人間が露出狂という訳ではないという事を、ここに強く弁明しておこう。

「コルルもルガムも犬系の異種ゼノだからな、嗅きゆう覚かくの鋭さは相当なものだ。いつだったか、北門にいたファニルの匂いを図書館付近から探知してみせたくらいだし。となれば俺が最初にすべきは、匂いによる攪かく乱らんだ！」

　匂いが染しみ付ついている服は潔いさぎよく脱ぎ捨て、俺自身は体に泥を塗りたくる。こうする事で少しは匂いを消せる上に、カムフラージュの効果も期待できるって寸法だ。

　丁度良くバケモノみたいにデカい葉っぱが付いてる木も見つけたから、葉っぱの真ん中に穴を空けて二つ折りにし、すっぽり被かぶる。これで色んな意味で安全性が増した事だろう。

　さぁ、まだまだ。こんな程度じゃ対策が足りない。

　奴やつらの嗅きゆう覚かくと視覚は多少封じたものの、聴覚への警戒が不充分だ。落ち葉だらけのこの森で全力ダッシュなんてしようものなら、恐らく一瞬で気付かれてしまう。

「いや……活路はある。足音が出ちまうなら、それを逆に利用してやるまでだ！」

　勝負の舞台は森の中。そしてそこには、俺の策を成立させられる天然のアイテムがゴロゴロ転がっている。

　急げ、時間がない。俺は残る時間をフルに使って、勝つための準備を整えた。

　そして──いよいよ約束の十五分が経過した、その直後。

「っしゃあ！　ソッコーで見つけてやったぜっ！」

「隠れても匂いでバレバレですよっ、ルシエル様！」

　やっぱり匂い対策をしといて正解だったな。コルルとルガムの二人は、自慢の嗅きゆう覚かくを頼りに俺の服が置かれた場所へと一目散にやって来る。

　どちらかがより早いという事はなく、見つけたタイミングはほぼ同時。二人の索敵能力に関しては、完全に互角と言っていいだろう。

「ちっ！　なら、こいつを先に倒すのはこのオレだっ！」

「先に目を付けてたのは私だもんっ！　渡さないよっ！」

　我先にと飛び掛かる二人だけども、あくまで倒すフリだって事は覚えてくれてますでしょうか？　とてもそうは見えないのが気になります。

　ザンッ、という小気味が好よい斬ざん撃げき音おんとともに、ルガムの手しゆ刀とうが木の幹を両断する。その木の陰に本当に俺が立っていたなら、丁度首の辺りだ。やっぱ殺す気満々だよね？　絶対木ごと首を刈り取るつもりだったよね？

「なっ……服だけだとっ!?　やってくれるじゃねーか！」

　すっかり騙だまされていた事に気付き、地面を踏み鳴らして吠ほえるルガム。彼が冷静さを失った今こそ好機と見たのか、コルルは再び嗅きゆう覚かくを研ぎ澄ます。

「クンクン……ん～……私には駄目。レグナ、分かる？」

《近くに本体の匂いを感じる気もしますが……微妙すぎますね。恐らく何らかの方法で匂いを弱めているのでしょう。流石さすがはルシエル様、コソコソ逃げ回るのはお得意なようです》

　レグナ、てめぇ……思わず殺気が出ちゃうだろうが。

　けど確証は得られた。今、俺は割と近場の岩陰に身を潜めているのだが、泥を纏まとった俺の匂いは探知できないらしい。

　流石さすがにこの距離だ、本来だったら泥くらいじゃ誤魔化しきれないだろうが、コルルの手元には脱ぎたてホヤホヤの服がある。そいつが本体よりも強い匂いを放っているせいで、いい隠かくれ蓑みのとして機能してくれているんだ。

「匂いを辿たどれねーとなると、目に頼るしかねーか？　ここは思い切って櫓やぐらまで戻るか……」

「でも近くにいるかもなんでしょ？　だったら私は残って周辺を探そうかな……」

　出鼻を挫くじかれた事で、追う側の二人はやや混乱している様子だ。

　今なら……行けるか？

　この位置なら、門まで少しだけどリードがある。混乱に乗じて。櫓やぐらに戻られる前に。今すぐ……今すぐ全力で走れば、あるいは……。

　ゴクリと飲み込んだ唾つばが固い。痛いほど心臓が高鳴る。決断しろ、迷っている暇はない。

　行け、行っちまえルシエル！　この機を逃せば勝ち目はないぞ！

「っ!!」

　全力全開。俺は可能な限り姿勢を下げ、周囲の茂みに隠れるようにして森を駆ける。気付かれたら終わりだ、俺の足じゃあいつらからは逃げ切れない。

　速さよりも慎重さを意識するんだ。なるべく足音を立てないように──。

　ザザッ！

「「！　……足音っ！」」

　コルルが、ルガムが、犬いぬ耳みみをピンと立てて顔を上げる。

　やっぱり気付かれたか!?　畜生、何ていい耳してやがるんだ、あいつら！

「くっ、それならっ！」

　こうなった以上、もう慎重さは要らない。俺はフルスピードで逃げる事に専念する。

　転げるような足音が森に響く。地面に敷かれた落ち葉を踏み散らし、茂みの間をひた走る。足音を追う二人の姿が、俺の目にもはっきりと見えた。

「オラオラどうしたぁ！　逃げろ逃げろぉ！　クハハッ！　何だよ、もっと頑張らねーと追いついちまうぞぉ！　八つ裂きにしちまうぞぉ！」

「凄すごいですルシエル様！　前に狩りごっこをした時より随分早くなってますね！　でもほら、もう捕まえちゃいますよぉ！　アハハハハハハハハッ！」

　ちょっと待って、二人とも狂気がヤバイんですけど！　逃げる獲物を見ると本能的に興奮しちゃうタイプかよ！
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　くっ、まだだ！　まだ捕まるな！　もう少しだけ持もち堪こたえてくれ！　確実に逃げ切るためには、もっともっとリードを広げなきゃならねぇんだ！

「よ～し、つっかま～え、たあっ！　……あれっ!?」

　必死に逃げ続けた足音に、いよいよコルルが飛び掛かる。しかし、歓喜に満ちたその声は次の瞬間、驚きの声へと変わった。

「何これ……！　朽ち木!?　ルシエル様じゃない！」

「何ッ!?　……待てコルル姉、この朽ち木、蔓つるが結び付けられてやがる！　伸びてる先は……あぁくそったれ！　オレらが走らされてたのと逆方向じゃねーか！」

　ハッ……ハハハハッ！　そうだよ、あいつらまんまと罠わなに掛かりやがった！

　言っただろ？　森をただ走って逃げただけじゃ、足音で気付かれちまうって。だから俺は用意したのさ、足音を足音で消すための仕掛けをな。

　仕組みは至って単純だ。まず、できるだけ長くて丈夫そうな植物の蔓つるを何本か集めて、しっかり繫つなぎ合あわせる。そうして出来た一本の長なが～い蔓つるを、その辺に転がっているイイ感じの朽ち木に結び付ける。

　仕掛け自体はこれで完成。あとは朽ち木を脱ぎ捨てた服の近くに隠し、蔓つるの端を持って歩いていく。俺が本来進みたい方向、つまり──〝北門と逆の方向〟にな。

　そうやってある程度歩いたところで、手頃な木の幹を支点にしてグルリと折り返し、歩いて来た方向に戻る。この時、木の幹には今俺が着ているデカい葉っぱを何枚か重ねて巻き付けておく。支点には強い摩擦が生じる事になるからな、それを緩和するためだ。

　そこまで出来たら蔓つるの端を持ったまま隠れて待機。任意のタイミングで蔓つるを引っ張れば、支点を軸にした蔓つるに朽ち木が引ひき摺ずられ、音を出す。後は蔓つるを持って北門目掛けて走るだけで、俺と反対方向に逃げていく足音の出来上がりって訳だ。

「マジかよ、してやられたっ……！　あいつはどこだ!?」

「あっ！　もう北門に……噓うそっ、侵入されちゃう！」

　悲鳴を上げて追いすがってくるコルル達たちだったが、いくら何でももう遅い。

「ひゃっほ～い！　ゴ[image: ][image: ][image: ][image: ]ルッ!!」

　どうだ！　この俺の完全勝利！　物の見事に出し抜いてやったぜ！

　と、喜き色しよくを浮かべたのも束つかの間ま……。

「い、一体何という格好をしているのだ、貴様は」

「一国の王子にはとても見えないですます……」

　勝利の余韻に浸る間もなく、投げ掛けられる魔王とリュフェの視線。そのあまりの冷ややかさを受け、冷静に考えてみて俺は思う。

　ここまでして俺が勝つ意味って、あったのだろうか……と。







　近くの水場で体を洗わせてもらい、服を着替えて北門まで戻る。

　どこぞの部族モドキから隠れ王子へと華麗なクラスチェンジを果たした俺を迎えてくれたのは、肩を竦すくめる魔王とリュフェ、そして意気消沈した様子の門番達たちだった。

「あー……いや、想像以上に上う手まく行っちまって……まぁ何だ、俺も案外やるもんだろ？」

「そ、そうですね……。私わたし達たち、全然駄目でした」

「くっ……こんなはずじゃ……こんなはずじゃなかったんだっ、くぅううう！」

　うん、二人ともめっちゃ悔しそうだ。まぁ無理もないけど。

「で？　結局門番勝負とやらに決着はつかなかった訳だが……写しはどうなるのだ？」

　それな。魔王の言う通り、結果は引き分け。しかも互いに侵入者を確保できずという始末。

　確か写しがもらえる条件は、コルルが勝負に勝つ事だったっけ。この場合だとどうなるんだろうか？

　心配する俺おれ達たちをよそに、ルガムは力無く首を振って答える。

「いや、そりゃ渡すよ。渡すけどさ……はぁ[image: ][image: ]、マジで参ったぜ。まさかこんな結果になるなんてな。どっちも捕まえられねーなんて、マジ聞いてねーよ」

　まぁ、そりゃ思いもしなかっただろうさ。だって相手は俺だもん。自分でも本当に勝てるなんて思ってなかったくらいだ。

「な、何かごめんな？」

「謝んなくていいって。『勝負のためにわざと捕まってくれ』なんて頼んでねーしな。オレらが未熟だったんだ。何が優劣を決めるだよ、どっちも劣じゃねーか恥ずかしい」

「私も恥ずかしいです。立派に門番ができてるってルシエル様に褒めてもらって、でもルシエル様がちょっと本気を出したら、歯が立たなくて。やっぱりルシエル様は凄すごいです」

「いやいや、凄すごいっていうか、単になりふり構わずやっただけなんだけどな。またホイホイ裸になったりとか、正直言って馬鹿みたいだろ？」

　俺は謙けん遜そんというか、ありのままの事実を述べる。するとルガムとコルルは目を見開き、まるで何かを悟ったように俺を見た。

「それだぜ！　オレに足りなかったのはそういう覚悟だ！　いざって時は素すっ裸ぱだかになるくらいの気迫をもって、オレももっと強くなるぜっ！」

「そう言えば、以前本気になったリュフェさんも服を脱いでました！　私も負けられない大勝負の時は、服なんか捨てて挑む事にします！」

「コ、コルさん、わたしは別に脱いだ訳じゃ……自分の炎で燃え尽きちゃっただけで……」

　あれ、何かヤバイ。俺ってば、期せずして変な悟りを開かせちゃったかも。

　この村って、色んな情報が結構すぐに広まるんだよなぁ。ピンチになると一斉に服を脱ぎだす変態だらけの村にならなきゃいいんだが……。

　とにもかくにも、ルガムの試練は意外な形をもって無事終了。俺おれ達たちは、ついに四つ全ての石碑の写しを手に入れたのだった。







「てな訳で……大図書館まで戻ってきましたぜ、魔王サマ」

「うむ。皆の者、大儀であった。さて……それでは犬いぬ耳みみ娘むすめよ。貴様の持つ写しをここに」

「ははぁ～」

　何な故ぜだか妙なテンションになっているが、まぁそれだけ嬉うれしいって事でよろしく。

　ここまでは何となく俺がリーダーみたいな流れになっていたものの、古代精霊文字が読めるのはこの中じゃ魔王だけだ。なのでここから先は魔王がまとめ役。というか、独壇場と言ってもいいだろう。

「折角図書館まで戻ってきたですますし、辞典も使うですます？」

「そうだな、使わせてもらうとしよう。できる限りスムーズに解読したいのでな」

　さて……魔王が解読作業に取り掛かったものの、こうなってしまうと俺おれ達たちにできる事は本当に何もない。せいぜい応援するくらいだろうか？

「頑張れ頑張れマ・オ・ウ！　凄すごいぞ凄すごいぞマ・オ・ウ！」

「今日の余は機嫌が良よい。あとワンフレーズ言い終えるまで殺すのは待ってやろう」

「はいもう黙ります、すみません」

　まぁ、こうなるわな。

　仕方ない。する事がない以上、俺は大人しく瞑めい想そうでもしておきますか。

　……と、目を閉じてからどれくらいの時間が経過しただろうか。

「おい、ルシエル起きろ。起きろと言っている」

「はぇっ？　う、ううん、寝てないよ寝てない。ちょっと瞑めい想そうしてただけ」

「そうか。羊は何匹まで数えられた？」

「三匹目くらいかな」

「ってやはり寝ていたのではないかっ！　というか寝付くの早すぎだろ貴様……」

　お褒めの言葉をいただいたところで、俺は口元のヨダレを拭ぬぐって立ち上がる。

「俺を起こしたって事は、もう解読は済んだのか？」

「あぁ。……しかし……いや。まずは解読できたものを見てもらうとしようか」

　一瞬何か言いたげに俯うつむいた魔王だったが、気を取り直してテーブルを叩たたく。そこには石碑の写しの解読結果が書かれた紙が広げられていた。

「最初に断っておくが、古代精霊文字を読み解くのは余にとっても非常に難解だ。読み解けたのは単語のみで、あとは文脈で勝手に解釈して繫つなげただけだと思ってくれ」

「え、これってそんなに厄やつ介かいなもんだったのか？　何か寝ちゃってて悪かったなぁ」

「ルシエル様っ、早く読んで下さい！」

「わくわくするのですます」

「わぁ待て！　分かった、分かったから！」

　両サイドを興きよう味み津しん々しんな二人に囲まれ、俺は若じやつ干かんドキドキしつつも紙を手に取る。

　書かれていた内容は、次の通りだ。




　──〝我が楽園へようこそ、放浪者よ。其方そなたは人か？　それとも魔物か？　いずれにせよ、安息を得たいのならばその身を捨てよ。過去を捨てよ。そして故郷を捨てよ。

　世の均衡無くば、世に命宿る事あたわず。暴食の宴うたげはいつでもその幕を開くであろう。この地を離れる事無かれ。天地の盈えい虚きよを忘れる事無かれ。

　まずは蒼あおき光の祭壇へ。『血ち蝕はみの月』が、其方そなたを見ている〟──。




「という事だけど……やっぱりというか、さっぱりだな」

　何となく分かる事もそりゃあるけど、理解できない事の方が多い。誰か一から解説頼む。

「ちょっとわたしに見せて欲しいですます」

　俺がお手上げのポーズをしてみせたところ、隣でリュフェがぴょんぴょんする。どうやら紙が欲しいらしい。

　その様子が可か愛わいかったのでつい意地悪したくなったが、今それをやるのは空気が読めなすぎる。大人しく渡してやると、リュフェはしばらく黙読してから口を開いた。

「ふむふむ。要するに……この『モンスティエラ』という村は、〝誰かが意図的に創った村〟、という事になりそうですますね。それも、楽園として」

「我が楽園、って言ってますもんね。後は、色々捨てなさいとも言ってますけど……」

《確か服を捨てた人間の兄きよう妹だいがいましたね？》

「その話はもうよせ！」

　別に捨てたくて捨てたんじゃねぇし！　トルチェはともかく俺は命が懸かってたし！

　ったく。下らない事言ってないで、とっとと碑文の意味を考えるべきだろ。

「これは恐らく、異種ゼノとなる事を言い表しているのであろうな。異種ゼノ化すれば、人でも魔物でもない全く別のモノとなる。それは即すなわち、その身も、過去も、故郷でさえも意味を失い、ゼロからのスタートになるという事だ」

　確かに……それは魔王の言う通りだと思う。

　南門の門番フアリアルさんという例外もあるにはあるが、元の自分が何の魔物だったのかを正確に把握している以上、この村に住む異種ゼノ達たちは魔物だった頃の記憶を残している。その上で、自分の過去には何の未練も抱いていない。

　その時持っていた姿も、価値観も、全部綺き麗れいさっぱり捨てて、新しい生活を楽しんでいる感じだ。当然、元々の生まれ故郷を想おもってホームシックになる事もないだろう。それが、その身と過去、故郷を捨てるという事なんだ。

「けど問題なのは、こっから先の文だ。〝世の均衡無くば、世に命宿る事あたわず〟……均衡ってなんだ？　何と何のバランスが釣り合えばいい？　そうしないと、この世界に命が宿らないとでも？」

「いや、これはあくまで過去の話ではないか？　今現在、この世界には多くの命が芽吹いている。かつて……それこそこの村が創られた頃の世界では、〝何かがバランスを崩していた〟。そのために、〝命が育はぐくまれる事がなかった〟。あるいは死が蔓まん延えんしていたと言うべきか」

　なるほど……つまり今の世界は均衡が保たれた、ごく平和な状態って事か？　人間と魔物が争い合ってる世界だってのに？　今も誰かが傷付き悲しんでるかもしれないってのに？

　……どうにも納得がいかねぇな。

「私には難しい事は分かりませんけど、でも宴うたげって響きは何だかいいですよね。この村を離れなければ、いつでも暴飲暴食が楽しめるって事でしょうか？」

「コルさん、それはユニークな考えですますが、少し楽天的すぎるのでは？　これはきっといい意味では書かれていない、何かの戒め的なものですます。『離れてはいけない』し、『忘れてはいけない』のだと。……ちなみに、盈えい虚きよとは何ですます？」

　盈えい虚きよ……確か、月の満ち欠けの事だっけか？　繁栄と衰退を意味する言葉でもあったか。

　ここでは〝天地の〟と記されている以上、両方の意味を示しているように感じる。天の盈えい虚きよは月の満ち欠け、地の盈えい虚きよは繁栄と衰退という風に。それ以外はさっぱり分からないけど。

　あと気になる事と言えば──、

「……『血ち蝕はみの月』……」

　──個人的には、やっぱりコレだろう。

　やけにおどろおどろしい単語だけど、月と言うからには空の月を指しているのか？　それとも、誰かの名前？　だとするとそれは、この村の創始者？　それとも……その敵対者？

　……あぁ～っ、駄目だ！　この辺りの考察は現時点じゃ難しすぎる！

　そうして一人頭を悩ませていると、魔王は俺の肩に無言で手を置き、リュフェから解読文が書かれた紙を返してもらう。

「一通り目を通してもらったな？　こうも謎めいた文面だ、各おの々おの気になる事は多かろう。だが……現時点で次への糸口となりそうなのは、たった一つしかない。皆の者、ここを見てくれ。余が注目したいのは、この部分──」

　言って、魔王は紙を片手で広げ、最後の行をトンと指で叩たたく。

「〝蒼あおき光の祭壇〟。とは、どこの事だ？　この村の中に存在するのであろう？」

　その質問を受け、コルルとリュフェは目を丸くして顔を見合わせる。二人はしばらく無言で見つめ合った後……同じタイミング、同じ角度で首を傾かしげた。

「す、すみません……心当たりナシです……」

「わたしもさっぱり分からないですます」

　その答えを聞き、魔王はガックリと肩を落として溜ため息いきをつく。

「くっ、ここまで来てこの様ざまか。碑文を解いても分からなかった事が、その祭壇とやらに行けば分かるかと思ったが……やれやれ。この村の探索はまだまだ終わらぬという事か」

「まぁまぁ。どうせ特にする事もない村だし、気長にやればいいんじゃないか？」

　と言っても、各門の石碑巡りという具体的な目標は、今日で達成しちゃったんだよな。

　となるとここは……。

「明日からはちょい手分けして情報収集してみるか。で、何か情報が手に入ったら、またみんなで集まろうぜ。なぁに、俺おれ達たちならすぐだ、すぐ」

「そうだな……うむ。それが賢明であろう」

　俺の提案を受け、気落ちしていた魔王はどうにか元気を取り戻したようだった。

　むしろ「貴様には負けぬ」と息巻く姿を見届けたところで、俺とコルルは大図書館を後にする。見上げた空には、静かな夜の気配が迫っていた。

「あの、ルシエル様。私はそろそろ門番の仕事に戻らないといけないのですが……」

　唐突にそう言い出すコルル。手分けして探すと言った手前だからか、かなり申し訳なさそうにしている。

　そう言えば、最近の『モンスティエラ』探訪で随分と引っ張り回しちまったよな。実は俺の知らないところで、オルドス君に小言を言われていたりするのかもしれない。

「気にすんな。今まで付き合ってくれて本当に助かったよ。ありがとな」

　言って、俺はコルルの頭を思い切り撫なでてやる。

「ル、ルシエル様っ、もうちょっと優しく……でも、嬉うれしいです」

　馬鹿だな。優しく撫なでたら恥ずかしいから、わざわざ雑な感じで撫なでてやってるんだぞ？

　でもまぁ……たまには撫なでてやるだけじゃなくて、ちゃんとしたお礼がしたいけどな。

《ルシエル様。コルルばかりでなく、そろそろわたくしの頭も撫なでて頂きたいのですが》

「おっと、悪いレグナ。……って、お前何かしてくれたか？　俺の神経を逆さか撫なでしてくれたぐらいしか記憶にないんだが？」

《わたくしとコルルは一心同体ですので、コルルの手柄はわたくしの手柄でもあるのです》

　そう言われると、コルルだって一緒についてきてくれたってだけで、特に手柄を立ててはいないような……。いやいや、一緒にいてくれただけで充分嬉うれしいぞ？　魔王と二人きりだなんていう薄ら寒い展開にならずに済んだのは、間違いなくコルルのお陰だしな。

「でもそういう理論で来るなら、コルルを撫なでる事はお前を撫なでる事でもあるんじゃないか？」

《うっ……そう来ましたか。反論不能ですね。悔しいので、わたくしはもう不ふ貞て寝ねします》

　おおぅ、これは予想外の反応。まさかあのレグナを論破できる日が来ようとは……ふふふ、いつぞやの復ふく讐しゆうは果たせたか？

　……ん？　でも待った。こうしてレグナが寝たという事は……。

《くぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]……っておい。まだ全然明るいじゃねーかよ。どーしてこーなった？》

　大おお欠伸あくびを嚙かみしめつつ、動き出したのはコルルの左耳にぶら下がる例のアイツ。

　夜限定の激レアキャラ、エルバイドだ。

「あ、おはようエルバイド。レグナはルシエル様に意地悪されてヘソ曲げちゃったから、もう寝ちゃったんだよ。だから今日はエルバイドが早番ね」

《はぁぁ？　ざっけンなよ、テメーのせいかルシ公。テメーとは生活リズムがちげーんだ、お陰で滅多に話す機会もねーだろうと思ってせいせいしてたのに、もうコレかよ。あーあ、マジでガッカリだわー、マジで》

「……」

《うわっ！　コラッ、いきなり何しやがるルシ公！　アタイの頭に気安く触んじゃねー！》

　いや、だってコイツ、伝えたい気持ちと逆の事を言う習性があったじゃん？　『また俺と話したくてウズウズしてた』とか面と向かって言われたら、嬉うれしくなっちゃうじゃないの。

「いや～、話せて嬉うれしいぜエルバイド！　元気にしてたか？」

《ちっ……今まさに最悪な気分になったトコだっつーの。あんまし馴なれ馴なれしくすんな》

「あぁ、そりゃ悪かった」

《お、おい、随分あっさり引き下がりやがるじゃねーか……見直したぜ……》

　そうかそうか、見損なったか。いや～、相変わらず分かりにくいわ。

「あー、ところでエルバイド。お前〝蒼あおき光の祭壇〟って知ってるか？」

　俺は何となく思い付き、駄目元でエルバイドにも尋ねてみる。

　レグナとエルバイドは本体であるコルルと意識は繫つながっているものの、人格はそれぞれ個別に存在している。コルルやレグナが知らない事でも、エルバイドだけは知ってるなんて事態もないとは言い切れない訳だ。

《蒼あおき光の祭壇だぁ？　……祭壇って、何だ？》

　そこからかー……。まぁ、エルバイドって話し方からして脳筋な感じだし、仕方ないか。

「いや、知らないならいいんだ」

《お？　何だよ、ルシ公もよく分かってねーんだな？　だから説明できねーんだろ》

「ち、違いますぅー！　知ってますぅー！」

　いや、ホントに知ってるけど、言われてみたら祭壇ってどう説明したらいいんだ？　祭事的な壇？　この場合は石壇？　何て言うか、神聖な雰囲気の……場所、とか？

《まっ、祭壇ってのは良く分かんねーケドよ。蒼あおき光ってのには見覚えがあるぜ》

「あ、そう。……えぇっ!?　ま、マジで!?」

　え、それは逆の事言ってるのか？　見覚えがないって事だよな？

《フン。アタイは噓うそつきってわけじゃねー、単に捻ひねくれてるだけだ。この状況で捻ひねくれたってどーにもならねー事ぐらい、弁わきまえてるっての》

「ル、ルシエル様っ、この子、今は素直に話してくれてるみたいです！」

　おぉ！　本体のお墨付きとあらば信用大だ。これはひょっとするとひょっとするぞ。

「そ、それで、どこで見たって？　その蒼あおい光」

《どーもこーも。いつも真下にありやがるじゃねーか》

　言って、クルリと顔の向きを変えるエルバイド。あ、あぁ、それくらいは自分で動けるのな。

　ちなみに彼女が見据えているのは、村の東。そこに、一体何があるって言うんだ……？

　俺とコルルが固かた唾ずを飲んで聞き耳を立てる中──気けだるそうに目を細めたエルバイドは、溜ため息いきとともに一言。

《毎晩、真っ暗になったら光ってやがるぜ？　……櫓やぐらの下にある石碑が》

　…………。気付けよ、コルル。







[image: 五　～最前線!　密着ファニル二十四時～]




「ふ～ん……石碑巡りね。最近妙に忙しそうにしてると思ったら、そんな事してたんだ……」

　その日の夜。いつものようにファニルの店の手伝いに来ていた俺に、ファニルは低めのトーンでそう言った。

　今は店を閉め、明日の営業に備えて清掃の真っ最中。とはいえ黙々と手だけを動かす作業を嫌った俺は、話の種になればと軽い気持ちで近況報告をしたのだが……。

「な、なんか不機嫌そうだな？　ピリピリしてるぞ」

「別にピリピリなんかしてないわ、変な言い掛かりはやめてくれる？」

「いや俺がピリピリしてるんだっつーの！」

　見てみろ俺の髪の毛、静電気で凄すごい事になってるだろうが。ったく、ファニルは怒ると角つのから放電する迷惑体質なんだから、怒ってる時はすぐに分かるんだぞ？

「なぁファニル、誤解しないでくれ。俺おれ達たちは別にお前を仲間外れにしたつもりはないんだ」

「苦しい言い訳ね。コルルちゃんとリュフェちゃん、オマケにあの魔王とまでつるんで村を冒険ごっこだなんて……そこにこのあたしを呼ばない時点で、もう確定的じゃない」

「違う、そうじゃない。よく考えてみろ、コルルは門番とは名ばかりの暇人、リュフェも司書とは名ばかりの暇人。俺だってディナー時限定でここの手伝いに来るだけの暇人で、魔王に至っては無職同然だ。でもお前はこの店を切り盛りする店長だろ？　つまり……」

「！　あたしだけまともに働いてる……っ！」

　その通り。俺おれ達たちの中でまともなのはファニルだけなんだよ、悲しい事にな。

「真っ当に生きるお前を、俺おれ達たちの下らないごっこ遊びなんかに巻き込む訳にはいかない。だからあえて声を掛けなかったんだ」

「そ、そうだったのね……。何かゴメン、変に勘繰っちゃったりして」

「いいさ、分かってくれればそれで」

　良かった、機嫌が直ったみたいだな。いや～、こういう局面で咄とつ嗟さに上う手まい言い訳を思い付ける俺って、案外いい策士になれるんじゃなかろうか。

「ところでさっきの話の続きだけど。例の石碑の件は、結局行き詰まっちゃったのよね？」

「まぁな……。碑文の写しを揃そろえて解読したまでは良かったんだけど、意味が分からない事だらけでさ。分かった事と言ったら、この村は大昔の何者かが楽園として創ったって事だけだ」

「この村が……楽園？　誰にとっての？」

「さぁ？　異種ゼノにとっての、とか？」

　いや……村に立ち入った魔物が結果として異種ゼノになるんであって、つまりは魔物にとっての楽園と考えるのが正しいのか？

　魔物はみんな異種ゼノになるべきだって、そう言いたいのかね？　この村を創った奴やつは。

「とにかく、行き詰まったからには次の手掛かりを探さなきゃならない。蒼あおき光の祭壇、そこに向かえって指示が石碑には書かれてたんだが……ファニルには分かるか？」

「ううん、全然」

　即答ですかい。いやもう、さっぱりしててむしろ気持ちがいいや。

「やっぱそうかぁ……実は今日店に来る前にさ、蒼あおい光なら見た事あるってエルバイドが言ったから、東門の石碑を見に行ったんだよな。そしたら、本当に蒼あおく光ってたんだよ。暗くなると何な故ぜか光るらしいんだけど、そこ止まりでさ……結局手掛かりにはならなかったんだ」

　それこそまさに、ぬか喜びというヤツだ。エルバイドを責めるつもりは全くないが、逆にエルバイドの手柄になったらなという思いはあった。たまにしか話せないんだし、あれが決め手になれば目一杯褒めてやれただろうに。

　ガッカリな気分を思い出し、俺はつい肩を落とす。しかし、俺の話を聞いたファニルがさっきから黙ったままだ。一体何が……そう思った時、ファニルは壁の一点を見つめたまま呟つぶやいた。

「ん～……これってあたしの気のせい？　あたしさ、なーんか見覚えがある気がするのよね」

「？　見覚えって……ひょっとして祭壇のか!?」

「違う違う、祭壇なんて知らないわ。むしろその単語が邪魔してたの。でも、エルバイドが見たっていう蒼あおい光……。それ単体だったら、あたしもどこかで見た気がするのよ。門にある石碑じゃなくて、どこか別の、暗い場所で……」

　おいおいマジかよ。これはファニルに話して正解だったかもしれない。

　何しろ彼女はハンターだ。日常的に獲物を狙って村中を、いや、それどころか時には村を飛び出して世界中を見てきた異種ゼノだからな。見聞きする情報は、きっと他の連中の何倍も多いに違いない。

「そ、それで肝心の場所は？」

「それが出てこないから困ってるんじゃない」

「どうすれば出てくる？　頭叩たたいたら出るか？」

「試してみたら？　きっと出てくるわよ、あんたの口から汚いのがゲロゲロと」

「べ、別の方法にしようかなぁ」

　ホントに冗談なんで、そのリバーブローの素振りやめてもらえます？

　しかし……こうなるとまたしても手詰まり感が出てくる。一体どうしたらファニルの記憶の引き出しを開ける事ができるのか、俺には見当もつかないぞ。

「方法ならあるわよ。まぁある意味定番の手なんだけど……聞く？」

「ん？　おぉ、聞く聞く」

　頭を抱える俺を見るに見兼ねたのか、自分から案を持ち掛けてくるファニル。思わず条件反射で聞くと答えた俺だけど、微妙に言いにくそうにしているのが何だか怖いな。

「見たのは多分最近の事でさ。でも最近のあたしって、特別な事なんて何もしてないはずなのよ。だからあたしはいつも通り普通に過ごすから、あんたは、その……」

　そこまで口にしたところで、ファニルはモゴモゴと言葉を濁す。なぁに、俺は焦あせらないさ。こういう時こそ余裕の笑みで、急せかさず待つのが紳士の務めというものだ。

「……み、密着取材とか、してみたら？」

　おぉっとこれは、なるほどそう来ましたか。大丈夫、ついさっきも言った通り、俺は紳士の中の紳士だ。こういう時の対応はバッチリ心得ているさ。

　さぁ、最高にスマートな返答を見せてやろう。

「是非そうさせていただこう。あぁもちろん他意は無いよ、どこまで密着していいのかとか別に気にしてないし節度のある取材をするつもりだよ。でもここで気になってくるのがむしろその節度で、これって酷ひどく曖昧なものだよね？　だからその辺りの事は全て俺に一任してほしいのだけどいいだろうか。いや、いい。そうでしょだって俺は一切邪よこしまな事は考えてないし下心は皆無、紛れもなく穢けがれなき聖人君子だ。故に何の問題も起こらないし仮に起こったとしてもそれは不慮の事故とか不可抗力的なものとして処理されるから俺得以外の何物でもなくそもそもキミから言い出した事だというのが何より最強の免罪符な訳でつまり俺は安心して最後までやり遂げられるよ任せて！」

　ふぅ……思ったより饒じよう舌ぜつになってしまったが、きっと誠意は伝わったはずだ。

　他にも余計な事を伝えてしまったような気がしなくもないが、さて、ファニルの反応は？

「思い出したら言うから、とりあえず帰って」

　駄目みたいですね。







　というオチで済ます訳がないだろう。

　結論から言って、密着取材の件は改めてオーケーをもらった。夢の実現のため、俺がどれだけ額に土を付けた事か……。正直なところ、呆あきれ顔がおのファニルから治癒魔法を受ける前後の記憶が一切ない。それだけ激しい『[image: ]ＤＯＧＥＺＡ[image: ]』が行われたのだと思ってくれ。

「ファニル、一つ確認なんだが……蒼あおい光を見たのって、暗い場所だったんだよな？」

「うん、確かそうだった気がする。だからあんたは、あたしが暗い場所に向かった時は特に注意して見るのよ」

「了解、任せてくれ」

　早速現時点から取材開始。今は丁度店内の清掃が終わったところだ。

　いつもの俺は清掃が終わり次第コルルの家に帰ってしまうので、ここから先は早くも未知の領域。ファニルは一体どういう行動を取るのか……。

「仕事が終わったって事は、やっぱりシャワーでも浴びてさっぱりする感じか？」

「それにはまだ早いわ。まずはコルルちゃんに渡す分の朝食を用意するのよ。毎朝取りに来てるでしょ？」

　あぁ、言われてみれば確かに。

　ファニルはローストしたブタ肉を一口サイズに切り分けると、タッパーに移して魔導冷蔵庫にイン。こうしてこの店の売れ残りは、毎朝格安でコルルに提供されるのだ。

「じゃ、そろそろシャワーの時間か？」

「まだだってば。その前に食材の在庫チェックをしとかないと。じゃなきゃ明日どの動物を狩りに行くのか決められないでしょ？」

　なるほど、それは納得の理由だな。

　例えば今日はブタ肉が多く出たが、代わりに牛肉はほとんど注文がなかった。鶏とり肉にくの方はどうだったか……チェックしてみて足りないようなら、明日はブタと鶏を中心に狩りをすればいい訳か。

「よし、チェック完了。次こそシャワーだな？」

「あんたどんだけシャワーに行かせたいのよ！　行くけど！」

　待ちに待ったその言葉に、俺は心中でガッツポーズ。たかってくるハエを払う牛のごとく尻尾を振って俺を遠ざけようとするファニルだが、生あい憎にく俺は人間だ。どれだけウザがられようと取材の手を緩める事はない。

「!!　暗い……浴室が暗いぞ！　まさかっ」

「今明かり点つけるわ」

　あ、暗くなくなったな。しかも別に蒼あおくない。残念だ……絶対ここだと思ったのに。

「ちょ、ちょっとルシエル察しなさいよ、あたしシャワー浴びるんだから出てって」

「いやでも密着取材中だし」

「この世から追い出してやってもいいのよ？」

「終わったら呼んでくれ」

　俺はハエと違って、命の危険には敏感な男だ。引ひき際ぎわは弁わきまえるさ。

　それにしてもファニルの奴やつ、これのどこが密着取材なんだ？　これじゃただのストーカーと大差ないじゃないか。

　いいか？　ニヤつきながら裸婦画を描く画家なんてこの世にいない。俺も同じだ。ただ真剣に密着取材がしたいだけなのに、どうしてこの真摯な気持ちが伝わらないのか……ん？　何だこのニヤけた面のキモ男は。あぁ、鏡か。

「ふ～、シャワー済んだわよ。……覗のぞきには来なかったみたいね、見直したわ」

　仕方なく食堂で手持ち無ぶ沙さ汰たにしていると、シャワーを終えたファニルがやって来た。

　体はバスローブ一枚、足にはスリッパ。タオルで髪を拭ふきながら歩く隙すきだらけな彼女の姿に、俺はドキリと胸を高鳴らせた。いいな、この素っぽい感じ。これぞ密着取材の醍だい醐ご味みだ。

[image: ]

「見直してもらえたなら嬉うれしいぜ。けど、どうして覗のぞきに行ってないと断言できるんだ？」

「そんなの、あたしくらいになれば気配で分かるわよ。ちなみにあんた、あたしがシャワー浴びてる間に寝室覗のぞいてたでしょ？」

　姿とは裏腹に全く隙すきのない彼女の言葉に、俺はギクリと胸を高鳴らせた。

「ま、待て！　あえて白状すると、俺は確かに寝室を覗のぞいたよ！　でも入ってはいない！　本当だ信じてくれ！」

「いや、それもちゃんと分かってるから安心してよ」

　そこまで分かられちゃうと、逆に安心できないかも。

「ところで、シャワーの次はいつもどうしてるんだ？　筋トレか？」

「しないわよ、折角シャワー浴びたのに汗かいちゃうじゃない。筋トレはシャワーを浴びながらするのよ」

　してるのかよ。はぁ～……この抜群の強さとプロポーションは、本人の弛たゆまぬ努力によって裏打ちされたものだったんだな……なるほど、俺も少しは見習わないと。

「ふふっ、その顔、密着取材の甲か斐いがあったって顔ね？　……さてと。後は寝るだけだから、今日はここまでね」

「あ、そうなのか。何だよ、寝る前に恥ずかしいポエムの一つでも書かないのか？」

「あんたやっぱり部屋に入ったのっ!?」

「は、入ってないけど……？」

　そうか……あの部屋にはポエム帳があるのか……。いずれ活用させていただこう。

　というところで、本日の密着取材はここで終了だ。

　ここから先こそ密着たる本領が発揮されるのだと言いたいところだが、それは流石さすがにやめておこう。取材対象のプライベートを侵害するなどという非常識な行いは、俺の流儀に反する。ルシエル・Ｆ・ステファノスはクールに去るぜ。

「あれ？　ルシエル、ウチで寝てかないの？」

　店を出て行こうとする俺に、きょとんとした顔で尋ねてくるファニルさん。

　おや？　これは一体どういう展開ですかな？

「密着取材なんだから当然でしょ？　今からあたしのベッドの隣に布ふ団とん代わりのクッション用意するけど……やっぱり帰る？」

「帰りません」

　流儀なんかクソ喰くらえ、俺は取材を続けるぞ。

　そして今こ宵よい──俺はファニルのすぐ隣で一夜を明かす事となる。

　彼女の寝息は規則正しく、寝相もいい。そんな意外な事実が知れた、まさにドキドキな夜。

　だけどちょっとでも動こうものなら即死級の電撃が飛んできたりして、うっかり寝返りも打てやしない。

　無意識な自意識過剰ほど恐ろしいものはない。そんな知りたくもなかった事実まで知れた、別の意味でもドキドキな夜だった……。







　──翌朝。我々取材班（一人）の朝は早い。

　正確には、早いというより一睡もしていない。だって電撃がくるんだもん。そのうち俺という異物の存在に慣れてきたのか、それも収まったけどさ。だからって、オチオチ眠れるほど毛深い心臓は持ち合わせちゃいない訳で。

　どうせ寝付けないのなら、もう起床して色々とイタズラ……じゃない、取材を始めようじゃないか。一応日の出の時間までは我慢したし、充分だろ。まだ起きない方が悪いんだ。

「失礼しまーす……」

　俺は小声で断りを入れつつ、また電撃にも細心の注意を払いつつ、未いまだ静かな寝息を立てるファニルの枕元に近付く。御覧下さい、これがここ『モンスティエラ』の最強ハンター、白はく竜りゆう娘むすめファニル・アペティートの寝顔です。

　さて、折角なのでもう少しだけ近付いてみましょう。

　ガブッ！

「イッタ!?　うわ手ぇイッタ！　何コレ超痛ぇ！　嚙かまれてる嚙かまれてるっ！」

　ファニルの左腕がドラゴンヘッドに！　こいつ寝ながらオリジンフォーム出してやがる！　まさか電撃以外の防衛手段があったとは、何たるウカツ！

「ファニル起きてっ！　お願い今すぐっ！　おいはよ起きろやマジで死ぬだろボケ！」

　いかん、本気で身の危険を感じて久々にダークルシエルさんを登場させちまった。ここは冷静に、いやでもこれマジでキテルんだよ、泣きそうなんだよ！

「ん……なぁによルシエル、ヒトをボケ呼ばわりするとかヒドくない？　そんなヤツ、朝食にしてやるんだから……」

「いやもう既にされかかってんだってば！　寝ぼけてないで早く！」

「既に朝食……？　あ、ホント、何コレ死ぬほどおいしい……」

「更にモグモグしないでっ!!　こっちは死ぬほど痛いの！　動かさないでっ！」

「んぇ？　あっ！　ゴ、ゴメン！　ちょっと食べちゃってた!?」

　ようやく目覚めてくれたらしいファニルは、血相を変えてオリジンフォームを解く。そのまま俺の手を自分の両手で優しく包み込むと、いつもの治癒魔法を掛けてくれた。

「あー……良かった、助かった……あのまま手がもげちまうんじゃないかと思ったよ」

「そうならなくて良かったわ。あたしが寝てる間に食べ切っちゃったら、後でじっくり味わう楽しみが無くなっちゃうもんね」

「待って、今なんて？」

　今サラッと恐ろしい事言いましたよね？　断っとくけど、そんな〝後で〟は永遠にやって来ませんよ？

「でもホントにゴメンね、ルシエル……まさかあたし、こんなに寝相が悪かったなんて……」

「いや、寝相は凄すごく良かったぞ？　ホントに」

　ただ、防衛本能がそれ以上に優秀だったというかね……。しかもいつぞやレグナに嚙かまれた時より断然痛いという。

　迂う闊かつにファニルの枕元に立ったら危険。これも密着取材で得られた貴重な情報だな。

「えっと今は……あ～、このくらいだと、もうすぐコルルちゃんが朝食を取りに来る時間ね。あたしは普段、まだ寝てるんだけど」

　窓から外の様子を確認して、肩を竦すくめてみせるファニル。俺は起こしてしまった事を申し訳なく思ったが、寝顔を見ようとした件に話が飛び火してもアレなので黙っておく。

「寝直してもいいんだけど……まぁ、今朝はルシエルもいるしね。たまにはコルルちゃんを迎え入れてあげますか。ついてきて、ルシエル」

　言ってファニルは寝室を出ると、階下にある厨ちゆう房ぼうに向かう。

　次に魔導冷蔵庫から昨日切り分けたブタのローストを取り出し、一つ一つ串に刺したところでオリジンフォームによるドラゴンファイヤー。肉は一瞬で香ばしい匂いを漂わせた。

「お邪魔しまーす、あっ！　ファニルお姉ちゃんがもう起きてる！　しかもいい匂～い！」

　丁度その時、コルルが合鍵を使って裏口から入ってくる。温め直したばかりのブタ肉が、彼女の食欲をそそった。

「フフン。可か愛わいいコルルちゃんのために、時間を見計らって温め直しておいたわよ」

「わーいやったぁ！　ファニルお姉ちゃん大好き！　って……あれ？　ルシエル様もいる……。今日はどうしたんですか？」

「あぁ、気にしないでくれコルル。実は昨日から、ちょっとファニルの生活に密着する事になってな」

「密着……あぁ、密着取材！　じゃあひょっとして、昨日はウチに帰らなかったんですか？」

「まぁその、密着だからな」

「という事は……しばらくウチには帰ってこないんでしょうか……？」

　うん？　何かコルルの奴やつ、急にテンションが下がったな。耳も尻尾もダダ下がりだ。これはもしかして、俺が帰らない事を寂しがってくれてるっぽい？

　あぁ、俺はなんて罪作りな男なんだ。ここまで求められておいて応えられないようでは男が廃る。やはり俺は自分の流儀に則のつとり、帰るべき場所に帰るべきなんだな！

「分かったぜコル」

「分かりました！　じゃあ無理に帰れとは言いません！　代わりに私も今夜からお泊まりしに来てもいいですか!?　オルドスにもちゃんと話通しますから！」

「ナイスアイディアだぜコルル！」

　流儀なんかクソ喰くらえ、俺は迷わず両手に花を選ぶぞ！

　さて、気になる家主の反応は？

「お……お泊まり……そんな、ホントに？　い、いいの？　いいって事なの？　これは……」

「？　おいファニル、何ブツブツ言ってんだ。返事は？　いいのか？　悪いのか？」

「え、まぁコルルちゃんがそうしたいって言うならあたしは別に？　でも折角ならシャワーも一緒にどうかなって思うんだけど無理強いはしないわ。ベッドは一つしかないけど特に問題はないわね、二人で使えばいいだけだもの。大丈夫あたし寝相はいいってルシエルに褒められたとこだし狭いけど抱き合って寝れば気にならないわ。あぁ気になると言えばルシエルだけど、こうなった以上はやっぱり邪魔だから今夜から外で寝て。恨まないでよ、だってこんなチャンスは滅多にないし人目があると純粋に楽しめないのは分かるでしょ？　そう純粋、不純な事なんて何一つないわだって同性だもの。だからコルルちゃんはなんにも心配しなくていいのよ？　怖い事なんてしないから安心してお泊まりに来て絶対！」

　うわぁ、ファニルまで見た事もないテンションになったよ。昨日の俺もこんな感じだったのかと思うと、よく密着取材を認めてくれたなと素直に感心する。

「な、なぁファニル、ちょっと前にも思ったんだけどさ……お前、コルルに対してそんなに好き好きオーラ出す奴やつだったっけ？」

「あたしがどうしてコルルちゃんを『ちゃん付け』で呼んでると思う？　もともと可か愛わいがってるからよ！」

「あの、ルシエル様、気にしないで下さい……ファニルお姉ちゃんって元々こういうところがあって。ルシエル様が来てからは、何な故ぜかちょっと落ち着いたと思ってたんですけど……」

「いや、よく分かった。つまり、むしろこっちがこいつの本性なんだな？」

　多分、俺が村に来たばっかりの頃は流石さすがに少し警戒してて、俺の前では隙すきを見せないつもりでいたんだろう。が、そろそろどうでもよくなった、と。

「全くもう……じゃあ今夜ね？　あ、あと朝食もらってくね？　それじゃ」

　若じやつ干かん呆あきれた様子のコルルは、それでも誘いを拒む事なく足早に去っていく。

　ファニルは満面の笑みを浮かべているが、どうやら俺が両手に花となる未来はなさそうだ。







「さぁルシエル！　今夜のお店はコルルちゃんの貸し切りパーティーにするから、狩って狩って狩りまくるわよ！」

「あ、あぁ。けど生態系の事も考えて、ほどほどにな？」

　いやに気合いの入ったファニルをやんわり宥なだめつつ、俺は木漏れ日の中を彼女に続く。

　場所は南門を出たところにある迷いの森、その最深部。森を抜けるか抜けないかの瀬せ戸と際ぎわを上う手まく進む事で、村のみんなで意図的に繁殖させている家畜動物や、野生動物達たちが多く生息するこの特別な区画に辿たどり着つけるのだとか。

「流石さすがはプロのハンターだなファニル。纏まとってる空気が、さっきまでとはまるで違うぞ」

「そりゃあね。あたしは野生動物なんかにやられたりはしないけど、でも相手は必死よ。命が懸かってるもの。それをこれから奪いに行くって言うのに、ヘラヘラなんかしてられないわ」

「なるほど、命に対する尊厳……ってやつか。そう言えば、ファニルはどうしてハンターに？」

　今更と言えば今更な質問だが、これは前々から少し気になっていた部分だ。いい機会だし、聞けるものなら聞いておきたい。

「あたしがどうしてハンターに……か……。いいわ、話してあげる。ちょっと長くなるけどね」

　感慨深げに空を見上げ、フッと息を吐くファニル。

　それからゆっくりと。彼女は自身のルーツを語り出した──。

「知っての通り、あたしは元々ドラゴンだったの。そしてドラゴンっていう種族は生まれつき強大な力を持っているものだから、大抵は傲慢になる。かく言うあたしも御多分に洩もれず、そんな連中の一頭だったわ」

　当時の事を思い出したのか、ファニルは瞼まぶたを閉じて首を振る。彼女はまるで罪を懺ざん悔げするかのように、しんみりと話を続けた。

「ドラゴンは傲慢なだけじゃなく、強欲でね。金銀財宝、価値あるモノならなんだって集める習性があったの。そんなある日……一頭のドラゴンが、とても恐ろしい事に気付いてしまった。この世で最も価値あるモノは何だろう？　そう、それは……──〝命〟だ、って」

　命……。その言葉を聞いて、俺は体の芯からゾッとした。

　その考え方は狂っている。が、ある意味間違っちゃいない。だからそいつは奪ったって言うのか……他者の命を。

「宵よい闇やみよりも暗い翼を持った、邪悪な黒こく竜りゆう。そいつは奪って奪って、奪い尽くした。暴虐と殺さつ戮りくに酔いしれ、世界中の穢けがれと呪いに蝕むしばまれた。やがてその身は原型すら留とどめなくなり、ただ命を喰くらうだけのナニカになったの。ソレはいつでも空にいて、怯おびえた月は満ち欠けさえも忘れてしまった。元々ひと月で一周していた満ち欠けが、二か月周期になったのはそのせいだと言われているわ」

　おいおい、なんてスケールのデカい話だよ。まるで神話か御お伽とぎ話ばなしだ。

　うーん、これはますます続きが気になるな。俺は黙って話の先を促す。

「でもね？　世界が絶望で満たされ、もう終わりだと誰もが嘆いたその時……救世主が現れたのよ。人間の王と、大精霊をその翼に乗せ……天高く舞い上がる白はく竜りゆうがね」

「白はく竜りゆう……だって!?　ま、まさかそれって」

「シッ、もう少しだから黙って聞いて。堕おちた黒こく竜りゆうと対たい峙じした時、伝説の白はく竜りゆうは言ったわ。『貴様は、貴様が最も大事にしているモノをまだ奪ってはおらぬな。貴様自身の薄汚れた〝命〟……余が奪わせてもらう！』。死闘の末、宣言通り白はく竜りゆうに狩られた黒こく竜りゆうは月に封じられ、傷付いた白はく竜りゆうもまた、深い眠りについたのよ」

　うぉぉ、かっけぇ……最高にかっけぇよその白はく竜りゆう！　つまりさ、その白はく竜りゆうこそが……！

「そう！　その白はく竜りゆうこそがあたしのご先祖様なの！」

「ってお前じゃねぇのかよ！」

　いやまぁ、喋しやべり方とか全然違ったからおかしいなとは思ってたけど。

「ったく……で？　お前のご先祖様が凄すごかったっつーこの自慢話が、ハンターとしてのお前のルーツにどう繫つながってくるんだ？」

「簡単よ。ご先祖様は黒こく竜りゆうが暴れ出す前までは、ハンターだったの。山を一つ支配して、のんびり狩りを楽しんでた。でもそこにやって来た黒こく竜りゆうに獲物を全滅させられちゃったから、怒って懲らしめたってワケ」

「参戦の理由が思ってたよりショボい……。ともあれ、ファニルがハンターをしている理由は分かったぜ。要するに憧れのご先祖様みたいになりたかったんだな？」

「そそっ、そーゆーコト」

　要約したら一言で片付くような事だったよ。

　まぁ、親や先祖に敬意を払うってのは悪い事じゃないし、むしろいい事だと思う。俺の場合は生まれや育った環境のせいか、先祖どころか親にもいい感情を持てなかったからな……純粋に生きてるファニルが、ちょっと羨ましいや。

　さて、また一つファニルの事を知れたところで、狩りの再開だ。村一番のお手並み、とくと拝見させてもらおうか。

「あっ、足跡！　ルシエル、早速足跡見つけたわよ！」

「おぉ、早速か。何の足跡だ？」

「…………。えっと……」

　早速分からないんかーい。

「全く、村一番のハンターが聞いて呆あきれるな」

「ち、違うわよ！　あたしくらいになると知ってる足跡が多すぎて、すぐには一致しないの！　待ってなさい、この足跡は、え～っと……なに、これって足跡なの？　ドカッと、大きいボールをぶつけたみたいな跡が等間隔に続いて……。あれぇ、見覚えはある気がするんだけどなぁ」

　すっかり考え込んでしまうファニル。悔しいだろうが、こんなところでいつまでも時間は取れないぞ？

「……？　あれ、待てよ……？　この足跡、俺も見覚えがある気が……」

　何でだ？　俺は森でハンティングなんてした事ないぞ。というか、俺は『モンスティエラ』に来る前は城にほぼ軟禁状態だったから、こうして自然にできた足跡を見ること自体が初めてなんじゃないかってレベルだ。

　となると……城にある図鑑か何かで見たのか。

　何の図鑑だろう？　ウチの城には動物はもちろん、昆虫、精霊、武器防具から魔物まで、図鑑という図鑑が揃そろってるからなぁ。……おっと、別に自慢してる訳じゃないぞ？

「……あっ！　見てルシエル、獣の足跡よ。これはブタね、間違いなくブタよ。ねぇちゃんと聞いてる？　ブタよルシエル、ブタ、このブタ」

「おい、ちゃんと聞いてるからやめろ。俺がブタ呼ばわりされてるみたいで何か傷付く」

　今度こそ分かる動物の痕こん跡せきを見つけてはしゃぐファニル。よし、このまま痕こん跡せきを集めるんだ。その先に、きっとキングサイズの獲物が待っている。

　時に湿った洞どう窟くつを抜け、行く手を阻はばむ蔓つるを搔かき分わけ、俺おれ達たちはひたすら森を突き進む。

　やがて辿たどり着ついた、他よりやや開けた場所の中心──。こんもりとした緑の小山の上に、追っていたターゲットの姿を見つけた。

　強きよう靭じんな平たい鼻、大きな耳、丸々とした体に、白く短い体毛……紛れもなくブタだ。

「ルシエル、悪いけどここから先はお喋しやべり禁止よ。あたしの狩りをそこで見てて」

　耳元で囁ささやくように言い残し、ファニルは姿勢を低くして狩猟を開始する。

　まずは茂みの陰に隠れながら、物音一つ立てずに獲物の風下へと立ち位置を調整。軽々とやってのけているが、俺にはそれだけで充分驚嘆に値あたいする。

　何しろ足元は落ち葉だらけなのだ、一歩でも踏み間違えれば音が鳴り、ターゲットに存在を気付かれてしまうだろう。なのにファニルは全く危なげなく、中腰の姿勢でスイスイと理想の位置まで進んでいく。

　その秘ひ訣けつは、恐らく彼女の尻尾にあるのだろう。滑らかな白い尻尾は彼女が歩くたびに揺れ動き、高性能なバランサーとして機能している。人間にはとても真ま似ねできない芸当だ。

「！　仕掛けるのか……！」

　獲物の死角に入ったファニルは、背負っていた弓を左手に持ち、矢筒から一本の矢を引き抜く。状態は既に会かい。充分に引き分けられた弓は、今や遅しと発射の瞬間を待っている。

　森の木々を揺らす清涼な風が凪ないだ、その刹せつ那な──機は熟した。

　僅わずかな風切り音とともに放たれる、一筋の閃ひらめき。それは文字通り、目にも留まらぬ速さで標的を貫いた！

「す……すげぇ……！　跡形もなく消し飛んじまった……！」

「どう？　ルシエルどう？　あたしの実力！」

「いや、もう凄すごいなんてもんじゃねぇよ！　お前どうする気だ？　消し飛ばしちゃったら食材にならねぇだろうが！」

「あ……」

　あ、じゃないが。これじゃ剝はぎ取りもできない。尻尾切断とかもしてないのに、これで何の素材が手に入るってんだか。

「あはは……いつもより張り切りすぎちゃったかも。今日はルシエルが見てるから、つい」

「お、俺のせいみたいに言うなよ」

　全く、自分の実力くらい把握しといてほしいもんだ。お陰であのブタの死が無駄になっちまったじゃねぇか。

　と、俺が嘆きかけた次の瞬間……。

「なーんちゃって、冗談よ冗談。ブタならほら、ここにいるわ」

　ファニルはパッと笑顔になると、後ろ手に隠していたブタを俺の目の前に差し出して見せた。

　こ、これは……気絶してるみたいだけど、確かにさっきのブタだ。な、何だ？　一体どういう手品なんだ？　というか、ブタ一頭を軽々鷲わし摑づかみにするな。

「実はあたしって、弓は苦手でさ。どうせ中あたらないから、放はなった矢を追い抜いて素手でブタを捕まえたのよ」

　放はなった矢を追い抜くって、どんなスピードだよ……。

　まぁそこまでできるなら、弓が苦手だろうと何の問題もない。ファニルが優秀なハンターかどうかはともかく、規格外のウォリアーだって事は俺もバッチリ把握できた。

「一頭は無事に仕留めたけど、どうする？　このまま狩りを続けるのか？」

「もちろん。今夜はパーティーって言ったでしょ？　今日はこのまま、あたしのカッコいいところを見せ尽くしちゃうんだから！」

　まだまだやる気全開なファニル。それは俺が見たかった〝いつもの〟姿とはちょっと違うような気もしたが……どんな時でもファニルはファニル、だよな。

　俺は置いて行かれないように気を付けながら、張り切る彼女の雄姿をしっかりとこの目に焼き付けるのだった。

　……まぁ、動きが早すぎてほとんど何も見えなかったけど。







　そうして存分に狩りを堪たん能のうし、夜。

　俺とファニルはすっかり暗くなってしまった森を歩いていた。

「なぁファニル。狩りに夢中でこうして帰りが暗くなる事って、よくあるのか？」

「んー。よくはないけど、たまになら。ほら、今日みたいに営業しないって決めてる日とかは、遅くまで狩りしてる事もあるかな。最近はあんまりないけどね」

「そうか……最近はない、か」

　ファニルが最後に付け加えた言葉を呟つぶやき、俺は内心で気持ちを沈める。

　彼女が例の蒼あおい光を見たというのは、最近の事。なのに最近はこうして夜の森を歩く機会がなかったというのだから、蒼あおい光が見つかる可能性は必然低い事になる。

　暗くなったのなら、ひょっこり見つかるかも……なんて、ちょっと期待してたんだけどな。

「ルシエル。ねぇ、あそこに蒼あおい光が見えない？」

「な、何っ!?　……って、いやいやあれは南門の石碑だよ。手掛かりにはならない」

　いつの間にか門のところまで帰って来ていたらしく、ぼんやりと光る石碑が目に入る。

　東門以外の石碑も同じように光るかどうかはわざわざ調べていなかったが、光るという結果が図らずも分かったのは、まぁ一つの進歩と言えなくもない、のか？

「あれ？　そこにいるのはファリアル？　珍しい！　今日は石化してないんだ」

　周りが暗くても何のその、ファニルは石碑の傍そばに立っていた門番の姿を目め敏ざとく見つける。

　俺おれ達たちが近くまで歩いていくと、ファリアルさんは鼻をつまむのをやめて口を開いた。

「鼻呼吸をしないようにすれば、少しは石化体質が抑えられるって事が分かったからね。そこにいるルシエル君のお陰だよ」

「いやぁ、俺だけじゃなく、魔王とコルルも協力してくれましたから」

「な、何よ……あたしだけ話が見えないんだけど。例の冒険ごっこの賜たま物ものってワケ？　ま、別にいいけどね。今はあたし一人が密着取材を受けてるんだし」

　若じやつ干かんファニルの不機嫌が鎌首をもたげるが、自分の境遇を思い出して満足したらしい。ファニルもコルルに負けず劣らず、感情豊かな奴やつだよなぁ。

「ところでルシエル君。ファニルちゃんもだけど、今森の方から歩いてきましたよね？」

「えぇ、ちょっと奥で狩りをしてまして」

　ファリアルさんから突然の質問を受け、俺は咄とつ嗟さに答える。何かまずかっただろうか？　まさかファニルの奴やつ、気付かずに密猟みたいな事をしてたんじゃ……。

　俺はチラリとファニルを盗み見る。……う～む……見せつけるかのごとく大量の獲物を背負ってるし、もしこれが密猟だって言われたら何の言い訳もできないぞ。

　と、俺が心の中でヤキモキしていると、ファリアルさんは特に表情を変えるでもなく言った。

「あぁ、変に心配させてしまってごめんなさい。大した事じゃないんですけどね、最近森の中に魔物がいるような形跡があったから……ひょっとしたら鉢合わせてないかと心配して」

「魔物ですか？　……そういうのには特に出会わなかったよな？　ファニル」

「えぇ。出会うどころか、気配すら感じなかったわ。ちょっと間違って迷い込んじゃって自分から出て行ったか、弱すぎて熊にでも倒されたかのどっちかじゃない？」

　おいおい、弱いったって魔物だぞ？　熊なんかに倒されるような魔物がいる訳……あるなぁ、あるある。熊だって普通に強いんだから、馬鹿にしちゃいかん。

「ま、たとえどんな魔物が出てこようが、あたしが本気になれば一発よ」

「それ魔王相手でも同じ事言えんの？」

「流石さすがに一発じゃ無理だろうけど、勝つ自信はあるわね」

　マジかよ……じゃあいざって時は頼むわ。いやー、頼りになる仲間がいて俺は幸せ者だぜ。

　その用心棒サマを接待する意味も込めて、今夜はパーティーだ。せいぜい腕を振るって、ゲストともども満足させられる料理を作ってやるとしますかね。







「そらっ！　ルシエル様の特製フルコースだぜ！」

『ハクリュー食堂』の大テーブル、そこに置かれたメーンディッシュのドームカバーを、俺は勢いよくオープン。

　ドームカバーを追うようにして立ち昇る湯気。フワッと店内に広がる香ばしい匂い。アツアツのステーキ皿が奏かなでるジューシーな音色。どれを取っても一級品。目にも楽しい色鮮やかな肉と野菜のオンパレードが、そこにはあった。

「こ、こ、こ、これはっ!?　凄すごいっ、凄すごいですよルシエル様っ！　これは幸せの暴力ですっ!!」

　コルルよ、それはどういう表現だ？　喜んでくれてるんだよな？

「うっわすっごい！　これ何、どれがどの肉なの？　どうしてアレがこうなったの!?」

　ふっふっふ……驚いてるなファニル。食材を狩猟した張本人としては、この変わり果てた姿がまるで魔法に見える事だろう。

　なぁんて自信満々に語っているが、ブタや牛なんかはともなく、ぶっちゃけ鹿肉や熊肉を調理したのは今回が初めてだったんだが……どうにか上う手まく出来たみたいで何よりだ。

　まぁ、こうして上う手まく作るためには相応の知識が必要だったんで、大図書館の料理本を参考にさせてもらった訳だが……。

「おぉぅ、これは精が付きそうですます。いただきますですます」

　ま、当然図書館の主リユフエがついてくるわな。

　いや、それ自体には何の文句も無いんだ。料理は食い切れない……事もないだろうが充分にあるし、ゲストが可か愛わいい女の子ならむしろ大歓迎。だが……。

「ここか？　婦女子どもの密会会場とやらは」

　こうして下品なオプションまでついてきやがった。

「魔王、どうしてお前まで……。料理を前にどんちゃん騒ぎするようなタマじゃないだろ？」

「無論、貴様が作った料理になど微み塵じんも興味は無い。余が期待しているのはこの後の展開だ。三人の婦女子が、一つのベッド上で組くんず解ほぐれつ睦むつみ合あうのであろう？　その様を見届けずして何が魔王か」

「お前にとっての魔王って何だよ……」

　そんなんだったら、俺にも魔王の資格がある事になるぞ？

「でもどうする気だ？　魔王。既に言い渡されてる通り、例の秘密の花園は男子禁制。俺おれ達たちには手も足も出せないぜ？」

「ふん、貴様如ごときに言われるまでもない。手も足も出せぬと言うなら……そうだな、余は金を出そう。数代は遊んで暮らせる額だ」

「前に世界の半分出すって言って駄目だった事をもうお忘れで？」

　自信満々で何を言い出すかと思えば、その程度か。というか普通に金積もうとするなよ汚い大人だなぁ。

　俺はそんな汚い大人にはなりたくないから、手足の代わりに知恵を出すぞ。うーん、うーん……駄目だ、唸うなり声しか出てこねぇ。ここは密着取材中だという事を盾にして、強硬手段に出るしかないのか？　……いや、却下だ。それは命を差し出す事と同義。

「ルシエル様っ！　おかわりっ！」

「ほら、ドンドン持ってきなさいルシエル。食材ならまだ沢山残ってるでしょ？」

「ガッツリした食事も、たまにはいいものですます」

　俺が策を練っている間にも、三人の食事は進んでいく。

　くそ、あいつら俺ばっかこき使いやがって。折角マモノな少女に囲まれてるのに、おいしい思いなんかできちゃいねぇ。昨日は同じ部屋で寝られたのに……あ、それはおいしいのか。その後おいしく食されかけたけど。

「なぁなぁ魔王。お前魔王なら魔王らしくさ、何かこう……闇に紛れて気配を消す技とか持ってないのか？　『さらばだ。次なる夜にまた会おう』とかスカした事言って、フワーッて消えるようなやつ」

「ほぅ？　よく知っているな。それは上級魔物の基本技能だ」

「あるのかよっ!?」

　自分で聞いといてなんだけどビックリだよ！　てか、その技があれば覗のぞき放題じゃねぇか、どうして自分で思い付かねぇんだ魔王サマ！

「貴様……まさかそれを妙案だとでも思っているのか？」

「は？　妙案だろ？　違うのか？」

「まぁ……貴様がそう思うのなら試してみるが良よい。余は傍観させてもらうがな」

　何だよ、含みのある言い方しやがって。

　いいぜ、やってやる。誰が何と言おうとやってやるよ。俺は今こ宵よい、花園の秘密を解き明かす。

　密着取材はまだ終わっちゃいないんだ。どこまでだって密着してやるぜ！







　……と、密ひそかな決意を燃やして迎えた、待望の就寝時間。

　パーティーの料理係として大活躍した俺には、ここから先も重要な任務が用意されている。

　確認するまでもないとは思うが、一応確認しておこう。その任務とは──。

「ルシエル、貴様何をしているのだ？」

「皿洗いですが、何か？」

　いや、変なんです。絶対おかしいんですよ。昨日からファニルの密着取材を受けさせてもらっていたはずなのに、気付いたらまるで奴隷のような扱いを受けていたんです。

　ファニルの部屋に潜入すると息巻いてたのに一人皿洗いなんかしてたら、そりゃ魔王だって目を丸くするだろうさ。

「やれやれ。婦女子達たちの濡ぬれ場ばに密着するのではなかったのか？」

「そうしたいのは山々なんだけど、先に洗い物を片付けないといけないんだ」

「何だ、つまらぬな。……どれ、ここは余も手を貸してやるから、皿洗いなどさっさと済ませて早く決行するぞ」

「お前、実は結構期待してるんじゃねぇか」

　あの魔王ともあろう者が皿洗いを手伝うとか、むしろよっぽどの事態だぞ。そこまでして俺に潜入してほしいのかよ。

　だが、これは正直嬉うれしい申し出だ。俺と魔王は力を合わせて皿を洗い、瞬またたく間まに洗い物を片付けた。そして……いよいよその時がやってくる。

「では行くぞ。これより貴様に闇魔法、『ハイディング・ディメンション』を施す」

「ハイディング……なんかカッコいいな、それ！」

「あぁ。だが勘違いはするな。名前こそ派手だが、別にこの魔法は次元の狭はざ間まなどに逃げ隠れするような魔法ではないのだ。あくまでも、闇に溶け込むだけ。姿と気配は完全に遮断するが、他者からの干渉は受けてしまう」

「要するに、そこにいるとバレたらボコられるって事だろ？　大丈夫大丈夫！　姿も気配も消えちまうなら、見つかる訳ないって！　さぁ、やってくれ！」

　やけに慎重な魔王の肩を叩たたき、俺はサムズアップと笑顔で応える。魔王は何とも言えない表情で溜ため息いきをつくと、俺にその闇魔法を掛けてくれた。

　姿が……消える。自分でも自分が見えなくなるのが少し厄やつ介かいだが、これくらいで文句は言うまい。

　俺は落ち着いて足を運び、厨ちゆう房ぼうからカウンター裏へ。そこにある扉を開いて階段を上がると、ファニルの部屋はもう目の前だ。俺は部屋の前まで行くと、中の様子に耳をそばだてる。

「はぅあぁ、コルルちゃんもリュフェちゃんも、あったか～い！」

「わぷっ、ちょっとファニルお姉ちゃん、苦しいよぉ」

「むぐぅ……ファニさんを真ん中にしたのは、失策だったですます……」

《せ、狭いっての……。おいコラ、アタイらの事、踏み潰つぶしたりしたら承知しねーゾ？》

「だったらいっそ取っちゃえば？　エルバイド達たちって取り外せるんでしょ？　そんな事よりコルルちゃん、また大きくなったんじゃな～い？」

「えっ、えぇ[image: ][image: ]？　そ、そんな事は……や、やめっ、触らないでそんなとこ」

　こ、これだっ！　この展開を待ってたんだ！　覗のぞくには今がベストな瞬間！　どうにかして部屋に入らなければ……。

　──コツン。

「あれ？　今窓に何か当たった音した？」

「風か何かではないですます？」

　もし風だったらとんだ神風だな、リュフェよ。だが、今のは風なんかじゃない。

　俺には分かる。今のは魔王によるアシストだ。こっそり店の外に出た魔王が窓に向かって小石を投げ、あえて物音を立てた。それにファニル達たちが気を取られている隙すきに、俺が部屋に侵入できるようにな。

　そしてありがとう、魔王。お前が作ってくれたチャンス……俺はしっかりモノにしたぜ。

　俺はこの人生で一番の集中力を発揮し、静かに素早く部屋の中へ滑り込む。完璧だ。実に完璧なムーブ。これで俺はやっと、本当の意味でファニルの密着取材ができる。

「ファニさんファニさん、わたしは大きくなったですますか？　触って確かめてほしいですます」

「えっ、それ自分から言っちゃう？　どれどれ……うーん……大きくなったような、そうでもないような……ゴメン、服の上からじゃちょ～っと分かんないわね～」

「じゃあ脱ぐですます」

　おいおい、リュフェには羞しゆう恥ち心しんというものがないのか？　暗くて流石さすがによく見えないけど、この視界の先には一いつ糸し纏まとわぬリュフェの姿が……。

　くそ、もう少し。もう少しだけ近付けないか？　俺は腰を屈かがめた姿勢のまま、ジリジリとベッドへ向か……おうとした、その時だった。

「今度こそ失明しろこの変態ッ!!」

「ぴぎぃっ!?　目がぁ、目がぁぁぁぁ!!」

　痛烈な目め潰つぶしを両目に食らい、人目を憚はばかる事なくのたうち回る俺。瞬間、部屋の明かりが点ついた。良かった、どうやら失明はしていないらしい。

「ルシエル。あんたの密着取材に対する情熱と執念、見事なものね」

「お、お褒めに預かり……って、そんな事より何で分かったんだ？　俺が部屋に侵入した事」

　今俺が気になっているのは、その事ばかり。この後どんな酷ひどい目に遭わされるんだろうかとか、そういう事は二の次だ。……単に考えたくもないだけとも言うが。

　目を真っ赤にして尋ねる俺に、ファニルは怒りを通り越して呆あきれた顔で答える。

「昨日の今日で忘れたの？　あたしくらいになると気配で分かるって言ったでしょ？　あんたの気配が厨ちゆう房ぼうから突然消えたから、あぁこりゃこっちに来るだろうなと思ってずっと警戒してたのよ」

　そ……そういう事か！　そこにあったはずの気配が突然消えたら、それは逆に怪しさ満点。『ハイディング・ディメンション』によって気配を消したその時点で、俺の悪巧みはファニルに全て筒抜けだったって訳だ。

「ちなみにルシエル様。実は私には匂いでも丸分かりでした……すみません」

　何な故ぜか心苦しそうに言うコルルの言葉に、俺の方が心苦しくなってくる。

　魔王め、こうなる事が薄々分かってたから、この作戦に乗り気じゃなかったんだな……。

「はぁ～……やっぱり悪い事はするもんじゃねぇな。ファニルに目め潰つぶし食らったのはこれで二度目だぜ。リュフェが裸になるたびこんなの食らってたら、身が持たねぇよ」

「あ～うん、大図書館の地下での事でしょ？　確かメギンギョルズだっけ？　を作った時の。そりゃ食らわすわよ、おいそれと女の子の裸を見せるワケにはいかないじゃない。いくら暗い場所だからってね…………あ」

　そこまで言ったところで、突然言葉を止めて硬直するファニル。

　何な故ぜ言葉を止めたのか、すぐには分からなかった。だが、止まる直前に発した言葉の意味を考えた時……俺にもファニルの考えている事がハッキリと分かった。

　ここ数日のうちに俺おれ達たちが立ち入った場所の一つ──大図書館、その地下。そこは周囲の景色がほぼ見えないほどに暗く、しかし何も見えない訳じゃなかった。

　だってそこには、あったんだから。

「「思い……出した！　〝蒼あおい光〟があった場所！」」

　どうして今まで忘れていたんだろう。

　俺とファニルは同じタイミングで、同じセリフを叫んでいた。
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「ふむ……灯台下もと暗しとはこの事だな。まさか余が拠点に定めた施設の真下に、探していた蒼あおき光の祭壇があるやもしれぬとは」

　時は翌朝、場所は大図書館一階。

　俺おれ達たちから大図書館の地下の存在を知らされた魔王は、リュフェが地下への入り口を開くのを心待ちにしていた。

　俺が地下の存在を知ったのは、リュフェがメギンギョルズを作製した時。つまり魔王が『モンスティエラ』にやって来る前だ。

　地下にはそれから一度も立ち入る事はなかったから、魔王がその存在を知らないのは当然と言える。でもそうして立ち入る頻度が低いからこそ、存在だけは知っていたはずの俺おれ達たちもすっかり忘れてしまっていたんだけどな……。

「では開けるのですます。床が動くので注意するのですます」

　言って、リュフェは床板の一枚をバシンと叩たたく。するとその床板は隣接する床板とともに一段下がり、横にスライド。露出した床下から小さなクランクハンドルが現れた。

「な、何だか凄すごい仕掛けですね。リュフェさんはどうやってこの仕掛けに気付いたんですか？」

「ふっふっふ……それは違うのですますよコルさん。気付いたのではなく、これはわたしが作った仕掛けなのですます」

「えっ！　というと、仕掛けを作る前は？」

「普通に出入りできたですます」

　おいおい、わざわざ凝った仕掛けを作って隠し部屋にしたってのかよ？

　……グッジョブ！　何か秘密基地みたいで、この方がワクワクするよな！

　リュフェがハンドルをグルグル回すと、それに連動して目の前の床板が軋きしみ、左右にゆっくりと開かれていく。思い出した。ここに鉄製のハシゴがかかっていて、そこから下に降りられるんだ。そしてハシゴを降りた先には──。

「おぉ……これぞ蒼あおき光！」

　目の前に広がる暗い洞窟。その空間を満たす闇の中には、無数の蒼あおい光が浮かんで見える。

「見事なものだな……まさかこれほど神秘的な光景が、このような田舎村の地下に存在しようとは」

「ちょっと魔王、あんたシレッとウチの村を貶けなしてんじゃないわよ」

「ファニルお姉ちゃん、ここってやっぱり田舎なの？」

　コルルさんや……非常に申し上げにくいのですが、ここは立派な田舎ですぞ？　周期的に都に近付くという謎の行動を取る村とはいえ、発展度とか人口とか雰囲気とか、色んな面でどう足あ搔がいても田舎です。そもそも自じ分ぶん達たちで村って言っちゃってるしね。

「しっかしなるほどな……改めてよく見てみたら、篝かがり籠かごに入ってるこの石って外の石碑と同じ材質っぽいぜ。地下は常に暗いから、この石は半永久的に光り続けるって訳だ」

　光度としては普通の火と同程度なので、あまり遠くまでは照らしてくれない。だけど火のように熱を発している訳じゃないから、素手でも簡単に持ち運べるのは中々に便利と言えた。

　さて……蒼あおき光は無事に見つけられた。とはいえ、この地下空洞自体が祭壇って事もないだろう。きっとこの蒼あおき光が導く先に、目的の祭壇があるはずだ。

　そう考えた俺おれ達たちは、手分けして地下空洞内を調べに調べた。地面、壁、天井、あらゆる可能性を考慮して調べ回ったのだが……結論として、何一つ怪しいものは見つけられなかった。

「ちょっとぉ、何も無いじゃない。せめて罠わなくらいは用意しといてほしかったわ」

「罠わなって……。例えば間違ってスイッチに触れたら、上から大量の毒蛇が降ってくるとか？」

「それじゃつまらないわね。あたしには毒なんて効かないもの」

「お前が満足できる罠わながあったら、俺は間違いなく死ぬな」

　そういう辛口の冒険がしたかったら、ぜひともソロで頼む。

　と、俺とファニルで下らないやり取りを繰り広げている間も、魔王は低い唸うなり声を上げながらウロウロ。どうも今回の探索結果に納得がいかない様子だ。

「何な故ぜだ……四つの石碑は何な故ぜ、蒼あおき光について記した？　ここは村の中心でもあるし、その上この意味ありげな空間ときている。決して無関係とは思えぬのだが……」

　しきりに歩き回っては壁を撫なで、首を傾かしげる魔王。そんな事を言ったって、ここには本当に何も無かったんだ。祭壇があった形跡も、祭壇へと続く道も、何も……。

「……待てよ？　本当に何も無かったか？　じゃあ逆に、何ならあった？」

　些さ細さいな事でも、当たり前の事でもいい。とにかく発想を変えてみるんだ。

　ここにあるのは、地面、壁、天井、篝かがり籠かご。後はそこら中に転がっている大小の石ころ。当たり前だ、周りが全部岩なんだから。

　他には奥の壁に拳こぶし大だいの穴が開いている事ぐらいだが、これも当たり前だ。篝かがり籠かごが設置されている以上はヒトが立ち入る前提で作られた場所なんだから、通気孔を用意するのは絶対条件。

　……なんだけど……。

「なぁみんな。その壁に開いてる通気孔ってさ……どこに続いてると思う？」

　俺の唐突な質問を受け、呆あつ気けにとられたような顔をする一同。その質問にどんな意味があるのかとみんなが深く考え出す中で、コルルだけが素直な解答をぶつけてきた。

「えっと……空気を循環させるための穴な訳ですから、当然外に続いているのでは？」

「まぁ、普通に考えたらそうなるよな。じゃあここで改めて聞きたいんだけど……」

　再度の質問。俺は一旦言葉を止めて、肩越しに壁の穴を指さして告げる。

「これって、本当に通気孔なのかね？」

　その瞬間、一同は硬直。そしてまさかと息を吞のむ。

「つまり貴様は……この壁の向こうに、更にもう一つ部屋があると言うのか？　ルシエル」

「もしくは……ここは元々部屋なんかじゃなくて、祭壇へと続くただの通路だったとか。長い年月の中で天井が崩落して、天然の壁として通路を塞ふさいだ。今壁に見えてるコレはそういうもので、実はまだまだ先がある……なんて、妄想がすぎるかな？」

　そう、これはただの憶測であり、妄想だ。だが、無くは無い話だと俺は思う。

　何な故ぜなら、四方を囲む壁のうち、通気孔のような穴が開いている面だけ篝かがり籠かごが設置されていない事とか。問題の壁に近ければ近いほど、転がっている石が多く大きい傾向にある事とか。妄想の裏付けになりそうな点が、いくつもあるんだ。

「……面白いですます。これは人数分のスコップとツルハシを用意する必要がありそうですますね」

「これがホントに崩落なんだとして、一体どれくらい先まで通路が埋まっちゃってるのかって部分も気になるけどね……場合によっては、かなりの長丁場になりそう」

　俄が然ぜんやる気を見せるリュフェと、若干ウンザリした顔を見せるファニル。いや～、ここは力自慢の二人に頑張ってもらわないと。悲しいけど、俺は何の戦力にもならなそうだし。

「私だって頑張りますよっ！　穴掘りは得意な方なんです！」

「そうだな、犬って結構穴ボコ掘ったりするもんな」

　腕力はともかく、手数と体力ならコルルだって負けちゃいない。そこに魔王まで加われば、言うほど無茶な事でもないんじゃないかと思えてくる。

　だがしかし……そこでその魔王から、一つの意見がもたらされた。

「待ってくれ。何やら盛り上がってきたところで水を差すようだが……余は一度、自分の城に帰ろうと思う」

　みんなも俺と同じように、心のどこかで魔王の力を当てにしていたのだろう。だからこそ、この局面での脱退宣言は当然みんなの反感を買った。

「ちょっと魔王？　ここからって時に一抜けとか、それってあんまりなんじゃない？」

「見損なったですます、マオさんの薄情者。まるで魔王のような所業ですます」

「いや、まるでと言うか、そもそも余は魔王なのだが……」

　まさにその通りのご指摘だな、魔王さん。何な故ぜ彼に〝マオさん〟というニックネームを付けたのか、リュフェは今一度思い出すべきだろう。

「待ってファニルお姉ちゃん、リュフェさんも。まずは魔王さんに事情を聞きいてみようよ。きっと何か考えがあっての事だろうし」

　おぉコルル、お前のいい子っぷりはブレがなくて安心するよ。

《そうですね、コルル。もしも魔王が本気で魔王然とした事を企たくらんでいるのなら、このタイミングで抜けるなどとは言い出さないはず。本来なら協力的なフリを続けて我々に通路を掘り起こさせ、『ご苦労だったな、後は休むが良よい。永遠になぁ！』と裏切ってくるはずですから》

「貴様には次期魔王としての素質がありそうだな、犬いぬ耳みみ娘むすめよ……」

　おいコルル、お前の悪党っぷりが悪の親玉に評価されちまったぞ。

「やれやれ、少々誤解があるようだ。何も余は、不在の間に貴様らだけで掘り進めておけなどとは言っておらぬ。体の浄化具合……っではなく、そう、城の様子が気になるから、一旦帰ろうと思っただけだ。ここらが一つの節目と判断したのでな」

「あ～、そう言えば、この件が落ち着いたら一度帰りたいって前に言ってたよな」

「うむ。余は今日この場で祭壇に辿たどり着つけると見込んで付き合ってきたが……どうもそう簡単には行かぬようだ。ならばこの件は寧むしろここらで保留とし、余は帰る。そして余が戻り次第、探索再開と行こうではないか。その時は、この魔王も存分に力を振るってみせよう」

　ふむふむ、なるほどな。

　つまり魔王が言いたいのは『面倒だからお前らでやっといてくれ』ではなく、むしろその逆。『俺は一旦帰るけど、勝手に進めたりすんなよ!?』って訳だ。

　祭壇を見つける事は、ひょっとしたら歴史的大発見に繫つながるかもしれない。ここまで一緒に頑張ってきたのに、その快挙が不在のうちに達成されちまったら、それって悲しいもんな。

「お前の気持ちは伝わったぜ魔王。そういう事ならこの現場は大事に保存しとくよ。つっても……ここで諦めるには、まだちょっと早いんじゃないか？」

「？　それはどういう意味だ？」

「上にある図書館が何の影響も受けてないくらいだ。この崩落、思ったよりもずっと浅いのかもしれないぜ？　帰るかどうかを決めるのは、一掘り様子を見てからでも遅くないだろ」

「ふーん。それ、一理あるわね。ちょっと試してみましょ」

　言うが早いか、ファニルは通気孔と思われていた穴にズボッと右腕を突っ込む。そしてそのまま腕をオリジンフォームに変化。ムクムクと巨大化するドラゴンヘッドが、その分だけ穴を無理矢理拡張させた。痛くないのか？　それ。

「うぐぐぐ……よっ！　っと、抜けたぁ！　見て！　いい感じに通れそうよ！」

　ファニルがドラゴンヘッドを穴から引っこ抜くと、確かに人が充分通れるだけの空洞が出来上がっていた。

　俺と魔王が驚嘆の溜ため息いきを漏らす中、右目の眼帯をずらしたリュフェがすぐさま穴の中を覗のぞき込こむ。

「おぉ。ルシさんの読み通り、崩落は浅かったようですます。蒼あおい光が続いているのも見えるので、これなら先に進めそうですます」

「なんと……やるだけやってみるものだな。頼りになる連中よ、いずれ余の配下に加えたいところだ」

　いやいや、スカウトなんか間違ってもしてくれるなよ？　こいつらは対お前用の切り札として、日々餌付けしてるんだから。

「皆さん！　周りにある篝かがり籠かごから光る石を取ってきました！　これで足元を照らしながら進みましょう！」

「でかしたコルル！　じゃ、もうひと頑張りやってみるか？　魔王！」

「……無論、行くしかあるまい！」

　俺からの決まり切った質問を受け、魔王は前言撤回。

　俺おれ達たちは改めて、そして慎重に、地下に広がる蒼あおき通路を進んだ。







　そして──俺おれ達たちは本当に、辿たどり着ついた。

　ここ最近、ずっと追い求めてきた終着点。蒼あおき光が導く、その場所へと。

「これが……蒼あおき光の、祭壇……！」

　俺は目の前に広がる光景を見て、思わず声に出して呟つぶやく。

　円形に切り取られた巨大な空洞内。そこには同じく円形の石壇があった。分かりやすく喩たとえるなら、直径三十メートルはありそうなホールケーキ。それが豪華に、三段重ねだ。上の段になるほど径は小さくなるが、最上段でも直径十五メートルはありそうだ。

「いや～……しっかし本当に言葉通りとは恐れ入ったなぁ。外にあった石碑と同じで、まさか石壇そのものが蒼あおく光り輝いてるなんてさ」

「あっ、見て下さい！　最上段にまた大きな石碑が見えますよ！」

　コルルが指さす方を見ると、確かに立派な石碑が見えた。俺おれ達たちは石壇に備え付けられていた階段を上り、難なく石碑の前に到着。

「何よこの石碑、またよく分かんない文字ね」

「いや待て。確かに古代精霊文字も彫られているが、今回は違う。その下に、比較的近代の文字が添えられているようだ」

「と言うと……後になって書き足された、って事ですます？」

「そういう事であろうな」

　ふ～ん？　何か伝えたい事でも増えたのかね？　これを彫った奴やつは。

「では読み上げるぞ？　〝まずはこの地を訪れるであろう未来の者達たちに、謝罪をしたい。我が創造したこの楽園は、もはや無用の長物となった事を〟。……何だと？」

　いきなりの告白に、思わず読むのをやめる魔王。俺も意味が分からないな。楽園なんて言うくらいだし、無いよりはあった方がいいじゃないか。気にする必要なんかないだろうに。

　気を取り直し、魔王は音読を再開する。

「〝この地は……人々から大精霊と呼ばれる我が、『血ち蝕はみの月』の目を欺あざむくために用意したものだった。奴やつは人間も魔物も動物も、命ある者は何でも喰くらう怪物だ。しかしこの地に立ち入り異種ゼノとなれば、奴やつはそれを何とも認識できなくなる。故ゆえに、この地は楽園となるはずだった〟」

　なるほど……それなのに、その予定は大きく狂ってしまったと。でもそれは俺が思うに……いい方の誤算だろうな。

「〝人間の英傑、ラトゥス・ステファノス。そして魔物の長おさ、白はく竜りゆうシャルフヴァイス。それぞれを聖王、魔王と定めた我は、両名の力を借りて『血ち蝕はみの月』に挑んだ。正直、討ち死にする覚悟だった。だが……勝ててしまったのだ〟」

　勝てちゃったのか～。案外お茶目さんだな、大精霊サマってのも。

　ていうか……ここで話の腰を折ってでも、一つ突っ込んでおきたい事があるぞ。

「あのさ。そのラトゥスって言う人間の英傑なんだけど、それってウチのご先祖様なんだわ」

「あら、奇遇ねルシエル。今出たシャルフヴァイスって言う白はく竜りゆうも、あたしのご先祖様よ」

「「えぇっ!?」」

　俺と魔王が同時に驚きの声を上げる。

　おいファニル聞いてねぇぞ！　あ、いや、俺は聞いてたか。でもちょっと待ってくれ、昨日話してもらった神話まがいの昔話って、まさにこの話だったのかよ！

「へ、へぇ～……ファニルって、初代魔王の子孫だったのかぁ。魔王は聖王家ウチと違って世せ襲しゆう制せいじゃないとはいえ、そうか……つまりファニルにも魔王の素質が……」

「じ、実を言うとだな、初代魔王は余の憧れなのだ。だから文献にあったように喋しやべり方も真ま似ねして……サ、サイン貰もらえるかっ!?」

「い、嫌よ。あたしはご先祖様じゃないんだから」

「子孫のでも一向に構わん！」

　おいやめろ魔王、見苦しいぞ。俺だけでなく、コルルやリュフェからも白い目を向けられてるのが分からんのか。

「ルシエル様、石碑の続き読めますか？」

「あ、あぁ。これくらいなら俺にも何とか。……〝結果、この地は不要な楽園となった。少しでも奴やつの目を欺あざむく足しになればと付けた移動機能も、全くの無意味。この地に迷い込んだ放浪者よ、どうか許してほしい。『血ち蝕はみの月』亡なき今、其方そなたの異種ゼノ化もまた……無意味だ〟」

　…………。あ、以上です。

「ふむふむ。要約するとこの『モンスティエラ』の正体は、『血ち蝕はみの月』と呼ばれる怪物から逃れるためのシェルターのようなもの……だったのですますね」

　要約ありがとうリュフェ。まさにその通りだと思うぞ。

　と……壮大なようでしょうもないような、そんな『モンスティエラ』の秘密が解き明かされたかに見えた──その時。

「この村って……今の私わたし達たちって……無意味……なのかな」

　その時──コルルが小さく、本当に小さく呟つぶやいた。

　それはきっと、誰の耳にも届けるつもりはなかった独り言。誰にも聞かせるつもりのなかった、この世界への疑問。でも幸か不幸か、俺の耳には届いてしまった。

　そして届いてしまったなら、俺から言える事は一つだけだ。

「なぁコルル。この村に……この村に住む、コルル・グアルディアっていう元・ケルベロスの女の子に救われた命がここにあるんだが……これって、無意味なもんなのかね？」

「!!　……いえ……いいえっ！　とっても意味ある事だと思います!!」

「あぁ。お前ならそう言ってくれると思ったぜ」

　答え、俺はコルルの頭をまた強引に撫なで回まわす。

　本当にありがとな、コルル。この『モンスティエラ』に来るまで、何の意味も持たなかった俺の人生に……意味があると言ってくれてさ。

　って、何か急にしんみりしちまった。らしくねぇよな、こういうのは。

　俺はパンと手を合わせると、ちょっとわざとらしいくらいに声を張り上げる。

「さぁてと！　これで一応、知りたかった事は大体知れた感じだよな。こうなると、いよいよ魔王ともひとまずお別れか？」

「む、言われてみればそうか。これで憂い無く城に帰れるというものだ」

「あ、でもそれならお別れ会とか……」

「結構。その気持ちだけで充分だ、犬いぬ耳みみ娘むすめ。これでも魔王なのでな、馴なれ合あいは好かぬ」

「だったら、せめて見送りくらいはさせなさいよね。あんたは確かに魔王なのかもしれないけど……この村にいる間くらいは、一応……仲間と思ってあげない事も、ないんだから」

「ちょっとだけ表で待っててほしいですます、今お土産になるものを用意するですます」

　ファニルとリュフェもそれぞれ別れを惜しみ、声を掛ける。

　魔王は一瞬だけ苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をすると、フードを深く被かぶって俯うつむいた。

「……ふん。本当にどこまでも甘い連中よ。余は魔王だぞ？　この村の謎が解明された今、次は手勢を揃そろえて踏み潰つぶしに来るかもしれんというのにな……」

　なんて言葉が微かすかに聞こえてきたが、さて、どこまで本気なのやら。少なくとも、俺は何も心配はしていない。

　何な故ぜならそう呟つぶやいた魔王の口元には、全然魔王らしくない穏やかな笑みが、浮かんでいたように見えたから。







　──という訳で、最も早はやお馴な染じみの東門。

　そこにはコルルの弟、オルドス君の姿があった。

「あれ、姉さん。もう図書館での用事ってのは終わったの？」

「うん、もうバッチリ！　これから魔王さんのお見送りをして、それが済んだらそのまま見張りに戻るから、オルドスはもう帰って平気だよ。代わってくれてありがとう」

「お礼なんていいよ。いちいち言われてたら、耳にタコができそうだからね」

「そ、そこまで言われるほどしょっちゅう代わってもらってなんかっ……ある、けど。でも！　それもルシエル様が来てからの事だもん！　その前まではそんなに多くなかったもん！」

　おいコルル、その全部俺のせいみたいに聞こえる言い方はやめなさい。傷付くでしょ。

　まぁこの際、俺のガラスのハートがどれだけ細かく打ち砕かれようと、どうでもいい。

　だって俺は……いや、この場の全員が、もっと気にするべき問題に気付いているからだ。

　門番代行を終えて去っていくオルドス君と別れ、当然のようにこの場に残った人物──俺の妹、トルチェの存在に。

「ちょっと待ってよ。何だってこの子が『モンスティエラ』にいるワケ？」

　警戒心全開で身構えるファニル。そうだった。隠すつもりはサラサラなかったが、ファニルとリュフェの二人には、トルチェがまた村にやって来た事を伝えそびれてたっけ。

「あら、御免あそばせ。お話が滞っていたようで驚かせてしまいましたわね。それでは改めましてご挨拶を。数日前からオルドス様のもとでご厄やつ介かいになっております、トルチェ・Ｆ・ステファノスですわ。以後良しなに」

　スカートの裾を軽く摘つまみ、いつものように上品な名乗り。ファニルはしばらく警戒を解かずに睨にらんでいたが、オロオロとするコルルの姿に免じて、フッと息を吐いた。

「ま、いいわ。今回は近この衛えも騎士団もいないみたいだし。何か妙な事をしようものならすぐに取り押さえてやるんだから」

「まぁ恐ろしい。元・ドラゴンの逆げき鱗りんに触れぬよう、我らか弱き人間は頭を低くして歩かなければなりませんわね？　ねぇお兄様」

「こっ、こいつ……！」

　おいおい、また売り言葉に買い言葉かよ。トルチェの奴やつ、誰にでも喧けん嘩かを吹っ掛けやがる。

「その辺で勘弁してくれトルチェ。それより、同じ村で暮らしてた割には随分久し振りだな。元気にやってたか？」

「お兄様の元気がトルチェの元気ですわ。……村の探訪は楽しめていまして？」

「お陰様で、大分な。けどそれも一時休憩だ。村の謎も一通り解明できたんで、魔王が一旦城に帰るって言うからさ」

　俺がそう答えると、隣にいた魔王は無言で肩を竦すくめてみせる。が、それを聞いたトルチェは意外そうに目を見開いて言った。

「あら、もうお帰りになられるのですか？　謎の解明ができたというのは大変素晴らしい成果だと思いますが、とはいえまだ村の隅々までを探訪したとは言えないのでしょう？　でしたら休憩など挟まず、ドンドンと続けてしまえばよろしいのに」

「そうしたいのは山々だが、こちらにも事情というものがあるのだ。さて……それではもう行くとしよう。達者でな、王女。あまり兄に迷惑を掛けてやるなよ？」

　ローブを払って捨すて台詞ぜりふを残し、背中越しに手を挙げて迷いの森へ踏み出す魔王。

　スカしたポーズも様になってるなぁ、なんて事をぼんやり考えていると、不意にトルチェの抑えた笑い声が聞こえてきた。

「達者でな？　迷惑を掛けるな？　……ふっ！　ふふっ、ふふふふふふふ……！」

　我が妹ながら、若じやつ干かん引いた。なにその不気味な笑い方、完全にラスボスのソレじゃねぇか。

「……王女よ、何が可お笑かしい？」

「ふっ、失礼、ただの思い出し笑いですわ。もう……ふふっ、あまりに可お笑かしくって……」

「お、おいトルチェ、それってまさか、騎士団長叙任の儀で俺が盛大にコケた時の事じゃないだろうな？」

「ブフッ!?　あっ、あははははっ！　そう言えばそんな事もありましたわね！」

　あれ？　なんか明らかに別の笑いに変わったような？　しまった、墓穴掘ったかも。

　ツボにでも入ったのか、トルチェは目に涙を浮かべて笑い続ける。やがて息苦しさが勝まさって笑いが治まった頃、トルチェは場の空気を入れ換えるかのようにパンと手を叩たたいた。

「はしたないところをお見せしてしまいましたわ。どうか忘れて下さいませ。さて……それでは魔王様、ごきげんよう」

　またもスカートの裾を摘つまみ上あげ、恭うやうやしくお辞儀。そんなトルチェの挨拶に合わせて、コルル達たちも大きく手を振って魔王を送り出す。

　見送られながら村を後にする魔王。

　そんな彼が、いよいよ迷いの森に消えようかという──その時だった。

　ガサッ！

「！　何だ……？」

　突然すぐ近くの茂みが鳴り、その場にいた全員が咄とつ嗟さに音のした方を見る。

　都合六人分の視線が向けられた、その茂み。そしてそうなるタイミングを見計らったかのように茂みから飛び出す、黒い影。

　それは沢山の葉っぱやクモの巣を従えて、俺おれ達たちの前に颯さつ爽そうと現れた。

「あぁっ！　やっと……！　やっとお会いできましたわ！　お兄様!!」

　多少ボサついていても隠し切れない高貴さが漂う、緑の黒髪。最高峰の職人が最高級の生地で仕立てた、純白のドレス。優美さと神聖さを兼ね備えた、由ゆい緒しよ正しい王家の剣。

　その姿、その声はまさに、俺が嫌というほどよく知る人物そのものだ。

　それ即すなわち──。

「トルチェが……………………もう一人？」

　理解した。今日という日は、俺の人生で最悪の日になると。







「で？　教えてくれよトルチェ。どっちが本物のトルチェなんだ？」

「「そんなの、トルチェの方に決まってますわ！」」

「うん、全然分からん」

　二人のトルチェは、自分こそが本物だと主張して譲らなかった。

　そりゃそうだよな。私が偽にせ者ものですだなんて名乗りを上げる偽にせ者ものなんて当然いないし、本物こそ本物である事を誰より証明したがるだろう。俺だって、いきなり現れた偽にせ者ものなんかに自分の立場を奪われたくはないし。

　……待てよ？　俺ってそこまで執着したくなるほどいい立場でもないような……？

「あ～待って待って、とりあえず情報を整理しない？　あたし混乱してる」

「余もその意見には賛成だ。まずは状況を見極め、平静を取り戻すべきであろう」

「って魔王、お前なにガッツリ参加してんだよ。城の方はいいのか？」

「なに、あくまで感覚としてだが、まだ幾いく何ばくかの猶予は残っていよう。これ程面白そうな見世物もそうそう無いのでな、見逃す手は無い」

「いやコレ見世物じゃないから」

　とはいえ、手、もとい頭を貸してくれるってんならありがたい。頭数だけ見ればコルルのお陰で二つほど多くなってるけど、実際役立ちそうなのはレグナだけだろうし。

「はいはい！　まずあたし、質問があるんだけど」

「よしファニル、言ってみろ」

「二人目のトルチェの方が本物でしょ？　なのに一体何をそんなに悩んでるワケ？」

　おっと、早くも結論が出てしまったぞ。

「……その心は？」

「だってドレス着てるじゃない。高そうな剣も持ってる。この前村に来た時と同じ装備よね？　それに比べて一人目のトルチェの格好はなに？　田舎娘丸出しじゃない」

「ファニルお姉ちゃん……一人目のトルチェさんが着てる服、私のお古なの……」

「……。ち、違うのよコルルちゃん？　今のはものの例えってやつでね？　別にコルルちゃんが田舎娘だって言ったワケじゃないの、ごめんホントごめん」

　あぁ、明らかに二人の関係にヒビが入ったな。それも超特大のヒビが。ご愁傷様です。

　さて……とんでもない代償を支払ってくれたファニルの質問には、しっかりと答えてやるべきだろう。
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「ファニルは知らないだろうけど、実は一人目のトルチェは全裸でこの村にやって来たんだよ。そうしないと、村の結界に阻はばまれて村まで辿たどり着つけなかったらしいんだ」

「お兄様の仰おつしやる通りですわ。だからこそ、怪しいのはむしろあちらの方。このトルチェが泣く泣く迷いの森の前に脱ぎ捨てた服と剣を、後から来たあの方が拾って着込んだのではなくて？」

　おぉ、これは中々説得力のある意見だ。認めたくないが、流石さすがはトルチェ。

　しかし、容疑を突き付けられた方のトルチェも当然黙ってはいなかった。

「お言葉ですが……歴代最強の聖王候補と謳うたわれるこのトルチェが、こんな田舎村如ごときの結界を破れないはずがありませんでしょう？　……まぁ、簡単にとは行きませんでしたが」

　忌いま々いましそうに言って、髪についた汚れを手で払うトルチェ。

　うぅむ……これも確かにその通り。それどころか、今の段階では二人目の方の意見に軍配を上げたいところ。

　何な故ぜかと言うと、それは〝難易度〟の違いだ。この村の結界は確かに優秀だが、でもほら、俺を見てくれ。村に入れてるだろ？　そう……ある程度の弱さがあれば、実は意外と簡単に結界を抜ける事ができるんだ。

　逆に、トルチェほどの奴やつが全裸になったからといって、結界を抜けられるほど弱体化できるだろうか？　俺としてはそっちの方が難しいんじゃないかと思う。

「お、お兄様？　まさかこのトルチェを疑っておりますの？　お待ち下さいな！　トルチェがこの村に来て、もう数日が経たちますのよ？　なのに村の害になるような事はこれまで一切起こっていない。トルチェが偽にせ者ものだったとして、一体何を目的に来たと仰おつしやいますの？」

「た、確かに……なるほど。村にやって来た時期、か」

　言われてみれば、そこも加味しなければならない部分だ。

　一人目のトルチェがやって来た時期だが、それは俺が親おや父じに手紙を出してすぐの頃。手紙を読んで俺が生きている事を知ったから、思わず会いに来た……と言ってたっけ。うん、話としては何一つ矛盾していない。

　逆に二人目のトルチェの方はどうだろう。何でこのタイミングなんだ？　ちょっと遅すぎやしないか？　そう考えると、何もかもが不自然に思えてくる。

「あぁいや、そもそもやって来た理由をまだ聞いてないじゃないか。二人目のお前は何をしにこの村に？」

「そ、それは……例の手紙を読んで、お兄様にお会いしたく……。それなのに参上するのが遅れてしまったのは、事実ですわ。ですが言ったはず。結界を抜けるのは簡単ではなかったと。いくらトルチェとはいえ、〝闇の加護〟も魔剣も揃そろった魔王様と比べられましても……」

　うっ……そう言われてみれば。しかも、ちょっと胸が痛む。

　トルチェの強さと凶悪さは俺が一番よく知っているが、買かい被かぶりすぎるのはいただけない。勝手な期待に押し潰つぶされちまった俺が、そんな連中と同じ押し付けをする訳には……。

　ぁぁああっ、くそっ、駄目だ！　全然駄目だ！　俺には、どっちのトルチェも本物だとしか思えねぇ！

　だけど本物のトルチェはこの世に一人だけ。どっちかは必ず偽にせ者もののはずなんだ。

「……偽にせ者もの？　本物としか思えないのに？　本物としか思えない、偽にせ者もの……？　待ってくれ。それってつまり……そういう事も、あるんじゃないのか？」

「？　何だルシエル、そういう事というのは」

「いや、だってさ？　どっちか分からないだけで、本物としか思えない偽にせ者ものが、現にそこにいるんだぜ？　だったら……」

　俺は自分が言おうとしている事に、ゾッと背筋を凍らせる。でも示さなきゃならない。その可能性は充分に、間違いなくあるのだから。




「……〝どっちも偽にせ者もの〟。って事も、あり得るよな？」




　震える声でそう告げた瞬間、みんなの表情が凍り付く。それだけで、俺の考えはあり得る事だと証明されてしまった。

「むむむ……これはちょっとマズイですます。もし仮にそうなんだとしたら、本物のトルさんはどこに？　今もちゃんと無事ですます？　それを知っているのはこのお二方両方か、片方だけですます」

「ど、どちらにしても、そういう事ならすぐにでもお助けしに行かないと！　本物のトルチェさんが危ないんですよね!?」

「落ち着け犬いぬ耳みみ娘むすめ、問題はそれだけではない。ここにいる双方を偽にせ者ものとした場合、こやつらの〝真の目的〟が分からぬ。が……この村を訪れた以上、この村を陥おとしいれようとしているのは確かだろう。我らの与あずかり知らぬところで、村に危機が迫っている可能性すらあり得る」

「いやいや待ってよ、みんないきなり悲観しすぎじゃない？　ルシエルの言う事は一理あるけど、一理しかないわ。どっちかが普通に本物かもしれない、そうでしょ？」

「あぁ、ファニルの言う通りだ。だから俺おれ達たちがやるべき事は変わらない。一つ変わった事があるとすれば……のんびり構えてられなくなったって事だ」

　一刻も早くどちらが偽にせ者ものかを突き止めなければ……いや。どちらかが本物であると証明できなければ、トルチェの命か、『モンスティエラ』が危ない。

「いよいよ遊びじゃ済まなくなっちまった。頼むみんな、俺に力を貸してくれ！」

「はいっ！　もちろんです！」

「言われなくたって！」

「任せるですます」

「ふん、善処はしよう」

　よし、行ける。今の俺には、心強い仲間達たちがいるから。

　さぁ……始めようか。隠された真実を見抜く戦い、その名も『トルチェ証明作戦』をな！







「という訳で、ツイントルチェ。ここから先は俺おれ達たちの指示にしっかり従ってもらうぜ？」

「……仕方がありませんわね。不本意この上ないですが、愛するお兄様に偽にせ者ものだと思われてしまっては敵かないませんもの」

「こちらも異議はありませんわ。この偽にせ者ものを斬ってしまえばすぐにも答えは出ますが、愛するお兄様のやり方に委ゆだねましょう」

　いやー、ホント見分けつかないわ。この愛の重さ。

　っと、苦笑いなんか浮かべてる場合じゃねぇ。まずは作戦第一弾だ。

「早速だが、クイズ形式で質問に答えてもらう。準備はいいか？」

「もちろん。生年月日でも血液型でも、何でもどうぞ」

「いや、そういう月並みな質問はしない。トルチェは聖王家の第一王女だからな、言っちまえば有名人だ。国じゃ大々的に誕生祭を開いたりとかもするくらいだし、誕生日や血液型を聞く程度じゃ何の証明にもならない」

「なるほど、さすがはお兄様です！　ではどんなご質問を？」

「第一問。一か月ちょい前、俺に眠り薬を盛って魔王に拉ら致ちらせたのはどっちだ？」

　スッ、と互いに無言で指をさし合うツイントルチェ。ちっ……勢いで白状するかと思ったら、罪の擦なすり付つけ合いとはな。中々やるじゃねぇか。

　と、冗談はさておき、次は真面目な質問だ。

「第二問。ステファノス城のメイドさん達たちは男子禁制の宿舎で寝泊まりをしていますが、その宿舎のロビーにはある像が飾ってあります。それは一体なんの像でしょうか？　せーので同時に答えて下さい」

　実を言うとこの問題には、一つのトラップが仕掛けられている。それは、〝たとえロビーに入った事があっても、トルチェでなければそれがなんの像か分からない〟という事だ。

　ちなみに、正解は光の精霊アルマサンク。だが、サンクの姿を知っているのは親おや父じか、次期聖王候補であるトルチェだけ。サンクに認められた者でなければその姿は見えないからな。この俺だって、つい最近まで奴やつの顔を知らなかったくらいだ。

　更に、メイドさんの宿舎は男子禁制。つまり親おや父じですら答える事は不可能という完璧仕様。この問題に正しく答えられるのは、この世でトルチェただ一人。

　少なくとも、この解答次第で〝どちらも偽にせ者もの〟という可能性は完全に潰つぶせる。さぁ、どう答える？

「「せーの、光の精霊！」」

「正解！」

　ピッタリとハモる解答。これでハッキリした。この二人、どちらかは間違いなく本物だ。

　ただ、何な故ぜ偽にせ者ものの方まで答えられたのか……その手品だけは、現時点じゃ謎だけどな。

「ところでお兄様。どうしてお兄様が今の問題の正解を知っていますの？　あそこは男子禁制だと言うのに」

「……。あっ、その……」

　しまった！　今の問題を出したせいで、俺が男子禁制の建物に不法侵入した過去があるって事をダイナミック告白しちまったじゃねぇか！　仕掛けられたトラップは一つじゃねぇ、二つだったんだ！

「ルシエルってば、サイテー」

「ルシさんはケダモノですます」

「？　え、ルシエル様、何か良くない事をしたんですか？」

　良かった、コルルだけは頭の回転が追い付いてない。とはいえ、俺が受けたダメージは決して小さくはなかった。

「これ以上俺が問題出すと一緒にボロまで出しそうだから、ここからはリュフェに問題出してもらってもいいか……？」

「いいですますが、どんな問題を出せば？」

「うーん……トルチェ本人しか知らないような問題、だな」

　俺がそう答えると、リュフェは少しだけ思案するように目を瞑つぶり、強い頷うなずきを返した。頼もしいな、最高の問題を期待してるぜ。

「問題。トルさんのスリーサイズは？」

「でかしたぞリュフェ!!」

　おい魔王、喜びすぎだろお前。キャラ崩壊してるじゃねぇか。

「はぁ……マオさんもケダモノですます」

「ぐっ……！　ま、まさか余がルシエルと同列に扱われる日が来ようとはな……」

「おいコラ、勝手に同列にするな。どう考えてもお前の方が今は下だろ」

　何な故ぜなら俺は妹のスリーサイズなんて聞きたくないし、他人にも聞かせたくはないんだから。でもまぁ、どちらが本物か見極めるには仕方がない事か。

「あの、リュフェ様。耳元でこっそり答える形でも？」

「もちろんそれでオーケーですます。すぐそこにケダモノがいるので」

「何……だと……」

　おい魔王、嘆きすぎだろお前。キャラ大崩壊してるじゃねぇか。

　その点、俺は妹のスリーサイズなんて聞きたくなかったし、他人にも聞かせたくはなかったから、丁度良かったけどな。

「ルシエル様、どうして悔しそうに拳こぶしを握り締めてるんですか？」

「いやこれは別に」

　俺は悔しがってなんかいないよ、本当だよ。

　と、そうこうしている内に話が進んだらしい。

「ん。お二方とも、同じ答えだったですます。これではどちらが偽にせ者ものか分からないままですます。次の問題を出すですます？」

「あぁ、思い付いてるんなら頼む」

「問題。ルシさんは何歳までおねしょをしてたですます？」

「あっとリュフェ、もう問題は出さなくていいから次の作戦に移ろうか」

　やれやれ、油断も隙すきもあったもんじゃない。

「当然、平均的な年齢で卒業したけどな？」

「いちいちアピらなくていいから、早く次行きなさいよ」

　何だよ、そこ言っとかないと変に誤解されると思っただけなのに。

　さて……じゃあ次は、せっかちなファニルに任せてアレをやるか。

「作戦第二弾、始動！　その名も『強さ測定』だ！」

「『強さ測定』？　何それ？」

「今からファニル対トルチェで、勝負をしてもらう。と言っても殴り合いはさせられないから……ケイルさんの時みたいに、また腕相撲かな。それでファニルには、どっちがより強かったかをジャッジしてもらう。強かった方が本物って事で、ほぼ間違いないだろ」

　俺の説明を受け、ファニルとツイントルチェ、そして他の面々も大きく頷うなずく。どうやら異論は無いようだ。

「つっても今は競技台が無いからな……悪いが俯うつぶせになってやってくれ」

「まぁ、それでも出来なくはないけど。完全に腕力勝負になるわね。さっ、掛かってきなさい生意気王女。軽く捻ひねり潰つぶしてあげるわ」

「まぁ怖い。トルチェは貴女あなたほど脳筋ではありませんので、どうかお手柔らかに」

　わぁ怖い。二人とも気迫で大気を震わせてるよ。この恐怖が二戦も続くのか……。

「じゃ、合図出すぞ？　レディー……ファイッ！」

　今、二人の少女の尊厳と誇りを懸けた一戦が幕を開けた。

　開戦直後から、両者の力は拮きつ抗こう。どちらも譲らない展開が続く。さぁ、果たしてどちらが先に仕掛けるのか。と言うか、二人が肘を突いてる地面にヒビが広がっていってるんだけど、このまま続行は可能なのか？

「……はい。もういいわ。この子の力は大体分かった」

　先行きが心配になってきたところで、突然ファニルが勝負を放棄する。これは一体どういう事だ？

「なに不思議そうな顔してるのよ、ルシエル。今は力を計ってるんであって、勝ち負けは二の次よ。本気出せば勝負はつくだろうけど、これ以上続けたらあたしが疲れちゃって二戦目ができなくなるわ」

「あら、存外冷静に考える頭をお持ちですのね。その力といい、正直言って見直しましたわ」

「あんたもね。ちょっとビックリしちゃったかも」

　勝負が終わり、ガシッと固い握手を交わすファニルと一人目のトルチェ。

　何だか知らないけど、友情が育はぐくまれてる？　う～む、これが青春ってやつかぁ。

「さぁ、計った力を忘れないうちに、次やるわよ」

「望むところですわ。多少疲れが残っているでしょうけれど、手加減はしませんわよ？」

「甘く見てると怪け我がするわよ？　多分、あんたが偽にせ者ものだろうからね」

　ニヤリと不敵に笑い、やけに確信を持って言うファニル。なるほど、一人目のトルチェはそこまで強い相手だったって事か。

　ファニルを唸うならせるほどの腕力を持つ奴やつなんて、世界広しと言えどそうはいない。つまり、この二人目のトルチェこそが偽にせ者ものなのか……？

　ようやく答えが出るのかもしれない。俺はやや緊張しながらも、開戦の合図を叫ぶ。

「ぐっ!?　何これ……！　こっちの子も、かなり強い……！」

　戦いの火ひ蓋ぶたが切られると同時に、ファニルの声が上がる。驚きよう愕がくに満ちたそれは、彼女の確信が粉々に打ち砕かれた証拠だった。

「っ……分かった、もういいわ。……はぁ～……これは骨折り損のくたびれ儲もうけね」

　うーん……彼女のそのセリフを聞けば、もう答えは分かる。一応聞いてはみるが……。

「ひょっとして、互角か？」

「えぇ。少しくらいは差もあるだろうけど、どっちがより強いかを決められるほど決定的な違いはないわ。これじゃ力で偽にせ者ものを見極めるのは無理そうね」

「そ、そうか……」

　畜生、何てこった。

　実を言うと、俺はこの腕相撲勝負に賭けていた。この世界には姿を真ま似ねる能力を持った魔物が何種類かいる事を、俺は知っている。だから俺は、偽にせトルチェの正体はそういう魔物の中のどれかだと思っていたんだ。

　だが、そういう魔物は全て等しく、能力までは真ま似ねられない。そしてそんな連中だからこそ、能力が低いのが特徴だったりする。なのに……どちらも相当な力を持ってるだって？

　分からねぇ……本気で分からねぇよ。

　まさかとは思うが……どっちも本物、なのか？　それだけは絶対にあり得ないって、端はなから除外してた事なのに……。

　もしそうだったとしたら、こいつらは一体何だ？　正体は？　目的は？　トルチェやこの村に迫っているかもしれない危機は、まだ少しも去っちゃいないってのかよ……？

「……匂い……。そうだ、匂いだ！　思い出せルシエル、南門での出来事を！　どれでもないと絶望したその時こそ、希望は生まれるのだ！」

「南門……ファリアルさん……、……っ！　そうか！」

　何だよ魔王、今更何を言い出すのかと思えば、そういう事か！

　俺はバシンと右みぎ拳こぶしを左の手の平に打ち付けると、勢いよくコルルの方に向き直る。そして鼻と鼻とがぶつかりそうなくらいに詰め寄り、その両肩を強く摑つかんだ。

「コルル、出番だぜ！」

「は、はいっ!?　ど、どうすればいいですか!?」

「お前さ、前にトルチェが騎士団連れて村に攻めて来た時、トルチェの匂いを辿たどったよな？　西門の方にいるって、嗅かぎ分けただろ？　その時の匂いを覚えてるか？」

　俺にそう尋ねられ、コルルはその時の事を思い返す。

　目を閉じ、眉み間けんにシワを寄せ、レグナとエルバイドをしばらくモミモミした後──コルルはカッと目を見開いて言った。

「はいっ！　バッチリ覚えてます！」

「そのヨダレ、信じて良さそうだな」

　そうだった。俺みたいな美味そうな匂いを辿たどれって、そう指示したんだったよな……。

「だったら二人を嗅かいでみろ。その時の匂いと同じ匂いがする方が、本物のトルチェだ」

　よし、チェックメイトだ。

　これで恐らく全てが決まる。俺おれ達たち全員の目は誤魔化せても、コルルの鼻だけは誤魔化せない。今度こそケリをつけてやるぜ！

「クンクン、クンクンクン。あれ？　クンクンクン……うーん……」

「お？　どうした、コルル」

「いえ、そのぉ……どっちからも美お味いしそ、じゃない、本物のトルチェさんの匂いがします」

「な、何だって!?」

　馬鹿な……あり得ない。匂いまで同じだって言うのか？

　これで決まると思っていたのに……これじゃあもう、本当に打つ手が……。

「ふむ……。どちらの主義主張にも矛盾はなく、顔は同じ、声も同じ、スタイルも同じ、知っている事も同じ。性格も、力も、匂いまでも同じ、同じ、同じときた。これはいよいよもって、万事休すと言ったところか」

　全てを出し尽くし、魔王は早くも諦あきらめムードを漂わせ始めた。

　魔王だけじゃない、他のみんなもそうだ。今回ばかりは完かん膚ぷなきまでにお手上げ。そんな空気が、重苦しい沈黙の中から滲にじみ出してくる。

「いいのかよ……いいのかよ、これで」

　トルチェの身に何が起こったのか。この村にどんな危機が迫っているのか。早く突き止めなければ、きっと何かが、致命的な何かが、俺おれ達たちの知らないうちに手遅れになる。

　諦あきらめる訳にはいかない。他の誰が諦あきらめようと、俺だけは。

　だって俺は……トルチェのたった一人の、兄なんだから。

「なぁトルチェ……頼むから答えてくれ。一体どうしちまったんだ？　どっちが本物なんだ？　それともまさか……どっちも本物なのか？」

「どちらも……本物？　まぁ、それはそれは。本気でそのようにお考えなのだとしたら、お兄様の発想力はやはり天才的ですわね。アレとギリギリ紙一重ですわ」

　答え、頭の上で指をくるくると回したのは、一人目のトルチェ。

　何だよ、馬鹿にしやがって……。でも、そう言われるのも仕方ない発言だったよな。どっちも本物かだなんて、いくら追い詰められたからってその質問はないだろ。

「ですがまぁ……それならそれでよろしいのではなくて？　トルチェとしては、愛するお兄様に偽にせ者もの扱いされる心配さえなくなれば、とりあえず問題ありませんもの」

「──……は？」

　おい……こいつは……この馬鹿は一体何を言ってやがるんだ？　ここに来てそんなレベルの失言をかますなんて、俺を馬鹿にする資格なんてないぞ？

「なぁ一人目のトルチェ。お前が偽にせ者ものだろ？」

「えっ？　……えぇっ!?　どっ、どういう事ですの!?　どうしていきなり、そんな……」

　一人目のトルチェの鼻先に人差し指を突き付け、唐突に偽にせ者もの呼ばわりする俺。この行動には指さされた本人はもちろん、もう一人のトルチェも、俺の仲間達たちまでもが驚きを露あらわにした。

「な、何な故ぜだ？　ルシエル。何を根拠にそのような……あ、馬鹿にされて怒ったのか？　怒ったからといって偽にせ者もの呼ばわりとは、聊いささか大人おとな気げないのではないか？」

「そんなんじゃねぇから！　そうじゃなくて、こいつは自分で言ったんだよ。本物のトルチェだったら絶対に言わないような事をな」

「ト、トルチェは、そんな事を口にしまして？　そんなはずがありませんわ、だってこのトルチェこそが本当に本物で」

「いいや言ったね。お前はこう言ったんだ。『偽にせ者もの扱いされる心配さえなければそれでいい』ってな。……良くねぇだろ、それ。ちっとも良くなんかねぇ」

　俺には分かる。だって俺は、トルチェの兄だから。分かっちまうんだよ。あいつの事、全部知ってるからさ。

「俺が知ってるあいつは、きっとこう言うぜ？　『どちらも本物だなんて、そんな結論は許さない。お兄様を愛していいのは私だけ。お兄様に愛されるのは私だけ。どちらも本物だって言うなら、私じゃない方を殺す！』ってな」

「「「「あ～、それ言いそう」」」」

　俺の言い分を聞き、俺の仲間達たちは満場一致で何度も頷うなずく。そうだろうそうだろう、トルチェってのは、昔からそういう奴やつなんだ。

「お、お、お待ち下さいな、何を勝手な……トルチェはそんな野蛮な事なんて言わな」

「黙れ偽にせ者もの！　いいか？　このお兄様がそう言ってんだ！　絶対に間違っちゃいねぇ！」

　あいつは嫌な奴やつだけどさ。散々な目に遭わされてきたけどさ。でも、それでも俺はあいつのお兄様なんだよ。血の繫つながり舐なめんな、偽にせ者もの風ふ情ぜいに反論される筋合いはねぇ。

　あぁ……でもそうか。こうして一人目のトルチェが偽にせ者ものだと分かった今、これまでに出てきた情報を改めて整理すると、色んな事が見えてくるぜ。

「おい偽にせ者もの。リュフェの図書館からメギンギョルズを盗み出したのは、お前だな？」

「！　ど、どうしてそれを!?」

「簡単な事だ。お前は自分を本物のトルチェだと偽り、大分早い時期からこの村に潜入した。そして何食わぬ顔で俺に村の探索を勧め、別行動するフリをしてこっそり俺を監視してたんだろ。やがて図書館にメギンギョルズがある事を知ったお前は、もしもの保険にとそれを盗んだ」

「ち、違っ……いえ。監視していた事も、腰帯を盗み出した事も認めますわ。ですが別にもしもの保険という訳ではなく、もっと別の活用方法を思い付いただけで……」

　ふん、メギンギョルズはとてつもない力を秘めた神じん器ぎだ。活用方法なんていくらでも思い付くだろうさ。

「それだけじゃねぇぞ。北門の門番ルガムに試練がどうこうって話をけしかけたのも、お前だな？」

「！　ど、どうしてその事まで!?」

「お前が俺おれ達たちを監視してたと聞けば、自然と分かるさ。俺おれ達たちは結果として各門で試練染じみた事に付き合わされたが、その事を知ってるのは門番本人か、監視者であるお前だけだ。何でそんな告げ口をルガムにしたのかまでは分からねぇが、何かの準備の時間稼ぎってとこか？」

「そ、それは、まぁ……準備というか……時間稼ぎではありましたけれど……」

　大筋を認めた上でゴニョゴニョと言葉尻を濁す偽にせトルチェ。はっきりしないが、まぁいい。分かった事はまだあるんだ。

「そして今日！　お前は村の探索に区切りを付けた俺おれ達たちにこう言ったよな？　『このままドンドン続けろ』と。俺に村の探索を勧めた事といい、お前は俺おれ達たちに村の探索をさせたがっていた。即すなわちお前の狙いは……この村の地形の完全掌握！　どうだ違うか!?」

「いえ、そこは全然違いますわ」

「あれっ？」

　お、おかしいな、違うの？　めっちゃ自信満々で言い切っちゃったよ。

「と、とにかく！　最後のは置いとくとしてお前が偽にせ者ものだっていう証拠は出で揃そろってんだ！　いい加減に観念しやがれ！」

「そ、そんなっ、お兄様！　あんまりですわ！　このトルチェから溢あふれ出でる真実の愛が、お兄様にはお分かりいただけないと仰おつしやるんですの!?」

「けっ！　愛だの友情だの絆きずなだのって、そんな目にも見えない不確かなモンにこの俺が騙だまされるかってーの！」

「兄きよう妹だいの絆きずなを散々唱えてたあんたが、それ言っちゃう？」

「あー、んー……」

　こらファニル、お前なんて的確なツッコミを。お前は一体どっちの味方なんだ？

「な、何を言われようが、答えはもう出てるんだよ。さぁ偽にせ者ものめ、正体を現しやがれ！　できないってんならその化けの皮、力尽くで剝はいでやってもいいんだぜ？」

「どうして信じて下さらないのですかお兄様！　愛が駄目だと仰おつしやるなら、何をもって証明すればご満足いただけますの!?」

「え？　そ、そうだなぁ……裸踊りとか？」

「さてはお兄様、偽にせ者ものなのでは……？」

　ヒッ……!?　い、今……どう考えても本物のトルチェしか出せない殺気を感じたんだけど、気のせいだよな？

「ま、待て、裸踊りは冗談だ。けどだからってお前が偽にせ者ものだって事実は覆くつがえらないぞ？　何を言おうが何をしようが、駄目なものは駄目。大丈夫、きちんと謝ればみんな怒んないから」

「そ、そんな子供に言い聞かせるように……。あぁお兄様、何な故ぜですの……こんな仕打ちはあんまりですわ……うっ、うぅっ……」

　うっ……な、何だよぉ、今度は泣き落としかぁ？　そんな風に女の武器を振るわれたってだなぁ、こっちとしてはもうどうしようも……。

「…………。ぁぁぁぁああああっ、もう!!　全っ然違います！　見てられませぇん!!」

　とその時──今までジッと黙っていた二人目のトルチェが、唐突に吼ほえた。

　えっ、ど、どうした？　何か話し方がトルチェらしくない気もするが……。

「ちょ、ちょっと貴女あなた！　手て筈はず通りに」

「だめですっ、いやですっ！　ちょっとそこのアナタ！　ヒドくないですか!?　お兄さんなら、妹さんのことをどうして分かってあげられないんですかぁ!!」

「え、いや、あの……ご、ごめんなさい……？」

　何だ？　何がどうなってるんだ？　どうして俺は二人目の──本物（と思われる）方のトルチェに、こうも責められてるんだ？

　怒り心頭な真しんトルチェに詰め寄られて困惑しきっていると、偽にせトルチェは手で顔を覆ってアチャ～という仕草をする。いや、何かもう、訳が分からないんですけど……。

「いいですか!?　よぉく見ててください！」

　誰かに助けを求めようとした俺の目の前で、真しんトルチェはそう宣言すると同時に着ていたドレスを脱ぎ捨てる。

「ふむ、確しかと目に焼き付けよう」

「お、おい馬鹿魔王やめろ！　こらトルチェ、裸踊りは冗談だって言ったろ！　それにお前が本物だってのは分かってるんだから証明する必要もない！」

「違います！　ボクがニセモノだってことを証明するんです！　さぁ犬いぬ耳みみのヒト、ボクのニオイを嗅かいでみてください。さっきとは違うニオイがするはずです」

　急に話を振られ、自分の顔を指さして首を傾かしげるコルル。彼女は言われるまま真しんトルチェに近付き、遠慮なくクンクン。絵面的な気まずさがほのかに漂う中、コルルは叫んだ。

「あっ、本当です！　トルチェさんの美お味いしそうな匂いがしません！　別のヒトの匂いです！」

「な、何だって？　どうして急に……はっ！　もしかして……ドレスか！」

　そうだよ、最初に偽にせトルチェ自身が示し唆さした事じゃねぇか。自分が脱ぎ捨てたドレスを、こいつが拾って着たんじゃないかって。

　まさかあのセリフは……どちらが本物か俺おれ達たちに疑わせるために敢あえて仕組んだ、ブラフだったってのか!?　噓うそには少しの真実も織り交ぜるべしとはよく聞くが、なんて大胆な……。

「どっちがホンモノかを見定めようとしたとき、ニオイを手掛かりにする可能性が高いことは分かってました。だからホンモノじゃないボクの方が、ホンモノのニオイがするドレスを着て自分のニオイを誤魔化していたんです」

　そういう事だったのか……。

　いや、言われる前に気付けよ俺。北門でルガムの試練を受けた時、他でもない俺自身が使った手じゃねぇか。俺の匂いが染しみついた服を脱ぎ捨てて、鼻が利きく連中をまんまと出し抜いただろうに。

「……でもちょっと待った。もうお前の方が本当の偽にせ者ものなのは揺るがないが、どうやってここまで見事に騙だまし切った？　見極められなかった要素は、何も匂いだけじゃなかったはずだ」

「腕相撲のこととか、ですね？　順を追って説明します。まずはこれを見てください」

　本当の偽にせトルチェがそう言うと同時に、彼女の体はウルウルと潤い出す。そしてグニャリと輪郭を歪ゆがませたかと思うと、トルチェではない別の少女の姿に変化した。

　ピンと真上に向かって立つ一ひと房ふさが特徴的な、青い髪。見ていると思わず吸い込まれそうになる、黒い瞳。背格好はコルルと同じくらいだろうか。

　そして何より、当然全裸である。

「ふむ、これはこれで中々」

「まずはドレスを着直してくれるか？　話が進みそうにない」

　俺が紳士な態度でそう促すと、魔王は恨めしそうにこちらを睨にらんできた。いやお前、俺を同じ変態仲間だとでも思ってやがるのか？

　否定はしないが、せめて女子が傍そばにいる時くらいは自重しようぜ。

「では服も着たので話を戻しますが、ボクは〝スライム〟です。この村に近付いたらなぜか人じん化かしちゃいましたけど……ほら、最弱魔物の呼び声が高い例のアレです、アレ」

「あぁうん、分かってる分かってる。偽にせ者ものの正体が魔物なら、まずスライムだろうなとは思ってたし」

　彼女の魔物としての正体が明かされた時点で、トルチェの姿をコピーできた事への説明は自動的に済んだ。スライムってのは、液状の体を変形・変質・固着させる事で別のモノに化ける事が可能な種族だからな。彼女の場合、その完成度が半はん端ぱないが。

「それと実はボク、魔王城からやってきたんです」

「「!?」」

　スライム少女による突然のカミングアウトを受け、俺と魔王は同時に息を吞のんだ。魔王城から来たスライムって、もしかして……。

「ボク、魔王様に影を演じるように命じられてたんですけど、わりとあっさりバレちゃって。そしたら魔物みんなヒャッハーし出して、ボクにはとても手に負えず……。だから魔王様にどうにかしてほしくて、城を出てずっとさまよい歩いてたんです」

「おい魔王。お前の城、とっくに無法地帯になってるってよ」

「むぅ……余の見込みが甘かったか」

　先日、北門に向かっていた時に魔王と交わしたやり取りを、俺は思い出していた。

　変化が得意なスライムを不在時の身代わりとして置いてきたって話だったが、まさかこの子がそうだったとは……。しっかり任務失敗したみたいで、今まで大分苦労したらしいな。

「歩いて歩いて、でも魔王様がどこにいるのかそう言えば知らないやってことに気付いて困り果てていたとき、偶然出会ったんです。そこにいるトルチェ様に」

「気付くの遅かったな……。あぁいや、続けて、どうぞ」

「はい。トルチェ様は言いました。『私は魔王様の居場所を知っている。というか目の前の森を抜けた先にいるのだけど、抜けられずに困っている』と。なんでも、とんでもなく強いか弱いかじゃないと、抜けられない結界が張られた森なんだとか」

　なるほど……その話からすると、やっぱりトルチェはフル装備でも魔王のように結界を破る事はできなかった。だから装備を捨てて、弱体化して入ってきたと。

　うん。やって来た初日に言ってた事と、自称本物が言ってる事に一致してるな。

「脱ぎ捨てた服や剣を拾って、後からついてくるようにボクは言われました。ボクくらいの弱さなら、たとえトルチェ様の装備を手にしたところで結界は無反応でしたから、それくらいは朝飯前でしたよ」

「泣ける話だな、それ……」

　言って、俺は本当に涙した。その惨みじめさ、まるで俺じゃねぇか。親近感ＭＡＸだよ。

「それからは、『ちょっと仕込みがあるから待ってて』と言われて、ずっと森の中で待機してました。途中あんまりヒマだったから森を進んでいったら、村の南門まで行っちゃって……突然体が人じん化かしちゃうしで、あの時は本当に慌てましたねぇ」

「……ん？　南門……？　おい、それって……なぁファニル」

「えぇルシエル、あたしも今ピンときたわ。二人で狩りした時に見つけたあの丸い足跡、あれってスライムの足跡だったのね。ファリアルったら何してんのよ」

「いや、この子は女の子だから、ファリアルさんじゃ無理だろ」

　ファリアルさん、黙ってたみたいだけど既にやらかしてるじゃねぇか。何が魔物の形跡があったから注意しろだよ、取り逃がしといてよく言うぜ。

「けど、ようやく話が見えてきたぞ。そんなこんなでお前は今日、トルチェの偽にせ者ものとしていよいよ俺おれ達たちの前に現れたってこった。つまりお前とトルチェは、この件に関しては最初からグルだったって訳だな？」

「そうなりますね」

「どうしてそんな真ま似ねを？　それともここから先はお前に聞くべきか？　なぁトルチェ」

　俺はそう言うと、泣き崩れた姿勢のままのトルチェに振り向く。

　トルチェは観念したようにフッと息を吐くと、困ったような笑みを浮かべて立ち上がった。

「あらあら、なんて事をしてくれたのでしょうね。お兄様には本当に参りましたわ。折角このトルチェが考案した最高の計画を、ものの見事にぶち壊して下さるなんて」

「最高の計画……？」

　って、何だ？

　こいつが今回しでかした一連の行動には、当然ながら意味があったのか。

　とはいえ、その計画とやらの内容は全く読めない。俺が難しい顔で首を捻ひねっていると、トルチェはピンと右手の人差し指を立てて静かに言った。




「人類ハッピーエンドへの大いなる布石。その名も……『魔王浄化計画』」




「魔王の……浄化だって？　な、何だよそりゃ？」

「読んで字の如ごとくですわ。魔王様はこの村にいる間、常に邪気が浄化され続けている。そうしてやがては身も心も完全に異種ゼノ化し、魔物ではなくなる。つまりは魔王も引退、という事です」

「なっ……！　ほ、本当なのか、それは!?」

「もちろん。他でもない、魔王様自身からお聞きした事ですもの。あの時は本当に驚くほど正直に話して下さって、トルチェは内心とても感謝しておりましたのよ？」

「……むぅ。帰りの時の事か。殊更失言だとは思っていなかったのだがな」

　あの時？　帰り？　何の話だ？　俺にはさっぱり分からねぇけど……。

「この村がもたらす魔物の浄化作用。使わない手は無いとトルチェは思いました。なのでお兄様の無事をお祝いするついでに、魔王様を浄化してしまおうと考えたのですわ」

「ついでって……まぁいいや。それって具体的には？」

「この村に留とどまり続けるよう、意図的に仕向ける事。例えば魔王様はとても旺おう盛せいな知的好奇心をお持ちのようでしたので、色々と興味を惹ひかれるようなイベントを。そう……謎の多いこの村の探訪をさせ、村に強い執着心を芽生えさせる……とか」

　あー……確かに魔王はそれによって、村を離れるタイミングを完全に見失ってたよな。

　ルガムを言い含めて一日でも多く時間稼ぎをしたりして、計画はあと一歩ってとこまで進んでたのか……。

　なのに今日、魔王は城に帰ると言い出した。このまま見す見す村から離れさせてしまえば、計画は失敗する。

　だから打ったのか。そうさせないため、もう一押しする一手──『ツイントルチェ作戦』を。

「村を去ろうとした魔王様のセリフを覚えていまして？　他人の達者を祈るだの、兄に迷惑を掛けるなだの。凡およそ魔王とは思えないそのセリフ……完全浄化は目前だとトルチェは確信いたしました。なので文字通り手を打ったのですわ。トルチェがパンと手を打てば、それが合図」

　あ、あ～、アレか！　叩たたいてた叩たたいてた！　ラスボス笑いした後に！　あれって偽にせトルチェ召喚の合図だったのかよ、全然気付かなかったぞ。

「二人目のトルチェが現れた事で、魔王様は目もく論ろ見み通り城への帰還を中断しましたわ。あとはこのまま一晩くらい引っ張れればと思っていたのですが……やってくれましたわね、お兄様。まさかスライムが怒りに任せて自白してしまうような展開を、あぁも自然に作るなんて……」

「え？　自白？　なにその展開って？」

「意地悪はもう止よして下さいまし。微妙に外した推理を披露して、トルチェを偽にせ者もの呼ばわりした事ですわ。無神経にトルチェを傷付けるようわざと振る舞い、ヤキモキしたスライムが自分から偽にせ者ものだと白状するように仕向けたのでしょう？」

「……。あー…………お、おう！　それそれ！　それな！　いやぁ悪い悪い、作戦とはいえ色々と酷ひどい事言いまくっちまってさ」

　よ、よし！　そう思われてるならそういう事にしとこう！　別に狙ってトルチェを偽にせ者もの呼ばわりしてた訳じゃないけどな！　いや～、こいつが俺に対して盲目的で助かったぜ！

　まぁ……盲目的でない他の方々におかれましては、大変白い目をこちらに向けておいでですが……。いや、いいじゃん？　こういう時くらいお兄様特権に頼ってもさ。

　と、とにかく、ここまで聞かせてもらえば話は読めた。

『魔王浄化計画』の切り札、『ツイントルチェ作戦』は、トルチェによって綿密な打ち合わせが行われていたんだろう。だから偽にせトルチェことスライム少女は、トルチェの口調や性格までを完璧にコピーし、俺やリュフェが出したどの問題にも迷わず答えられた。

　どこまで想定して教え込んだんだってレベルだが、あのトルチェが立てた計画ならそんなつまらない部分でボロが出るはずがない。

　そして最後に『強さ測定』の切り抜け方だが、分かっちまえばこれが一番シンプルだ。

　恐らくスライム少女は、ドレスの内側にメギンギョルズを仕込んでいる。トルチェとスライム少女がグルだった以上、むしろそれ以外は思い付かない。

「あ、これ返しておきますね」

「おぉ、これはどうもですます。見つかって良かったですます」

　ほら見ろ、言ってるそばからメギンギョルズが出てきたぞ。しかもドレスの下から取り出す際に思いっきりスカートたくし上げたけど、彼女にはやっぱり羞しゆう恥ち心しんが無いらしい。

「さて……これにて一件落着か。自分の体だから分かる事だが、余はまだ完全には浄化されておらぬ。残念だったな、王女よ」

「くっ……本当に、あと一息だったはずですのに……」

「ふ、恨むなら余ではなく、愛する兄を恨むが良よい」

「いやこっちに矛先向けるんじゃねぇよ!?　そもそもそういう計画だって事を最初に教えてくれりゃあ、俺だってこんな邪魔しなかったってのにさ！」

「ではお聞きしますがお兄様。トルチェからこの計画を教えられて、最後まで魔王様に悟られずに遂行する自信はどれくらいおありでしたか？」

「……こ、これくらい？」

「……この計画、どちらにしても失敗する運命でしたのね」

　ガックリと肩を落として大きな溜ため息いきをつくトルチェ。

　な、何だよ、大きいだろ？　カップにしたらＤくらいはあるサイズを表現したのに、一体何が不満だってんだ。

「ふっ、本当に飽きないな、この村は。だがこのままでは本当に浄化されてしまう。そろそろ帰るとしようか。スライムよ、来い」

　いい加減に長居してしまっている事に気付き、魔王はいよいよ俺おれ達たちに背を向ける。

　肩越しに呼び付けられた直属の配下は、そんな魔王の背に向けて一言。

「誰ですあなた。偉そうに呼ばないでください」

「……何？」

　おっと、ここで思いも寄らない返しが飛び出したぞ？　このスライム、一体何を考えてる？

「トルチェ様、早く魔王様に会わせてください。約束しましたよね？　上う手まくニセトルチェ様を演じられたら、ちゃんと引き合わせてくれるって」

「え、いえ、それはまぁ、そうでしたけれど……」

「おいスライム。余がその魔王だと言っている」

「えぇ～？　ウソ言わないで下さいよ。確かにあなたはみなさんから『マオウ』だなんて呼ばれてましたけど、名前がそうってだけでしょ？　あなたみたいなブサイク、魔王様とは似ても似つきませんもん」

「……ほう？」

　あ、これ……。

　俺は咄とつ嗟さに、コルルとファニルとリュフェ、ついでにトルチェに向けて合図を出す。みんなはその合図の意味にいち早く気付き、一いつ糸し乱れぬ頷うなずきを返してきた。

「魔王様はぁ、それはそれはスリムで、真っ白なガイコツなんです。あなたのような病的な白さとは全っ然違います。その中ちゆう途と半はん端ぱな筋肉も邪魔ですね。大体、魔剣がないじゃないですか。あなたなんて、唯ゆい闇あん剣けん『ゼロラスター』がなければ魔王様だなんて到底認められません」

「ふむふむ。その『ゼロラスター』とは……これの事かな？」

「そう！　そうそうこれですよ！　……あ……えっと……これ、うーん、ど、どうですかねぇ、ちょっとだけ、違う、といいなぁ、なんて……」

「そうか？　では遠慮せず、もっと良く見てみるが良よい。あぁ、足りぬ足りぬ。どぉれ……もっと良く見えるよう……その目玉、余が抉えぐり取とってくれるわっ!!」

「ひ、ひへぇぇっっ!?　だだっ、誰か助けてぇぇぇぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　悪いな、スライムちゃん。

　この展開を抜群の推理力で見破った俺おれ達たちは、もうとっくに遥はるか彼方かなただ。







[image: ～エピローグ～]




　魔王は城へと帰り、スライム少女は土へと還かえった、あの日──っていうのは、もちろん噓うそ。どちらも仲良く魔王城へと帰って行くのを見送ったあの日から、もう三日が過ぎた。

　あれから特に何事もなく、村には常の平凡で平和な日々が──悪い、これも噓うそなんだ。

　実を言うと本当は、ちょっと厄やつ介かいな事になっていたりする。

「ふん、今日も今日とて朝から読書か。相も変わらず本の虫だな、ルシエルよ」

「げっ……その声はっ!?　おまっ、もう帰ってきたのか!?」

　魔王が村を去った事で、大おお手でを振って図書館に通えるようになった俺。しかしその生活は、どうやら僅わずか三日の命だったらしい。

　何な故ぜってほら、背後から掛けられた声が、その魔王サマの声だったからだ。

「その反応、歓迎されているようには聞こえぬな」

「逆に聞くけど、歓迎されると思ってたのか？」

「番犬には大歓迎されたぞ？」

　コルルめ……お前それでも門番か。仮にも〝魔王〟と呼ばれる奴やつが舞い戻って来たんだぞ？　村を離れて邪気が補充された事でヒトが変わってないかとか、少しは警戒しようとは思わなかったのかよ。

「いやまぁ……ぶっちゃけ、その必要は無さそうだけどな」

　何だかんだと心中で文句を垂れてはみたものの、俺はフッと笑みを零こぼす。

　帰ってきた魔王は確かに強力な邪気を取り戻してはいるようだが、一人だ。

　これがもし四天王的な連中を従えていたのなら、俺は一刻も早くファニルという名の用心棒を召喚しなきゃならないところだったが、どうもそれには及ばないらしい。

　安心したぜ。魔王は魔王、それ以上でもそれ以下でもない──この村を愛する変人って訳だ。

「ところで魔王、城の様子はどうだったんだ？」

　確かスライムの話によると相当な無法地帯になっていたらしいが……とはいえたった三日でトンボ帰りしてきたところを見ると、実際は言うほどでもなかったって事なのかね。

「なに、四天王が勝手に玉ぎよく座ざを増やしてふんぞり返っていたのでな、跡形も残らぬよう片付けてやった」

「あの、片付けたってのは、玉ぎよく座ざをって事ですよね……？」

　うん。魔王の奴やつ、ニヤリとするばかりで質問に答えてくれないや。四天王、跡形も無くなっちゃったのかな……ってか、ホントにいたのかよ四天王的な存在。

「そう言う貴様はこの三日間、一体何をしていたのだ？　まさか、そうして終日読書に明け暮れていた訳でもあるまい。大方……」

　そこまで言ったところで、キョロキョロと辺りを見回し出す魔王。ったく、分かるぞ、どうせリュフェを捜してるんだろう。でもって、続く言葉も大体想像がつく。

「……もう告白ぐらいはしたのか？」

「しねぇよ!!　俺は読書が好きでここに通ってるだけだ！　お前と違ってな！　……あー、ただ……最近はそれだけじゃねぇかな……」

「ほう？　聞こうではないか」

「言ったな？　今聞くって言ったな？　相談に乗ってくれるって言ったな？」

「い、いや……相談に乗るとまでは……」

　あ、こいつ、俺が〝困ってますオーラ〟を出した途端に顔を顰しかめやがった。これは期待できそうもないな……。

「あのな魔王。実はお前が出てった日から今日まで、ちょっと厄やつ介かいな事になってんだ。ひいては俺に……〝いい仲直りの方法〟を教えてくれっ！」

「つまらぬ。ではな、ルシエル」

　はいバッサリ。あの野郎、興味が無いとなるとすぐこれだ。

　今はどこかで蔵書の埃ほこり落としをしているはずのリュフェを捜して、遠ざかっていく魔王の背中。俺はそこから手元の本に視線を戻すと、溜ため息いき交じりに一人呟つぶやく。

「はぁ。仲直りしたがってるのは、俺じゃねぇっての……」

　ま……俺なりに考えるけどさ。厄やつ介かい事ごとなんて、この楽園には似合わねぇし、な。







「うあぁぁ[image: ][image: ]っ！　どうしよどうしよルシエルゥ[image: ][image: ]！　コルルちゃんがちっとも構ってくれないのぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　その日の昼前。独り自室で寛くつろいでいると、厄やつ介かい事ごとの中心人物、その一人が泣きながら俺の背中に負ぶさってきた。ボフッと、何一つ庇かばう事なくだ。

「おいファニルやめろ、胸当たってるぞ？」

「当ててんのよ。協力してほしいから」

　何だとぉ？　この脳筋ドラゴン娘までもが女の武器を活用し出すなんて……一体誰がそんな汚い情報を広めてやがるんだ。ちょっとツラ見せろ、金一封やるから。

「大おお袈げ裟さな奴やつだなぁ、胸当ててまで協力を仰ぐ事でもないだろ？」

「あるわよっ！　だってもう三日よ!?　三日もコルルちゃん成分を充電できてないのよ!?　このままじゃあたし、次に放電したら干ひ乾からびて死んじゃうわよ！」

「あの電撃のエネルギー源ってコルルだったの!?」

　だったらむしろこのままでいいよ！

　っていやいや、もちろんジョークなんだろうけど、そうか……ファニルにとってはそこまで深刻な問題だったんだな。

「でもな～、これは二人の問題だろ？　だったら二人で解決するべきだと俺は思うけどな」

　コルルとファニル、二人が抱えるこの問題……それを語るには、今から三日前まで遡る。

　と、ここまで言えば大抵の奴やつはピンとくるんじゃないか？　三日前にあったデカい出来事なんて、一つしかないんだから。

　トルチェが二人になったあの日……俺おれ達たちはどちらが偽にせ者ものかを見抜くために、ありとあらゆる思考を巡らせた。その過程で、ファニルはとある失言をかましてしまったんだ。

〝一昔前のコルルのセンス、クソダセェ〟ってな。

　実際はもう少し言葉を選んでたと思うが、分かりやすく解釈するとそうなる。

　もちろんファニルがコルルに向けてそんな暴言を吐くはずがない。あれにはそういう意図は全くなく、自然な流れとしてそうなったに過ぎないのだが、まぁ言ってしまったというのは紛れもない事実だし、取り消せない。

　故ゆえにその発言にショックを受けたコルルは、三日経たった今も機嫌を損ね続けているという訳である。

「分かってる、あたしだって分かってるわよ、自じ分ぶん達たちで解決しなきゃいけない事ぐらい。雨降って地固まるって言うでしょ？　つまり逆にチャンスなのよ、もしこれを解決できれば、コルルちゃんがもっとイチャイチャさせてくれるようになるんだから」

　うーん、それはどうだろう……。

「で？　俺なら何かいい仲直りの案を出せないかって言うんだろ？　ちょっと待ってろ、実は今朝色々と考えて」

「ううん、違うわ。そこまではちゃんと自分で考えたの」

「おお、何だよ偉いじゃないか」

「フフン、まぁね～。できる限り自分の力で解決したいって気持ちは、ウソじゃないし」

　俺に褒められた事がちょっとは嬉うれしいのか、上機嫌で胸を反らしてみせるファニル。あの胸の膨らみがさっきまで俺の背中にあったと思うと、俺は逆に前まえ屈かがみになるな。

「案は出せてるのに協力してほしいって事は、自分だけじゃ難しい事なんだな？　何を手伝えばいい？　それとも、何か教えてほしい事でも？」

「え～っと……どっちも、かな。まずはこれを見てほしいの」

　若じやつ干かん恥ずかしそうに言って、ファニルは肩に掛けていたアイテムバッグからある物を取り出す。それは、紙製の袋にたっぷりと詰められた、白くきめ細かい粉。これは……。

「……小麦粉？」

　ボケるべきかとも思ったが、やめておく。

　何な故ぜなら俺はそれを見ただけで、ファニルがどれだけ真剣でいるかを察したからだ。

「ルシエル……今すぐあたしに教えてほしい。クッキーの作り方を」







　それから時は進み、時刻は午後三時過ぎ。城では丁度ティータイムだったっけ。

　俺とファニルはそれぞれが作ったクッキーを手に、仕事をしているコルルのもとへ向かった。

「！　クンクン、いい匂～い……ルシエル様っ！　……と、……ファニルお姉ちゃんも」

　おいコルル、いい匂いってクッキーの事だよな？　俺じゃないよな？　真っ先に俺の名前を呼んだのが、ものすっごぉ～く引っ掛かるんだけども。

　……で。ファニルに対しては、安定のその反応か。

　自分からファニルに近付くような行為はしたくないのか、コルルはいつものように櫓やぐらから飛び降りては来なかった。なので俺とファニルは、仕方なく櫓やぐらを登る。

　いや、仕方なくでもないか。どうせなら、上の方が気持ち良さそうだしな。

「よっ、コルル。来てやったぜ」

「ありがとうございますルシエル様！　とっても嬉うれしいです！　あ、あのっ……今日もおいしそうですね！」

「今日は、だろ？」

　いい加減俺の目を見ておいしそう発言するのはよせ。今日の俺が特においしそうなのは、差し入れの匂いがプラスされてるせいってだけなんだから。……多分。

「コ、コルルちゃん、こんにちは……元気？」

「ツーン」

「それ、声に出してる奴やつ初めて見たな」

　これはこれで案外楽しそうなんだけど……まぁ、それはおいといて。

「仕事の邪魔して悪いんだけどさ。ちょっといい小麦粉が手に入ったんで、お菓子作りにチャレンジしてみたんだ。沢山作ったから、コルルも一緒にどうかと思って」

「邪魔だなんてとんでもないですっ！　大大大歓迎ですっ！」

《わたくしが言うまでもなく、これはコルルの本心ですよ。しりとりには飽き飽きしていたところです》

「別にしりとりの邪魔をしに来たつもりはねぇよ」

　門番の仕事をしろ、門番の。

「てかさ、そろそろ暇ひま潰つぶしのレパートリー増やそうぜ。しりとりばっかりやってちゃ、そりゃ飽きるだろうさ」

「そうしたいのは山々なんですけど……何をしたらいいですかね？」

「『なぞなぞ』なんてどうだ？　結構頭使うぞ」

「面白そうじゃない！　ルシエル、試しに何か出しなさいよ」

　おっと、中々いい食い付きじゃないか。なら、とっておきの問題いくか！

「ある時、二人の女性が喧けん嘩かをしていました。それを見た男性が仲裁のため間に入ったのですが、男性は二人にタコ殴りにされてしまいました。さて、何な故ぜでしょう？」

「え？　ルシエル様を殴ればいいんですか？」

「いや今の状況に準なぞらえた訳じゃないから！」

　確かに図らずもそうなっちゃったけども。……あー、しかしコルルの奴やつ、やっぱり今はファニルと喧けん嘩か中ちゆうって認識なんだなぁ。早く何とかしてやりたいが……。

「はい！　あたし分かった！」

「おっ、早いなファニル、言ってみろ」

「間に入ろうとした時、男が女の胸を触っちゃったから！」

「普通にありそうだが、なぞなぞの答えとしてはちょっと」

　どこの主人公だよ、それ。俺は間違ってもそんな事しないぞ。

「はいはいっ！　私も分かりました！」

「ん、コルルも分かったか。言ってみな」

「男性は二人の喧けん嘩かを止めるため、二人から憎まれるような事をあえて言ったんです。そうして二人の共通の敵になる事で、争いをやめさせた。でも、男性はそのせいで二人からボコボコにされる羽目に。実はその男性は重度のパンチドランカーで、二人に殴られた事をきっかけにして昏こん睡すい状態に陥ってしまいます。自らの愚かしさを嘆いた二人の女性は、万病に効くという伝説の霊薬を求めて危険なダンジョンへと足を踏み入れたのです。そして」

「重いわっ、そして長なげぇ！　なにそのストーリー仕じ立たての解答！　もういいよ！」

「え～……ダンジョンに入った二人は早くもオークに捕まって大変な目に遭うっていう展開を予定してたんですけど……分かりました、ここまでにしておきますね」

「いや待て、続けたまえ」

「何で急に正座し出すワケ？」

　おっと。俺とした事が、コルルの超大作に心を奪われそうになってしまったよ。

　そして当然だが、コルルの答えも不正解だ。

「二人ともまだまだだな。正解は……男性が二人に共通する間ま男おとこだったから、だ」

「間ま男おとこって何ですか？」

「不倫相手って事だな」

「何それっ！　ダブル不倫って事!?　そんなヤツ殴られて当然じゃないっ！」

「いや、男が、間に入ったから、間ま男おとこ……うんまぁ、問題が悪かったかな……」

　はぁ、次があったらもうちょっと頑張ろう……。

　さてと。ちょっとしたレクリエーションで場が温まったところで、いよいよクッキーの出番だ。

　正座する俺に合わせる形で車座になると、俺はファニルに目配せをする。そして俺とファニルは同時に、紙に包んでいたそれぞれのクッキーを車座の中心に広げた。

「わぁ！　待ってました！　どっちも凄すごくおいしそ……でもないです。よく見たら、ファニルお姉ちゃんのは形もイビツで、焦げ焦げのもあります。ルシエル様は流石さすがですね！」

「コ、コルルちゃぁ[image: ][image: ]ん…………」

　涙目になり、ダランと力なく尻尾を下ろすファニル。ありゃりゃ、こいつは確かに重症だな。

　けど、心配は要らない。そのためにこうしてクッキーを焼いてきたんだからさ。

「まぁまぁ、こういうのは見た目じゃないんだぜ？　とにかく食ってみろよ」

　俺に進められるまま、コルルは俺の作ったクッキーに喜んで手を伸ばす。一口サイズをパクッと一気に頰ほお張ばり、彼女は至福の笑みを浮かべて頰ほっぺたを押さえた。

「おいひぃれふ～！　むぐむぐ、おいしいですっ！　実は私、クッキーとかケーキみたいなお菓子がお肉よりも大好きで、もう何枚でもいけちゃいます！」

《何枚でもは言い過ぎでしょうコルル。せいぜい千枚程度です》

《アホか。こんなの一枚食えば充分だっての。あぁ～マズ……もう一枚》

　って、エルバイドが起きてやがる！　そしてムシャムシャ食ってる！　安定の天あまの邪じや鬼くだが、睡魔に勝るクッキーが作れたみたいで嬉うれしいぜ。

「おいおいコルル、俺のだけで腹一杯にする気かよ。ファニルのも食ってやれって」

「え～、でもぉ」




「でもじゃない」




「…………え？」

　静かに。その上で、強く。そんな熱が込められた俺の言葉に、コルルは想おもいを感じ取る。

「いいから、食べてみてくれ。お前には……お前にだけは……きっと全部伝わるから」

「……」

　俺の言葉を受け、コルルはファニルの顔を見る。

　懐なつかしいだろ。まともに見たのは何日振りだ？　それはたった三日の事かもしれないが……お前らの間に限っては、そんな程度の時間じゃなかったはずだ。

　コルルはファニルの作ったクッキーを手に取り、しばらく無言で見つめる。そしてそれを、一口に頰ほお張ばった。

「……あ……。おいしい……」

　その時──コルルの頰から、何かが落ちた。

　おいしすぎて頰ほっぺたが落ちた？　……違う。落ちたのは、頰ほおを伝って流れた涙だ。

「どう、して……？　おいしい……おいしいよ。ファニルお姉ちゃんのクッキー……ルシエル様が作ったのより……何倍もおいしいよ……っ!!」

　とめどなく零こぼれ落おちる、熱い雫しずく。

　どうして止まらないんだろうな？　どうして美う味まいんだろうな？

　もう、充分に伝わっただろ？　コルル。

「それはな……ファニルからお前への、『ごめん』って気持ちだ。これからもずっと仲良くしたいっていう、『親愛』の気持ちだ。強い気持ちが込められてるんだから、そりゃ美う味まいさ」

「気持ち……？」

「逆に言って、俺は今回あえて気持ちを込めなかった。悪いな、分かりやすさ重視で。だけど……その効果はあっただろ？」

　言って、俺はコルルの額を指で弾はじく。

　短い悲鳴を上げたコルルは、少し恨めしそうな目で俺を睨にらむ。でもそれで何かが吹っ切れたのか、彼女は涙を拭ふくと真まっ直すぐにファニルの瞳を見つめた。

　言葉は要らない、なんて言葉をよく聞くが……言っとけよ。お互い気が済むまでな。

「ごめんなさいっ！　ファニルお姉ちゃん！　本当の事を言われただけなのに、いつまでもウジウジして、嫌な態度ばっかりして……本当にごめんなさい！」

「謝らないでコルルちゃん、謝らなきゃいけないのはあたしの方だもの。……ゴメンなさい。そしてありがとう。こんなあたしを許してくれて……本当に、ありがとね！」

　よしっと。これにて喧けん嘩かは無事終了、めでたしめでたしだ。

　後は……負けっぱなしは嫌だから、最後にこっちも切り札を出しますかね。

「ほいお二人さん。見てみろ、ここにケーキがあります。出来立てホヤホヤのベイクドチーズケーキだ」

　ドンッ、と、俺は何食わぬ顔で持っていた包みを解といてケーキを取り出す。途端に広がる、クリームチーズの濃厚な香りがたまらない。

「こっ、これはっ!?　クッキーの匂いじゃなさそうな匂いがしてると思ったら、ケーキ！」

「あ、あんたいつの間にこんなの作ってたのよ!?」

「ふふん、クッキーなんかに手一杯だったお前とは、余裕が違うってこったな」

　いや、実を言うとこれ、今朝俺なりに考えた〝仲直りの方法〟だったんだけどな。

　元・ケルベロスに手作りケーキをプレゼントしてやれば、喧けん嘩かなんて即終了だ。まぁ、結局ファニルも自分の力で似たような方法に辿たどり着ついたみたいだが。

　見れば、二人の視線はもうケーキに釘くぎ付づけだ。幸せいっぱい夢いっぱい、オマケにヨダレもいっぱい。この時点で勝負はついたな。

「見ての通り、このケーキにはクッキーと違って、俺のでっかい気持ちがたっぷりと注いである。『これからもよろしく』って気持ちがな。あ～美う味まいだろうなぁ、絶対」

「はっ、はいっ！　そ、それで？　た、食べてもいいんですか……？」

「……食べたいか？」

「「食べたいっ!!」」

「よし！　なら三回まわってワンと言ってみろ！」

　その瞬間──俺は二人の女性から、まるで生ゴミにたかるハエを見るような目を向けられましたとさ。








～ Fin .～
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　皆様初めましてorお久し振りです。三み鏡かがみ一かず敏としです。

　またしても若じやつ干かん長めにお待たせしてしまいまして、誠に申し訳ございません。「ひょっとして今作は続刊しないのかな？」と不安に思われた読者様もいらっしゃるかもしれませんが、安心してください、出ましたよ（とにかく明るい感じで）。ただしパンツを穿はいているかは別です。

　さて、それでは今巻の内容について、少しばかり触れさせて頂きたいと思います。

　今巻のテーマは『マモノ少女達たちとの日常』とするつもりだったのですが、いざ本当に何もない日常を描いてみたら、主人公がただひたすらヒロインと喋しやべるだけのお話になってしまい、物足りなさを感じまして。試行錯誤の末、『冒険』という要素を足してみました。と言っても、村からは一歩も出てないんですけどね。これは覚えるべき地名等を増やさないためでもあります。

　私が本作で目指しているのは、エンタメ的な楽しさに特化した作品です。頭の中を空っぽにして、何も考えずにパッとどこかのページを捲めくって読んでみる。するとそれだけで何だか面白そうなやり取りが目に入る。そういう楽しさを一見開きに最低一つは用意したい、そんな思いを胸に書いてみました。

　より分わかり易やすく喩たとえるなら、四コマ漫画のような感じでしょうか。四コマ漫画は基本的に、四コマ毎ごとに面白いオチを付けながら物語を進めていく漫画ですから、どこを開いても大体面白いですよね？　そんな面白さをラノベで表現できたらなぁ、と。……できてるといいなぁ。

　というところで、以降は謝辞になります。

　まずは担当編集者の平ひら井いさん、土つち屋やさん。私は相変わらず仕事が遅くて、今回は特にご迷惑をお掛けしてしまいましたが、優しく見守って下さりありがとうございます。手て前まえ味み噌そではありますが、個人的に今巻はこれまで以上に面白いものが書けたような気がしておりまして……そこへお二人から「面白かった」というお言葉が多めに頂けて、とても嬉うれしかったです。

　そしてイラストのファルまろ様。ご多忙にも拘かかわらず、いつも最高のイラストを描いて頂ける果報な私は、どうすればこの感謝と喜びを最大限に伝えられるのかと日々悩んでおります。という訳で今回は、テレパシー通信に挑戦してみたいと思います。もし水色のぷにぷにしたものが見えたら、それは私ではなくレイチェルです。って、小ネタすぎるし古いですね、我ながら。

　校閲の水みず沢さわさんも、引き続きありがとうございます。やはり校閲さんのお力をお借りする前と後では作品の完成度が違います。特に六章とかもう……本当にお手数をお掛けしました。

　その他、拙作の出版に携わられました全ての皆様に感謝……っ！　圧倒的感謝……っ！

　最後に、拙作を手に取って下さった読者の皆様。本当にありがとうございました！





三み鏡かがみ一かず敏とし









[image: ]








三み鏡かがみ一かず敏とし

有為転変とはよく言ったもので、世の中と共に私の周りも絶えず変化しています。しかもここ数ヶ月は人生初の出来事ばかり。色紙にサインを書かせて頂いたり、ゲームのシナリオなどを書かせて頂いたり、兄が親知らずを抜いたり。私も抜くべきなのかなぁ……。
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イラスト／ファルまろ

はじめまして、もしくはいつもありがとうございます。

ファルまろでございます。１９８８年生まれ、独楽とか有名な所に住んでおります。妹キャラというだけで全てを許してしまえるパワーがあると思います。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「三鏡一敏先生」係

「ファルまろ先生」係











本書は書き下ろしです。
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